
 

1 

 

令和 元 年 度  

日本 大 学 博士 論 文  

 

 

 

 

 

 

レズビアン及びゲイ男性に対する異性愛者の偏見に  

仮想接触が及ぼす効果  

―日本人大学生を対象とした検討―  

 

 

 

日本大学大学院文学研究科  

心理学専攻博士後期課程  

 

堀川  佑惟  

  



 

2 

 

目次  

 

本 論 文 の 概 要 と 構 成  

第 Ⅰ部  レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見  

第 1 章  序 論  

 1.1  レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見  

 1.2  日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏

見  

第 2 章  異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏

見 の 強 さ  

 2.1  研 究 1  異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対

す る 偏 見 と 他 の 集 団 に 対 す る 偏 見 と の 比 較  

 第 3 章  レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度  

  3.1  研 究 2  Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale 日 本 語 6

項 目 版 の 作 成  

   3.1.1  調 査 1  尺 度 の 作 成 と 信 頼 性 ・ 妥 当 性 の 検 討 ， レ ズ ビ ア ン

及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 の 男 女 差 の 検 討  

   3.1.2  調 査 2  回 答 へ の 社 会 的 望 ま し さ 反 応 ， 尺 度 と 潜 在 的 態 度

と の 関 連 の 検 討  

  3.2  研 究 3  Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale 日 本 語 20

項 目 版 の 作 成 と 妥 当 性 の 検 討  

 第 4 章  レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の ス テ レ オ タ イ プ  

  4.1  研 究 4  共 同 性 ・ 作 動 性 の 2 次 元 を 用 い た レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ

男 性 ス テ レ オ タ イ プ の 検 討  

 

 

5 

11 

13 

13 

 

20 

 

23 

 

23 

37 

 

37 

 

37 

 

43 

 

50 

60 

 

60 



 

3 

 

 第 5 章  第 Ⅰ部 総 合 考 察  

第 Ⅱ部  レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 偏 見 に 及 ぼ す 効

果 の 検 討  

 第 6 章  序 論  

6.1  仮 想 接 触 研 究 の 概 観  

  6.2  仮 想 接 触 の 効 果 に 関 す る 解 釈 と 議 論  

 6.3  日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 の 研 究 の

意 義 と 課 題  

 第 7 章  レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 日 本 の 女 性 異

性 愛 者 の 態 度 に 及 ぼ す 効 果 の 検 討  

  7.1  研 究 5  レ ズ ビ ア ン に 対 す る 日 本 の 女 性 異 性 愛 者 の 態 度 に 仮 想

接 触 が 及 ぼ す 効 果  

7.2  研 究 6  レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 に お け る 言 語 的 ・ 行 動 的 測 度

の 順 序 効 果 の 検 討 の 試 み  

7.3  研 究 7  レ ズ ビ ア ン に 対 す る 日 本 の 女 性 異 性 愛 者 の 態 度 に 仮 想

接 触 が 及 ぼ す 効 果 ―カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン グ の 効 果 と の 比 較 ―  

 第 8 章  仮 想 接 触 が 偏 見 に 及 ぼ す 効 果 の 一 般 化 可 能 性 ― 精 神 疾 患 患 者

と の 仮 想 接 触 を 扱 っ た 検 討 ―  

  8.1  研 究 8  精 神 疾 患 患 者 と の 仮 想 接 触 が 精 神 疾 患 患 者 に 対 す る 態

度 に 及 ぼ す 効 果  

 第 9 章  第 Ⅱ部 総 合 考 察  

第 Ⅲ部  レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因  

 第 10 章  イ メ ー ジ の 利 用 可 能 性 に 関 す る 研 究 の 仮 想 接 触 研 究 へ の 応

用  

69 

 

70 

72 

72 

75 

 

77 

 

79 

 

79 

 

85 

 

90 

 

97 

 

97 

106 

109 

 

110 



 

4 

 

10.1  イ メ ー ジ の 利 用 可 能 性 に 関 す る 研 究 の 概 観 と 仮 想 接 触 へ の 応

用 可 能 性  

10.2  研 究 9  ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ と 一 致 す る ゲ イ 男 性 と の 仮

想 接 触 の 効 果  

第 11 章  仮 想 接 触 へ の 集 団 間 接 触 研 究 の 応 用  

  11.1   集 団 間 接 触 研 究 の 概 観 と 仮 想 接 触 へ の 応 用 可 能 性  

  11.2  研 究 10  自 身 ・ レ ズ ビ ア ン ・ 女 性 異 性 愛 者 の 三 者 間 で の 仮 想

接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 に 及 ぼ す 影 響  

 第 12 章  第 Ⅲ部 総 合 考 察  

第 Ⅳ部  総 合 考 察  

第 13 章  研 究 結 果 の 概 要  

  13.1  日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏

見  

  13.2  レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 に 対 す る 仮

想 接 触 の 影 響  

 第 14 章  本 論 文 の 意 義 と 今 後 の 展 望  

  14.1  日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏

見 の 研 究 へ の 寄 与  

  14.2  日 本 に お け る 仮 想 接 触 の 研 究 へ の 寄 与  

  14.3  今 後 の 展 望  

 第 15 章  結 論  

引 用 文 献  

謝 辞  

 

 

111 

 

112 

119 

119 

 

121 

135 

137 

139 

 

139 

 

141 

143 

 

143 

144 

145 

147 

148 

158 



本論文の概要と構成 

5 

 

本 論文 の 概 要 と構 成  

 

第 Ⅰ部  レ ズ ビア ン 及 びゲ イ 男 性 に対 す る 異 性 愛 者 の偏 見  

 第 Ⅰ部 は 5 章 構 成 で あ る 。計 4 本 の 研 究 に よ っ て ，日 本 の 異 性 愛 者 の 大 学 生 が

持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 に つ い て ， 態 度 と ス テ レ

オ タ イ プ の 観 点 か ら 明 ら か に す る こ と を 試 み た 。  

第 1 章 「 序 論 」 で は ま ず ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見

に 関 す る 先 行 研 究 を 概 観 し た 。 そ の 後 ， そ の 偏 見 に 関 す る 日 本 特 有 の 問 題 を 挙

げ た 。  

第 2 章 「 異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 の 強
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さ 」 の 目 的 は ， 研 究 1 に よ っ て ， 異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ

男 性 に 対 す る 偏 見 の 強 さ を ， 他 の 集 団 に 対 す る 偏 見 と 比 較 す る こ と で あ っ た 。

こ の 比 較 に よ っ て ， 日 本 の 異 性 愛 者 の 大 学 生 が レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す

る 偏 見 を 有 す る こ と ， そ し て そ の 強 さ が 黒 人 や 精 神 疾 患 患 者 な ど の 他 の 社 会 的

マ イ ノ リ テ ィ 集 団 と 同 等 程 度 に 見 ら れ る こ と を 確 認 し た 。  

第 3 章 「 レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 」 で は ， 研 究 2 と

研 究 3 の 2 本 の 研 究 を 通 し て ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態

度 を 測 定 す る 尺 度 で あ る 日 本 語 版 Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale

（ ATLG-J）の 作 成 と 妥 当 化 を 行 っ た 。そ し て そ れ ら の 研 究 に よ っ て ，日 本 に お

け る そ の 態 度 が 他 国 で 行 わ れ て き た 先 行 研 究 で み ら れ た も の と 同 様 の 概 念 で あ

る こ と を 確 認 し た 。  

第 4 章「 レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の ス テ レ オ タ イ プ 」で は ，

研 究 4 に よ っ て ， 共 同 性 ・ 作 動 性 の 2 次 元 に よ っ て レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に

対 す る 異 性 愛 者 の ス テ レ オ タ イ プ を 表 す こ と を 試 み た 。 そ の 結 果 ， 女 性 異 性 愛

者 が 持 つ レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ プ ， 男 性 異 性 愛 者 が 持 つ ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ

イ プ が 共 に 高 共 同 性 で あ り ， 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ と 同 じ 傾 向 が み ら れ る

こ と が 示 さ れ た 。  

第 5 章「 第 Ⅰ部 総 合 考 察 」で は ，第 2 章 か ら 第 4 章 ま で の 結 果 を 総 括 し ，レ ズ

ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 に 対 す る 実 験 的 ア プ ロ ー チ を 行 う

た め に 情 報 の 整 理 を 行 っ た 。  

 

第 Ⅱ部  レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 偏 見 に 及 ぼ す

効 果の 検 討  

 第 Ⅱ部 は 4 章 構 成 で あ る 。 計 4 本 の 研 究 に よ っ て ， レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ
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ブ な 仮 想 接 触（ imagined contact / imagined intergroup contact）が レ ズ ビ ア ン に 対

す る 偏 見 に 及 ぼ す 効 果 に つ い て 検 討 す る こ と を 試 み た 。  

 第 6 章「 序 論 」で は ，ま ず こ れ ま で に 行 わ れ て き た 仮 想 接 触 研 究 を 概 観 し た 。

そ の 後 ， こ れ ま で の レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 の 研 究 を ま と め ， そ

の 課 題 の 解 決 に あ た っ て 日 本 に お け る 仮 想 接 触 実 験 の 追 試 の 必 要 性 に つ い て 述

べ た 。  

 第 7 章 「 レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 偏 見 に 及 ぼ す 効 果 の

検 討 」 で は ， レ ズ ビ ア ン に 対 す る 女 性 異 性 愛 者 の 偏 見 に つ い て ， レ ズ ビ ア ン と

の 仮 想 接 触 を 行 う こ と に よ る 影 響 を 研 究 5 か ら 研 究 7 の 3 つ の 研 究 を 通 し て 検

討 し た 。 3 つ の 研 究 の 実 験 に お い て ， 実 験 条 件 に 割 り 当 て ら れ た 参 加 者 で あ る

女 性 異 性 愛 者 の 大 学 生 は ， 初 対 面 の 女 性 同 性 愛 者 と 2 人 で 休 日 を 過 ご す 場 面 を

想 像 し た 後 に ， そ の 内 容 を 用 紙 に 書 き 出 す 実 験 操 作 を 受 け た 。 統 制 条 件 の 操 作

と し て ， 研 究 5， 研 究 6 で は 女 性 と の 仮 想 接 触 を ， 研 究 7 で は 女 性 同 性 愛 者 に

つ い て 単 に 考 え る 課 題 を そ れ ぞ れ 行 っ た 。 そ し て そ の 後 ， 全 て の 参 加 者 は ， レ

ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 ， 顕 在 的 態 度 ， 行 動 を そ れ ぞ れ 測 定 し た 。 そ の 結

果 ， レ ズ ビ ア ン と ポ ジ テ ィ ブ な 交 流 を 行 う こ と を 想 像 す る こ と に よ っ て ， そ の

後 の レ ズ ビ ア ン に 対 す る 顕 在 的 態 度 や 行 動 が ポ ジ テ ィ ブ に な る こ と が 一 部 の 研

究 で 示 唆 さ れ た 。 た だ し ， そ れ ら の 結 果 の 再 現 性 は ， こ の 3 つ の 研 究 で は 認 め

ら れ な か っ た 。  

 第 8 章 「 仮 想 接 触 が 偏 見 に 及 ぼ す 効 果 の 一 般 化 可 能 性 ― 精 神 疾 患 患 者 と の 仮

想 接 触 を 扱 っ た 検 討 ― 」 で は ， 第 7 章 で み ら れ た 仮 想 接 触 の 効 果 が レ ズ ビ ア ン

と の 仮 想 接 触 以 外 で も 見 ら れ る も の な の か ， あ る い は レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触

特 有 の 効 果 で あ る の か を 確 認 す る た め ， 研 究 8 を 行 っ た 。 同 性 愛 者 以 外 の 外 集

団 の メ ン バ ー と し て 精 神 疾 患 患 者 を 取 り 上 げ ， 研 究 7 と 同 様 の 方 法 で 仮 想 接 触
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の 効 果 を 検 討 し た 結 果 ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 と は 異 な る 傾 向 が 見 ら れ た 。  

 第 9 章 「 第 Ⅱ部 総 合 考 察 」 で は ， 第 7 章 と 第 8 章 の 結 果 を 総 括 し ， レ ズ ビ ア

ン と の 仮 想 接 触 の 効 果 と 結 果 の 解 釈 可 能 性 に つ い て 考 察 し た 。  

 

第 Ⅲ部  レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 要

因  

第 Ⅲ部 は 4 章 構 成 で あ る 。 計 2 本 の 研 究 に よ っ て ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性

に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る た め の よ り 効 果 の 強 い 仮 想 接 触 の

手 段 を 提 案 す る た め ， 仮 想 接 触 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 に つ い て 検 討 し た 。  

第 10 章 「 イ メ ー ジ の 利 用 可 能 性 に 関 す る 研 究 の 仮 想 接 触 研 究 へ の 応 用 」 で

は ， ま ず ， イ メ ー ジ の 利 用 可 能 性 に 関 す る 研 究 に つ い て 概 観 し た 。 そ し て ， 仮

想 接 触 に お い て も 接 触 場 面 の 想 像 し や す さ に よ っ て 効 果 を 強 め ら れ る の で は な

い か と 提 起 し た 。 そ の 仮 説 を 検 証 す べ く ， 研 究 9 に よ っ て ， ゲ イ 男 性 と の 交 流

が よ り 想 像 し や す い 場 合 ， よ り 想 像 し に く い 場 合 に ， 仮 想 接 触 に よ っ て そ の 後

の ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 に ど の よ う な 影 響 が 及 ぶ か を 検 討 し た 。 具 体 的 に は ，

ゲ イ 男 性 で あ る 仮 想 接 触 相 手 が ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ と 一 致 す る ポ ジ テ ィ ブ

な 性 格 特 性 を 有 し て い る ， あ る い は ， ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ と 不 一 致 で あ る

ポ ジ テ ィ ブ な 性 格 特 性 を 有 し て い る ，と い う 情 報 が 参 加 者 に 与 え ら れ る 場 合 に ，

そ の よ う な 情 報 が 与 え ら れ な い 通 常 の 仮 想 接 触 よ り も ， 仮 想 接 触 に よ っ て ゲ イ

男 性 に 対 す る 男 性 異 性 愛 者 の 態 度 が ポ ジ テ ィ ブ に な る か を 検 討 し た 。そ の 結 果 ，

ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ と 不 一 致 で あ る ポ ジ テ ィ ブ な 性 格 特 性 を 有 す る ゲ イ 男

性 と の 仮 想 接 触 で ， 通 常 の 仮 想 接 触 よ り も そ の 後 の 集 団 間 不 安 が 高 い こ と が 示

さ れ た 。  
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第 11 章「 仮 想 接 触 へ の 集 団 間 接 触 研 究 の 応 用 」で は ，ま ず ，集 団 間 接 触 に 関

す る 研 究 に つ い て 概 観 し た 。 そ し て ， 自 身 と 接 触 相 手 で あ る 外 集 団 の メ ン バ ー

の 双 方 と 仲 が 良 い 内 集 団 の メ ン バ ー を 交 え た 三 者 で の 接 触 の 想 像 が ， 二 者 間 で

の 仮 想 接 触 よ り も 外 集 団 の メ ン バ ー に 対 す る 偏 見 を よ り 低 減 し や す い 可 能 性 を

提 起 し た 。そ の 仮 説 を 検 証 す べ く ，研 究 10 に よ っ て ，三 者 間 で の レ ズ ビ ア ン 及

び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 が 社 会 的 認 知 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 。 具 体 的

に は ， 仮 想 接 触 を 行 う レ ズ ビ ア ン が ， 同 席 す る 自 身 と 仲 が 良 い 同 性 の 異 性 愛 者

と 仲 が 良 い 場 合 ， 同 席 す る 自 身 と 仲 が 悪 い 同 性 の 異 性 愛 者 と 仲 が 悪 い 場 合 そ れ

ぞ れ に つ い て ， こ れ ま で 扱 っ て き た 通 常 の 二 者 間 の 仮 想 接 触 と 比 較 し て レ ズ ビ

ア ン に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 が ど の よ う に 変 わ る か を 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， 想

像 す る 場 面 に 同 席 す る 同 性 の 異 性 愛 者 が い る 場 合 に は ， い な い 場 合 よ り も ， 仮

想 接 触 後 の レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 が 高 い こ と が 示 さ れ た 。  

第 12 章「 第 Ⅲ部 総 合 考 察 」で は ，第 10 章 ，第 11 章 の 研 究 を 総 括 し ，レ ズ ビ

ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 仮 想 接 触 研 究 の 限 界 と 展 望 に つ い て 議 論 し た 。  

 

第 Ⅳ部  総 合 考 察  

第 Ⅳ部 は 3 章 構 成 で あ る 。 本 論 文 の 総 合 考 察 と し て ， 研 究 結 果 の 概 要 を ま と

め ， 研 究 の 意 義 と 今 後 の 展 望 に つ い て 述 べ た 。  

第 13 章「 研 究 結 果 の 概 要 」で は ，本 論 文 に お け る 研 究 の 結 果 を ，日 本 に お け

る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 と ， そ れ に 対 す る 仮 想 接 触

の 効 果 と に 分 け て ま と め た 。 第 Ⅰ 部 で 示 さ れ た 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ

イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 に つ い て は ， 第 Ⅱ 部 以 降 の 仮 想 接 触 研 究 に お い

て ， 諸 外 国 に お け る そ の 偏 見 と 同 様 の 概 念 と し て 扱 え る こ と ， そ の 一 方 で 日 本

特 有 の 要 因 に よ っ て 説 明 さ れ 得 る 可 能 性 で あ る 概 念 で あ る こ と が そ れ ぞ れ 示 唆
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さ れ た こ と を 述 べ た 。 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 仮 想 接 触

の 影 響 に つ い て は ， 女 性 異 性 愛 者 が 行 う レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 に は レ ズ ビ ア

ン に 対 す る 偏 見 を 低 減 す る 効 果 が あ る と 考 え ら れ る こ と ， 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に

す る 効 果 は 集 団 間 不 安 の 低 減 を 介 さ な い 効 果 で あ る こ と が 示 さ れ た こ と を そ れ

ぞ れ 述 べ ， そ れ ら に つ い て 第 Ⅰ 章 に お け る 研 究 結 果 も 踏 ま え た 考 察 を 行 っ た 。  

第 14 章「 本 論 文 の 意 義 と 今 後 の 展 望 」で は ，本 論 文 の 意 義 と 今 後 の 展 望 を 述

べ た 。 レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 の 研 究 と し て の 意 義 ，

仮 想 接 触 の 研 究 と し て の 意 義 を そ れ ぞ れ 述 べ た 後 に ， 今 後 の 展 望 に つ い て ま と

め た 。 前 者 の 意 義 と し て ， 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性

愛 者 の 顕 在 的 態 度 を 測 定 す る 手 段 と し て ATLG-J を 開 発 ・ 妥 当 化 し た こ と ， レ

ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ プ と ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ の 双 方 に つ い て 共 同 性 － 作

動 性 の 次 元 か ら 示 し ， 具 体 的 な 性 格 特 性 語 レ ベ ル で も 示 し た こ と の 2 点 を 挙 げ

た 。 後 者 の 意 義 と し て ， 著 者 が 知 る 限 り 本 論 文 の 研 究 が 日 本 に お け る 初 の 仮 想

接 触 研 究 で あ る た め に 研 究 の 方 法 や 結 果 が 今 後 の 研 究 に お い て 参 考 と な り 得 る

こ と ， レ ズ ビ ア ン ， ゲ イ 男 性 ， 精 神 疾 患 患 者 と の 仮 想 接 触 が 偏 見 に 及 ぼ す 影 響

に つ い て の 知 見 を も た ら し た こ と ， こ れ ま で の 研 究 で 扱 わ れ て き た 仮 想 接 触 の

手 続 き を 改 善 す る た め の 多 く の 示 唆 が 得 ら れ た こ と の 3 点 を 挙 げ た 。  

第 15 章 「 本 論 文 の 結 論 」 で は ， 本 論 文 の 結 論 を 述 べ た 。
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個 人 の セ ク シ ュ ア リ テ ィ は ， 生 殖 器 や 染 色 体 な ど の 生 物 学 的 要 因 に よ っ て 規

定 さ れ る 身 体 性 ま た は 生 物 学 的 性 ， 自 身 の 性 に つ い て の 認 識 で あ る 性 自 認 ， 恋

愛 や 性 的 欲 求 の 対 象 と な る 相 手 の 性 を 示 す 性 的 指 向 ， そ し て ， 自 身 を 社 会 に ど

の よ う な 性 の も の と し て 表 現 す る か と い う 社 会 的 性 ま た は 性 表 現 と い っ た 要 因

の 組 み 合 わ せ に よ り 規 定 さ れ る 。 本 論 文 で は ， 出 生 時 の 身 体 性 と 性 自 認 が 一 致

し て お り ， か つ 自 身 と 同 じ 性 を 指 向 す る 同 性 愛 者 を 扱 う 。 こ の う ち ， そ の 3 要

素 が 全 て 女 性 で あ る 者 を レ ズ ビ ア ン ， 全 て 男 性 で あ る 者 を ゲ イ 男 性 と す る 。 ま

た ， 出 生 時 の 身 体 性 と 性 自 認 が 男 性 ， 性 的 指 向 が 女 性 で あ る 者 を 男 性 異 性 愛 者

と ， 出 生 時 の 身 体 性 と 性 自 認 が 女 性 ， 性 的 指 向 が 男 性 で あ る 者 を 女 性 異 性 愛 者

と そ れ ぞ れ 定 義 す る 。  

 本 論 文 は ，日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 に ，

レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 が 及 ぼ す 影 響 の 研 究 を 扱 っ た も の で あ る 。 

こ の 第 Ⅰ部 は ，日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見

と は ど の よ う な 概 念 で あ る の か を 明 ら か に す る も の で あ る 。 ま ず 第 1 章 で は ，

レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 に 関 す る 先 行 研 究 を 概 観 し ，

そ の 後 ， そ の 偏 見 に 関 す る 日 本 特 有 の 問 題 に つ い て 述 べ る 。  

  



第Ⅰ部 レズビアン・ゲイ男性に対する異性愛者の偏見 

13 

 

第 1 章  序論  

1.1 レズビアン 及びゲイ男性への偏見  

 偏 見 は ，「 誤 っ た 情 報 や 不 完 全 な 情 報 か ら 導 か れ る 一 般 化 に も と づ い て ，他 と

区 別 で き る 集 団 に 対 し て 形 成 さ れ る 敵 対 的 な い し 否 定 的 な 態 度 （ Aronson, 2012 

岡 訳  2014）」 と 定 義 さ れ る 。 レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 そ れ ぞ れ に 対 す る 異 性 愛 者

の 偏 見 に 焦 点 を 当 て ， そ れ ら の 個 人 差 や 実 験 的 介 入 に よ る 変 化 な ど を 扱 っ た 社

会 心 理 学 的 研 究 は ， か つ て 世 界 中 で 病 気 と み な さ れ て い た 同 性 愛 が DSM

（ Diagnostic and Statistical manual of Mental disorders ） の 診 断 基 準 か ら 外 さ れ て

以 降 の 1980 年 代 頃 か ら ， 欧 米 を 中 心 と し て 今 な お 行 わ れ て い る 。  

レ ズ ビ ア ン や ゲ イ 男 性 ら 同 性 愛 者 に 対 す る 差 別 や 偏 見 は あ ら ゆ る 場 面 に 存 在

し ， 当 事 者 ら を 生 き づ ら く し て い る 。 日 本 に お け る そ の 一 例 と し て ， 法 制 度 や

そ れ に 伴 う 社 会 制 度 に み ら れ る も の が 挙 げ ら れ る 。日 本 国 憲 法 の 第 24 条 第 1 項

「 婚 姻 は ， 両 性 の 合 意 の み に 基 づ い て 成 立 し ， 夫 婦 が 同 等 の 権 利 を 有 す る こ と

を 基 本 と し て ，相 互 の 協 力 に よ り ，維 持 さ れ な け れ ば な ら な い 。」か ら は ，婚 姻

関 係 が 「 両 性 の 合 意 」 の み に 基 づ く 「 夫 婦 」 の も の で あ る こ と ， 同 性 婚 が 想 定

さ れ て い な い こ と が う か が え る 。 こ の こ と に よ っ て 同 性 カ ッ プ ル は ， 互 い を 配

偶 者 と も 親 族 と も み な さ れ 得 な い た め に ， 不 動 産 契 約 や 遺 産 相 続 な ど ， さ ま ざ

ま な 社 会 制 度 の 利 用 に 実 質 的 に 制 限 を か け ら れ て い る 。 近 年 で は ， 一 部 の 自 治

体 で 同 性 間 で の パ ー ト ナ ー シ ッ プ が 制 度 化 さ れ て い る こ と な ど か ら ， 日 本 の

人 々 が 有 す る 同 性 愛 に 関 す る 価 値 観 は 少 な か ら ず 多 様 化 し て い る こ と が う か が

え る 。し か し 一 方 で ，前 述 の 条 文 を 含 む 日 本 国 憲 法 が ，制 定 か ら 70 年 以 上 が 経

過 し た 現 代 で も 日 本 の 人 々 に よ っ て 維 持 さ れ 続 け て い る こ と も ま た 事 実 で あ る 。

そ し て そ の た め に ， 前 述 の 社 会 的 な 人 権 問 題 に つ い て は ， 根 本 的 な 解 消 に は 未

だ 至 っ て い な い と 考 え ら れ る 。  
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こ の よ う な 同 性 愛 者 に 対 し 差 別 的 な 旧 体 質 的 社 会 制 度 の 背 景 に は ， ヘ テ ロ セ

ク シ ズ ム と い う ， 異 性 愛 こ そ が 自 然 で あ り 異 性 愛 的 で な い も の を 認 め な い と い

う 異 性 愛 主 義 的 な 観 念 体 系 が あ る と 考 え ら れ て い る （ Herek, 1990）。 そ し て ，

Hidaka, Operario, Takenaka, Omori, Ichikawa, & Shirasaka （ 2008 ） 及 び 日 高 ・

Operario・岳 中・大 森・市 川・白 阪（ 2008）は ，現 代 の 日 本 に お け る 非 異 性 愛 者

の 自 殺 未 遂 率 に つ い て ，男 性 で は 24.5%，女 性 で は 20.7%と い う 値 を 報 告 し た 。

こ れ ら の 値 は ， 異 性 愛 主 義 社 会 に お け る 同 性 愛 者 ら の 経 済 的 ・ 社 会 的 役 割 的 な

生 き づ ら さ な ど が 精 神 的 健 康 に 及 ぼ す 影 響 を 反 映 し て い る の で は な い か と 考 え

ら れ よ う 。  

 こ れ ま で の レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 研 究 で は ， そ の

関 連 概 念 や 男 女 差 に つ い て ， す な わ ち ど の よ う な 異 性 愛 者 が レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ

イ 男 性 に 対 し ネ ガ テ ィ ブ な 態 度 を 有 す る か に つ い て の 検 討 が な さ れ て き た 。  

 レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 と の 関 連 概 念  レ ズ ビ ア

ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 と 関 連 す る 主 な 概 念 と し て ， セ ク シ ズ

ム ， 伝 統 的 ・ 権 威 主 義 的 な 価 値 観 ， エ イ ズ に 対 す る 態 度 ， 伝 統 的 家 族 観 が 挙 げ

ら れ る 。  

 セ ク シ ズ ム と は ， 女 性 の 役 割 を 伝 統 的 な 性 役 割 に 固 定 化 す る 性 差 別 意 識 で あ

る 。Glick & Fiske（ 1996）に よ る と ，セ ク シ ズ ム は 単 な る 女 性 嫌 悪 で は な く ，伝

統 的 な 性 役 割 に 従 わ な い 女 性 に 対 す る 敵 意 的 な 態 度 か ら な る 嫌 悪 的 セ ク シ ズ ム

（ Hostile Sexism; 以 下 ，HS と す る ）と ，伝 統 的 な 性 役 割 に 従 う 女 性 に 対 す る 好

意 的 な 態 度 か ら な る 好 意 的 セ ク シ ズ ム （ Benevolent Sexism; 以 下 ， BS と す る ）

の 2 つ の 下 位 概 念 が 存 在 す る ， 両 面 価 値 的 な も の で あ る 。 ま た ， Glick & Fiske

（ 1996） は ， セ ク シ ズ ム の 背 景 に は 異 性 愛 的 な 欲 求 や 信 念 が あ る と 指 摘 し ， そ

れ が 好 意 的 セ ク シ ズ ム に 含 ま れ る 概 念 と し て 位 置 付 け ら れ る こ と を 示 し て い る 。 
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そ し て ， こ の よ う な セ ク シ ズ ム や 伝 統 的 家 族 観 な ど ， 伝 統 的 な 性 役 割 に つ い

て の 信 念 は ， 同 性 愛 者 が そ れ ら の 信 念 に 反 す る も の で あ る と 考 え ら れ て い る た

め に ， 同 性 愛 者 に 対 す る 態 度 と の 関 連 が あ る と 考 え ら れ る （ Sakalli , 2002）。 さ

ら に ， そ の よ う な 伝 統 的 な 性 役 割 観 に 対 し 同 性 愛 者 が 批 判 的 で あ る こ と や ， 一

部 の 政 治 や 宗 教 の 指 導 者 が 同 性 愛 者 に 対 し 非 難 的 で あ る こ と か ら ， 権 威 主 義 的

な 価 値 観 を 有 す る 人 ほ ど 同 性 愛 者 に 対 す る 態 度 が ネ ガ テ ィ ブ で あ る と 考 え ら れ

る （ Whitley & Ægisdóttir, 2000）。  

一 方 ， エ イ ズ に 対 す る 態 度 は ， 特 に ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 と の 関 連 が み ら れ

て い る（ Herek & Glunt, 1991）。そ の 背 景 と し て ，「 HIV 陰 性 で あ る ゲ イ 男 性 同 士

の セ ッ ク ス で も そ の 感 染 は 起 こ り 得 る 」 と い っ た ， エ イ ズ を ゲ イ 男 性 と 強 く 結

び 付 け る 誤 っ た 考 え が 広 ま っ て い る こ と が 示 さ れ て い る （ Herek & Capitanio, 

1999）。  

先 行 研 究 で は ，同 性 愛 者 に 対 す る 態 度 と 各 関 連 概 念 と の 相 関 も 示 さ れ て い る 。

HS，BS と の 間 に は そ れ ぞ れ rs = .21－ .30，rs = .13－ .21（ Nagoshi, Adams, Terrell, 

Hill, Brzuzy, & Nagoshi, 2008; Sakalli,  2002） 権 威 主 義 の 指 標 の ひ と つ と し て 用

い ら れ た 教 条 主 義 と の 間 に は rs = .21－ .34（ Herek, 1988） の ， 伝 統 的 家 族 観 と

の 間 に は rs = .48－ .63（ Herek, 1988） の 相 関 が み ら れ て い る 。 ゲ イ 男 性 に 対 す

る 態 度 と エ イ ズ に 対 す る 高 圧 的 な 態 度 と の 間 に は ，r  = .42（ Herek & Glunt, 1991）

の 相 関 が み ら れ て い る 。  

レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 の 男 女 差  多 く の 先 行 研 究

に お い て ， ゲ イ 男 性 に 対 す る 男 性 異 性 愛 者 の 態 度 は レ ズ ビ ア ン に 対 す る 男 性 異

性 愛 者 の 態 度 よ り も ネ ガ テ ィ ブ で あ る こ と ， 男 性 異 性 愛 者 は 女 性 異 性 愛 者 よ り

も ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 が ネ ガ テ ィ ブ で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 す な わ ち ，

同 性 愛 者 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 の 中 で も ， ゲ イ 男 性 に 対 す る 男 性 異 性 愛 者 の
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態 度 は 特 に ネ ガ テ ィ ブ で あ る 。  

こ の よ う な 違 い の 背 景 に つ い て は ，い く つ か の 説 明 が 考 え ら れ る 。た と え ば ，

レ ズ ビ ア ン は ゲ イ 男 性 と は 違 い 男 性 に 性 的 な コ ン テ ン ツ と し て み な さ れ や す い

（ Louderback & Whitley, 1997; Nyberg & Alston, 1977） た め に 比 較 的 ポ ジ テ ィ ブ

に 捉 え ら れ や す い 。 ま た ， 男 性 異 性 愛 者 は ゲ イ 男 性 か ら ， 女 性 異 性 愛 者 は レ ズ

ビ ア ン か ら 望 ま な い 性 的 接 触 を 受 け 得 る と い う 認 知 を 持 つ 。 特 に 男 性 は 女 性 に

対 し 社 会 的 な 性 的 優 位 が あ る た め に ， 男 性 異 性 愛 者 は 女 性 異 性 愛 者 に 比 べ 性 的

脅 威 に 晒 さ れ る 機 会 が 少 な く ， そ れ に 対 す る 対 処 方 略 も 苦 手 で あ る と 考 え ら れ

る 。 そ の た め に ， 自 ら に 望 ま な い 性 的 接 触 を 行 う か も し れ な い と い う 認 知 を ゲ

イ 男 性 に 対 し 強 く 有 し 得 る の だ と 考 え ら れ る （ Kite & Whitley, 1996）。  

レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 し 異 性 愛 者 が 持 つ ス テ レ オ タ イ プ  カ テ ゴ リ ー

に 基 づ い た 反 応 の う ち ，偏 見 は 感 情 的 な 要 素 で あ る（ Fiske, 1998）。一 般 に ，こ

の 偏 見 は ， 認 知 的 な 要 素 で あ る ス テ レ オ タ イ プ が ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 と 結 び 付 い

た も の で あ る と さ れ る 。  

こ れ ま で の 研 究 で は ， 同 性 愛 者 ら に 対 し 異 性 愛 者 が 有 す る ス テ レ オ タ イ プ に

つ い て ， ゲ イ 男 性 を 中 心 に 検 討 が な さ れ て き た 。 ま ず ， ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ

プ に つ い て ， 生 物 の 存 在 に お け る 基 本 的 な モ ダ リ テ ィ （ Bakan, 1966） と さ れ る

共 同 性 ・ 作 動 性 の 2 次 元 で 表 す 試 み が あ る 。 Bakan（ 1966） に よ る と ， 共 同 性

（ communion） と は ， 個 人 が 属 す る よ り 大 き な 有 機 体 へ の 参 加 を 意 味 す る も の

で あ り ， 共 存 の 感 覚 ， 接 触 ， 開 放 ， 非 契 約 的 協 力 ， 抑 圧 の 欠 如 と 除 去 を 示 す 。

ま た ，作 動 性（ Agency）と は ，個 と し て の 有 機 体 の 存 在 を 意 味 す る も の で あ り ，

自 己 防 衛 ， 自 己 主 張 ， 自 己 拡 張 ， 分 離 の 形 成 ， 疎 外 感 ， 孤 独 ， 抑 制 の 促 進 ， 考

え ・ 感 情 ・ 衝 動 の 抑 圧 を 示 す 。 Fiske, Cuddy, Glick, & Xu（ 2002） は ， 社 会 的 な

カ テ ゴ リ に 対 す る 多 く の ス テ レ オ タ イ プ が 高 共 同 性 か つ 低 作 動 性 ， ま た は 低 共
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同 性 か つ 高 作 動 性 で 説 明 す る こ と が で き る 一 方 で ， ゲ イ 男 性 は そ の 例 外 の ひ と

つ で あ り ， 共 同 性 ・ 作 動 性 と も に 中 程 度 で あ る こ と を 示 し た 。  

ま た ， レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ プ ， ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ に つ い て ， そ れ

ぞ れ 男 性 性 と 女 性 性 の 2 次 元 で 表 す 試 み も あ る 。 Blashill & Powlishta（ 2009）

は ， ゲ イ 男 性 は 男 性 異 性 愛 者 よ り も 女 性 性 を 高 く ， 男 性 性 を 低 く 評 さ れ る 一 方

で ， レ ズ ビ ア ン は 女 性 異 性 愛 者 よ り も 男 性 性 を 高 く ， 女 性 性 を 低 く 評 さ れ る こ

と を 示 し た 。 ヘ テ ロ セ ク シ ズ ム が 根 強 い 現 代 社 会 に お い て は ， 性 役 割 か ら の 逸

脱 を 批 判 さ れ る 同 性 愛 者 に 対 す る ス テ レ オ タ イ プ を 男 性 性 ・ 女 性 性 の 2 次 元 で

表 す こ と が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る 。  

一 般 に 伝 統 的 男 性 ス テ レ オ タ イ プ は 低 共 同 性 ・ 高 作 動 性 ， 伝 統 的 女 性 ス テ レ

オ タ イ プ は 高 共 同 性 ・ 低 作 動 性 と そ れ ぞ れ 表 さ れ る 。 こ の こ と を 踏 ま え る と ，

ゲ イ 男 性 に 関 す る Fiske, Cuddy, Glick, & Xu（ 2002）の 結 果 と Blashill & Powlishta

（ 2009） の 結 果 は 一 貫 し た も の で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た ， レ ズ ビ ア ン ス テ レ

オ タ イ プ を 共 同 性 ・ 作 動 性 の 2 次 元 上 に 表 す 場 合 に は ， 女 性 異 性 愛 者 よ り も 低

共 同 性 ・ 高 作 動 性 の 位 置 に 表 せ る で あ ろ う 。  

レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 の 測 定  レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ

イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 を 測 定 す る 尺 度 と し て 世 界 で 広 く 用 い ら れ て き

た の は ，ATLG Scale（ Attitudes Toward Lesbian and Gay Men Scale）で あ る（ Worthen, 

2013）。Herek（ 1988）が 作 成 し た 原 版 の ATLG Scale は ，レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性

そ れ ぞ れ に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 は「 非 難 － 寛 容 」の 1 因 子 構 造 か ら な る（ Herek, 

1984），と い う 考 え の も と 作 成 さ れ た ，ATL（ Attitudes Toward Lesbians） Subscale

と ATG（ Attitudes Toward Gay Men）  Subscale， 各 10 項 目 の 2 つ の 下 位 尺 度 か

ら な る 20 項 目 の リ ッ カ ー ト 尺 度 で あ る 。 高 い 信 頼 性 （ Herek, 1988, 1994） が 示

さ れ て い る 他 ，弱 い 社 会 的 望 ま し さ 反 応 と の 関 連（ Herek, 1988），収 束 的 妥 当 性



第Ⅰ部 レズビアン・ゲイ男性に対する異性愛者の偏見 

18 

 

（ Herek, 1988; Herek & Capitanio, 1999） か ら 高 い 妥 当 性 も 確 認 さ れ て い る 。 オ

ラ ン ダ 語 版（ Meerendonk, Eisinga, & Felling, 2003)，ト ル コ 語 版（ Gelbal & Duyan, 

2006)， チ リ 版 （ Cardenas & Barriebtis, 2008） な ど ， 多 く の 言 語 や 地 域 に 合 わ せ

て の 翻 訳 や 妥 当 性 検 証 が な さ れ ， 当 該 分 野 の 研 究 の 追 試 や 国 際 比 較 が 広 く 行 わ

れ て い る こ と か ら も ， こ の 尺 度 の 妥 当 性 が さ ま ざ ま な 文 化 圏 で 広 く 認 め ら れ て

い る こ と が う か が え る 。 す な わ ち こ の 尺 度 は ， 当 該 分 野 の 研 究 が 世 界 で 広 く 発

展 し た 要 因 の ひ と つ で あ る と い え る 。  

現 在 ，ATLG Scale に は い く つ か の 短 縮 版 尺 度 が 存 在 す る 。そ れ ら の う ち ，著

者 が 確 認 し た 範 囲 で 最 も 新 し く 項 目 数 が 少 な い 尺 度 は ， Herek & McLemore 

(2010)の Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale, Revised 3 -item version（ 以

下 ，ATLG-R-S3 と す る ）で あ る 。ATLG-R-S3 は ，ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 を 測 定

す る ATG Subscale3 項 目 と ，レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 を 測 定 す る ATL Subscale3

項 目 の ， 計 6 項 目 か ら な る 。 よ り 少 な い 項 目 数 で 簡 便 に レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男

性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 を 測 定 で き る こ と は 有 用 で あ る と 考 え ら れ る も の の ，

こ の ATLG-R-S3 に つ い て は 妥 当 性 検 証 の 報 告 が 著 者 の 確 認 し た 限 り で は な さ

れ て い な い 。 そ の 妥 当 性 が 認 め ら れ る た め に は ， 更 な る 検 討 が 必 要 で あ る 。  

上 述 の ATLG Scale の よ う な 記 述 的 な 回 答 は ， 社 会 的 望 ま し さ 反 応 に よ っ て

ポ ジ テ ィ ブ な 方 向 へ と 歪 め ら れ る 場 合 が あ る 。 社 会 的 に 望 ま し く な い 態 度 を そ

の ま ま 表 出 す る こ と は ， 自 ら の 社 会 的 評 価 を 下 げ る こ と に つ な が る た め で あ る

（ Greenwald & Banaji, 1995）。 こ の 社 会 的 望 ま し さ 反 応 は ，「 被 験 者 が 社 会 的 規

範 か ら み て 望 ま し い と さ れ る 方 向 で 設 問 に 答 え る 反 応 形 式（ 北 村・鈴 木 ，1986）」

と 定 義 さ れ る 。  

こ れ ま で の 態 度 研 究 に お い て は ， こ の 社 会 的 望 ま し さ 反 応 の 問 題 を 解 決 す る

た め に さ ま ざ ま な 手 段 が 用 い ら れ て き た 。 本 論 文 で 扱 う の は そ の う ち 3 種 類 で
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あ る 。 1 種 類 目 は ， 社 会 的 望 ま し さ 反 応 そ の も の を 尺 度 に よ っ て 測 定 し ， そ の

尺 度 の 得 点 と 調 べ た い 態 度 を 測 定 す る 尺 度 の 得 点 と の 相 関 が 弱 い こ と を 示 す 手

段 で あ る 。ATLG Scale に つ い て も ，社 会 的 望 ま し さ 反 応 を 測 定 す る 顕 在 指 標 と

の 有 意 な 関 連 が な い こ と が 示 さ れ て い る （ Herek, 1988）。  

2 種 類 目 は ， 態 度 の 対 象 と な る 集 団 の メ ン バ ー に 対 す る 行 動 を 測 定 す る 手 段

で あ る 。 態 度 と 行 動 が ど の よ う に ， ど の 程 度 結 び 付 い て い る か に つ い て は さ ま

ざ ま な 議 論 が あ る も の の ， 特 定 の 外 集 団 や そ の メ ン バ ー に 対 す る 無 意 識 的 な 行

動 は ， 社 会 的 望 ま し さ 反 応 に よ る 統 制 が な さ れ て い な い そ の 相 手 に 対 す る 偏 見

を 反 映 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 特 に ， 同 性 愛 者 の よ う な 特 定 の 集 団 に 対 す

る 差 別 問 題 を 背 景 と し た 研 究 の 場 合 ， 差 別 的 な 言 動 の 測 定 は 重 要 性 を 増 す で あ

ろ う 。  

そ し て 3 種 類 目 は ， 潜 在 的 態 度 の 測 定 で あ る 。 潜 在 的 態 度 は ， 意 識 的 な 統 制

が な さ れ な い が 故 に 社 会 的 望 ま し さ 反 応 の 影 響 を 受 け に く い 。 こ の 潜 在 的 態 度

に 対 し ， 質 問 紙 法 な ど に よ っ て 測 定 さ れ る ， 意 識 的 な 統 制 が な さ れ 得 る 態 度 を

顕 在 的 態 度 と 言 う 。 潜 在 的 態 度 の 指 標 と し て 最 も ポ ピ ュ ラ ー な も の は ， 潜 在 連

合 テ ス ト （ Implicit Association Test, 以 下 IAT と す る ; Greenwald, McGhee, & 

Schwartz, 1998）の よ う に 反 応 時 間 を 用 い て ，態 度 の 対 象 と な る 外 集 団 と ポ ジ テ

ィ ブ な 概 念 ， ネ ガ テ ィ ブ な 概 念 と の 連 合 の 強 さ を 測 定 す る も の で あ る 。 別 の 測

定 方 法 と し て ，感 情 誤 帰 属 手 続 き（ Affect Misattribution Procedure，以 下 AMP と

す る ； Payne, Cheng, Govorun, & Stewart, 2005） と い う ， プ ラ イ ム 刺 激 に 対 す る

感 情 反 応 が そ の 直 後 に 呈 示 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 刺 激 に 誤 帰 属 さ れ る 現 象 を 利 用 し ，

プ ラ イ ム 刺 激 に 対 す る「 快 ―不 快 」「 好 き ―嫌 い 」な ど の 評 価 を 間 接 的 に 測 定 で

き る 潜 在 指 標 も 存 在 す る 。  
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1.2 日本におけるレズビアン 及びゲイ男性に対する異性愛者の偏見  

 ア メ リ カ や ヨ ー ロ ッ パ な ど の 諸 外 国 で は ， こ こ ま で で 述 べ て き た さ ま ざ ま な

手 段 に よ っ て ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の ネ ガ テ ィ ブ な 態 度

や そ の 関 連 要 因 ， そ し て そ れ を 低 減 す る 手 段 に つ い て の 検 討 が な さ れ て き た 。

一 方 ， 日 本 に お い て は ， ほ と ん ど そ の 検 討 が な さ れ て い な い 。  

日 本 で 研 究 が 少 な い 理 由 の ひ と つ と し て ， 同 性 愛 者 ま た は 同 性 愛 に 対 す る 態

度 を 測 定 す る た め の ， 妥 当 性 が 確 認 さ れ た 日 本 語 の 尺 度 が ほ と ん ど 公 表 さ れ て

い な い こ と が 挙 げ ら れ よ う 。 こ れ ま で に 日 本 で 用 い ら れ て き た 同 性 愛 者 ま た は

同 性 愛 に 対 す る 態 度 の 顕 在 的 測 度 に は ， 独 自 に 項 目 を 収 集 し 因 子 分 析 を 行 っ た

も の（ 宮 澤・福 富 ,  2008; 和 田 ,  1996, 2008）が い く つ か 存 在 す る 。し か し ，そ れ

ら の 尺 度 に 関 す る 妥 当 性 の 報 告 は 著 者 が 知 る 限 り で は み ら れ な い 。 ま た ， こ れ

ら は 諸 外 国 で 行 わ れ た 先 行 研 究 で 扱 わ れ て き た い ず れ の 尺 度 と も 異 な る 因 子 構

造 の 尺 度 で あ る 。  

も う ひ と つ の 理 由 と し て ， 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異

性 愛 者 の 偏 見 の 問 題 が ， 諸 外 国 よ り も 表 立 っ た も の で な い こ と が 考 え ら れ る 。

日 本 に お け る こ の 偏 見 に つ い て は ， 諸 外 国 に お け る そ れ と は 異 な る 背 景 に 基 づ

い て い る と い う 指 摘 が 多 い 。 風 間 （ 2016） は ， 日 本 に 存 在 す る 「 同 性 愛 を 私 的

な 趣 味 ・ 嗜 好 と し て 許 容 す る 独 自 の 寛 容 な 文 化 が 存 在 す る と い う 言 説 」 が ， 日

本 に お い て 男 性 同 性 愛 嫌 悪 を 隠 蔽 し ， 男 性 同 性 愛 を 秘 匿 す べ き も の と す る 役 割

を 担 っ て き た こ と を 論 じ て い る 。 小 宮 （ 2015） も ， 日 本 に お け る 同 性 愛 者 に 対

す る 差 別 は 英 国 と 比 較 す る と 隠 微 で あ り 陰 湿 で あ る ，と 指 摘 す る 。山 下（ 2016）

も 同 様 に ， 日 本 に お い て 異 性 愛 で な い 性 的 指 向 の 人 々 は ， 諸 外 国 と は 異 な り 法

律 上 迫 害 も 保 護 ・ 承 認 も な さ れ て お ら ず ， い な い こ と に さ れ て い る ， 不 可 視 化

さ れ て い る と 述 べ て い る 。 こ れ ら の 指 摘 は ， 日 本 に お い て は 諸 外 国 以 上 に 同 性



第Ⅰ部 レズビアン・ゲイ男性に対する異性愛者の偏見 

21 

 

愛 に つ い て 触 れ る こ と 自 体 が タ ブ ー 視 さ れ て い る こ と を 示 す 。原 田（ 2005）も ，

日 本 の 地 域 社 会 に お い て 同 性 愛 に 関 す る 話 題 が タ ブ ー と さ れ て い る こ と を 述 べ

て い る 。 こ の よ う に ， 日 本 に お け る 同 性 愛 者 が 不 可 視 化 さ れ て い る こ と に つ い

て の 指 摘 は 多 く み ら れ る 。 た だ し ， 実 際 に 日 本 と 諸 外 国 と の 比 較 を 行 っ た 研 究

は 著 者 が 知 る 限 り で は な い 。  

第 Ⅰ 部 の 焦 点  以 上 を 踏 ま え る と ， 諸 外 国 に お け る 先 行 研 究 を 基 に 日 本 の 同

性 愛 者 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 の 研 究 を 行 う に あ た っ て は ， ま ず そ の 偏 見 が ど

の 程 度 存 在 し て い る か ， そ し て そ の 偏 見 が 諸 外 国 に お け る 偏 見 と ど の 程 度 同 様

の も の で あ る か を 確 認 す る 必 要 が あ ろ う 。 こ の 第 Ⅰ 部 で は ま ず ， レ ズ ビ ア ン 及

び ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 の 程 度 を ， 他 の 集 団 に 対 す る 偏 見 と 比 較 す る こ と に よ

っ て 確 認 し た 。 そ し て ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 と ，

そ の 背 景 と な る ス テ レ オ タ イ プ に つ い て ， 先 行 研 究 と 同 様 の 結 果 が み ら れ る か

を 確 認 し た 。  

レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 の 程 度 に つ い て は ， 男 性 ， 女 性 ， そ し

て 偏 見 研 究 で 社 会 的 マ イ ノ リ テ ィ と し て よ く 扱 わ れ る 黒 人 と 精 神 疾 患 患 者 と の

比 較 を 行 っ た 。 こ の 比 較 に よ っ て ， 性 的 指 向 が 同 性 で あ る か 異 性 で あ る か に よ

っ て ど の 程 度 偏 見 の 差 が あ る か ， 他 の 社 会 的 マ イ ノ リ テ ィ と 同 程 度 の 偏 見 の 強

さ を 持 た れ て い る か を 確 認 し た 。  

態 度 に つ い て は ， ATLG Scale（ Herek, 1988; Herek & McLemore, 2010） を 日 本

語 訳 ・ 妥 当 化 し ， そ れ を 用 い て 男 女 差 な ど の 検 証 を 行 っ た 。 こ の 日 本 語 訳 に よ

っ て ， 同 性 愛 者 に 対 す る 態 度 を 測 定 す る 妥 当 性 の 高 い 尺 度 が 日 本 に も た ら さ れ

る と 考 え ら れ る 。加 え て ，諸 外 国 で 広 く 用 い ら れ て き た ATLG Scale を 用 い る こ

と は ， レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 そ れ ぞ れ に 対 す る 態 度 の 個 人 差 や 実 験 的 介 入 に よ

る 変 化 を 測 定 し た 先 行 研 究 の 日 本 に お け る 追 試 を は じ め ， 当 該 領 域 に お け る さ



第Ⅰ部 レズビアン・ゲイ男性に対する異性愛者の偏見 

22 

 

ま ざ ま な 研 究 の 展 開 に 繋 げ や す い 。 こ の こ と は ， 今 後 の 研 究 に お け る ， 当 事 者

ら の 生 き づ ら さ を ど の よ う に 解 消 し て い く か に つ い て の 議 論 の 進 展 に も 結 び 付

く で あ ろ う 。  

 異 性 愛 者 が 持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ に つ い て は ， 共 同 性

と 作 動 性 の 2 次 元 を 用 い た 検 討 を 行 っ た 。 そ の 際 ， 伝 統 的 男 性 ス テ レ オ タ イ プ

は 低 共 同 性 ・ 高 作 動 性 ， 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ は 高 共 同 性 ・ 低 作 動 性 と そ

れ ぞ れ 表 せ る こ と を 踏 ま え た 。 ま た ， こ の 2 次 元 で う ま く 表 す こ と が で き な い

可 能 性 も 考 慮 し ，そ れ ぞ れ の ス テ レ オ タ イ プ を 表 す 性 格 特 性 語 を 検 討 に 用 い た 。

す な わ ち ， 共 同 性 ・ 作 動 性 の 2 次 元 で レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛

者 の ス テ レ オ タ イ プ を 表 す こ と が で き な か っ た 場 合 に は ， ど の 性 格 特 性 語 が そ

の ス テ レ オ タ イ プ に 当 て は ま り が 良 い か を 検 討 で き る よ う に し た 。  
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第 2 章  異性愛者 の大学生が持つレズビアン 及びゲイ男性に対する偏

見の強さ  

第 2 章 で は ， 異 性 愛 者 の 大 学 生 が レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 を ど

の 程 度 持 っ て い る か を 確 認 す る 。  

こ の 章 に て 報 告 す る 研 究 1 で は ， 偏 見 の 程 度 に つ い て ， 男 性 ， 女 性 ， そ し て

偏 見 研 究 で 社 会 的 マ イ ノ リ テ ィ と し て よ く 扱 わ れ る 黒 人 と 精 神 疾 患 患 者 と の 比

較 を 行 っ た 。 そ し て こ の 比 較 に よ っ て ， 性 的 指 向 が 同 性 で あ る か 異 性 で あ る か

に よ っ て ど の 程 度 偏 見 の 差 が あ る か ， 他 の 社 会 的 マ イ ノ リ テ ィ と 同 程 度 の 偏 見

の 強 さ を 持 た れ て い る か を 確 認 し た 。  

 

2.1 研究 1 異性愛者の大学生が持つレズビアン 及びゲイ男性に対す

る偏見と他の集団に対する偏見との比較  

目 的  

 研 究 1 の 目 的 は ， 異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る

偏 見 の 強 さ を ， 他 の 集 団 に 対 す る 偏 見 と 比 較 す る こ と で あ る 。 こ の 比 較 に よ っ

て ， 日 本 の 異 性 愛 者 の 大 学 生 が レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 を 有 す る

か ど う か ， そ し て そ の 強 さ が ど の 程 度 の も の で あ る か を 確 認 す る 。 特 に ， 男 性

異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 と ， 女 性 異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持

つ レ ズ ビ ア ン に 対 す る 偏 見 に つ い て ， 他 の 集 団 に 属 す る 人 物 に 対 す る 偏 見 と の

比 較 を 行 う 。  

 こ の 検 討 を 行 う に あ た っ て ， 社 会 的 望 ま し さ 反 応 が 回 答 に 反 映 さ れ 得 る こ と

に 考 慮 し ，3 つ の 対 策 を 行 う 。1 つ 目 に ，社 会 的 望 ま し さ 反 応 を 尺 度 に よ っ て 測

定 し ， そ の 得 点 と 偏 見 の 指 標 と の 関 連 を 確 認 し た 上 で そ の 得 点 を 共 変 量 と し て

分 析 に 用 い る 。2 つ 目 に ，各 集 団 に 対 す る 偏 見 を 順 位 で 示 さ せ る こ と に よ っ て ，
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自 分 は 全 て の 集 団 の 人 々 に 対 し て 平 等 で あ る ， と い う 社 会 的 に 望 ま し い 回 答 が

行 わ れ に く い よ う に す る 。 3 つ 目 に ， 自 身 の 考 え だ け で は な く ， 多 く の 日 本 人

男 性 ， 多 く の 日 本 人 女 性 が ど う 思 う か を 予 想 し て 答 え る よ う 尋 ね る こ と に よ っ

て ， 社 会 や 周 囲 か ら ど の 程 度 の 偏 見 を 持 た れ て い る か の 認 知 を 測 定 し ， 間 接 的

に 参 加 者 自 身 の 偏 見 を 測 定 す る 。  

方 法  

本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  

大 学 の 講 義 内 に て 無 記 名 の 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 実 施 に 際 し て ， 調 査 へ の

参 加 の 任 意 性 や 個 人 情 報 保 護 に つ い て な ど の 研 究 倫 理 に 関 す る 説 明 を 行 っ た 。

大 学 生 127 名 が 参 加 し ， 自 認 す る 性 が 出 生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る 異 性 愛 者 103

名（ 男 性 48 名 ，女 性 55 名 ）を 分 析 対 象 と し た 。平 均 年 齢 は 男 性 18.90 歳（ SD=1.26），

女 性 18.80 歳 （ SD=1.01） で あ っ た 。  

質 問 紙 の 構 成  質 問 紙 は 設 問 A-L ま で で 構 成 さ れ た 。  

設 問 A は ，特 定 の 集 団 に 属 す る 同 年 代 の 人 物 と の 社 会 的 距 離 を 測 定 す る も の

で あ っ た 。「 あ な た は ，一 人 で 参 加 す る 初 め て の 飲 み 会 で ，A の 位 置 に 先 に 座 っ

て い る 以 下 の 特 徴 を 持 つ 人 物 に 「 近 く に 座 っ て 話 そ う 」 と 誘 わ れ ま し た 。 あ な

た は ど こ に 座 り ま す か 。座 る 位 置 の 数 字 を 〇 で 囲 ん で く だ さ い 。」と い う 教 示 の

も と ，「 あ な た と 同 年 代 の 男 性 」「 あ な た と 同 年 代 の 女 性 」「 あ な た と 同 年 代 の 黒

人 」「 あ な た と 同 年 代 の 精 神 疾 患 患 者 」「 あ な た と 同 年 代 の ゲ イ 男 性 」「 あ な た と

同 年 代 の レ ズ ビ ア ン 」の 6 名 そ れ ぞ れ が 長 机 の 左 端 に 座 っ て い る 図（ Figure 2.1）

を 呈 示 し ， そ の 隣 7 席 の い ず れ に 座 る か を 図 示 さ せ る も の で あ っ た 。 外 集 団 の

呈 示 順 に つ い て は カ ウ ン タ ー バ ラ ン ス を 取 っ た 。  

設 問 B か ら J は ，「 男 性 」「 女 性 」「 黒 人 」「 精 神 疾 患 患 者 」「 ゲ イ 男 性 」「 レ ズ

ビ ア ン 」 の 6 つ の 集 団 に 属 す る 人 物 に 対 す る 相 対 的 な 顕 在 的 態 度 を 測 定 す る も
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の で あ っ た 。設 問 B で は ，上 述 の 6 つ の 集 団 名 を 呈 示 し ，「 あ な た が 好 き な 順 」

に ， 順 位 の 重 複 な く 1 位 （ 最 も 好 き ） か ら 6 位 （ 最 も 好 き で は な い ） ま で の 順

位 を 付 け る よ う 求 め た 。 集 団 名 の 呈 示 順 に つ い て は カ ウ ン タ ー バ ラ ン ス を 取 っ

た 。 同 様 に ， 設 問 C で は 「 多 く の 日 本 人 男 性 が 好 き な 順 に 」， 設 問 D で は 「 多

く の 日 本 人 女 性 が 好 き な 順 に 」 そ れ ぞ れ 順 位 を 予 想 し て 付 け る よ う 求 め た 。 設

問 E， F， G で も 同 様 に ，「 あ な た が 」，「 多 く の 日 本 人 男 性 が 」，「 多 く の 日 本 人

女 性 が 」 不 快 だ と 感 じ る 順 に ， そ れ ぞ れ 順 位 の 重 複 な く 1 位 （ 最 も 不 快 ） か ら

6 位 （ 最 も 不 快 で な い ） ま で の 順 位 を 付 け る よ う 求 め た 。 設 問 H， I， J で も 同

様 に ，「 あ な た が 」，「 多 く の 日 本 人 男 性 が 」，「 多 く の 日 本 人 女 性 が 」恐 い と 感 じ

る 順 に ， そ れ ぞ れ 順 位 の 重 複 な く 1 位 （ 最 も 恐 い ） か ら 6 位 （ 最 も 恐 く な い ）

ま で の 順 位 を 付 け る よ う 求 め た 。  

設 問 K は ，バ ラ ン ス 型 社 会 的 望 ま し さ 反 応 尺 度 日 本 語 版（ 以 下 ，BIDR-J と す

る ; 谷 ,  2008）で あ っ た 。BIDR-J は ，社 会 的 望 ま し さ 反 応 に つ い て「 本 当 に 自 分

の 自 己 像 で あ る と 信 じ て 無 意 識 的 に 社 会 的 に 望 ま し く 回 答 す る 反 応 」 で あ る 自

己 欺 瞞 因 子 と 「 故 意 に 回 答 を 良 い 方 向 に ゆ が め て ， 真 の 自 己 像 を 偽 る 反 応 」 で

あ る 印 象 操 作 因 子 の 2 因 子 構 造 で そ れ ぞ れ 測 定 す る 尺 度 で あ る 。「 私 は 自 分 で

決 め た こ と を 後 悔 し な い 。」「 他 人 に は 言 え な い よ う な こ と を し た こ と が あ る 。」

な ど の 24 項 目 に 対 し ， 1（ 全 く あ て は ま ら な い ） か ら 7（ 非 常 に あ て は ま る ）

 

 

 

 

Figure 2.1 設 問 A で 呈 示 さ れ た 社 会 的 距 離 測 定 の た め の 図 （ 研 究 1）。  
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ま で の 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。  

設 問 L は フ ェ イ ス シ ー ト で あ っ た 。年 齢 ，国 籍 ，身 体 性 ，性 自 認 ，性 的 指 向 ，

こ れ ま で の レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 そ れ ぞ れ と の 接 触 経 験 に つ い て の 質 問 ， 自

由 記 述 欄 に よ っ て 構 成 さ れ た 。 こ の フ ェ イ ス シ ー ト へ の 回 答 で ， 身 体 性 ・ 性 自

認 ・ 性 的 指 向 が 男 性 ・ 男 性 ・ 女 性 指 向 ， あ る い は 女 性 ・ 女 性 ・ 男 性 指 向 の 参 加

者 の み が 分 析 対 象 と な っ た 。  

結 果  

 社 会 的 距 離  座 位 の 遠 さ と 社 会 的 望 ま し さ 反 応 に つ い て ，記 述 統 計 量 を Table 

2.1 に 示 す 。 BIDR-J の 自 己 欺 瞞 因 子 の 信 頼 性 は .α=.73， 印 象 操 作 因 子 の 信 頼 性

は .67 で あ っ た 。  

 座 位 の 遠 さ と 社 会 的 望 ま し さ 反 応 と の 順 位 相 関 に つ い て ， Table 2.2 に 示 す 。

男 性 参 加 者 で は ， 自 己 欺 瞞 得 点 と ゲ イ 男 性 と の 座 位 の 遠 さ に 有 意 な 負 の 順 位 相

関 （ r=-.32, p=.03） が ， レ ズ ビ ア ン と の 座 位 の 遠 さ に 負 の 順 位 相 関 の 有 意 傾 向

（ r=-.28, p=.052） が そ れ ぞ れ 見 ら れ ， 印 象 操 作 得 点 と 精 神 疾 患 患 者 と の 座 位 の

遠 さ に 負 の 順 位 相 関 の 有 意 傾 向（ r=-.26, p=.08）が 見 ら れ た 。男 性 異 性 愛 者 は 自

己 欺 瞞 的 で あ る ほ ど ゲ イ 男 性 と の 座 位 を 近 く す る こ と が 示 さ れ た 。 女 性 参 加 者

で は ，自 己 欺 瞞 得 点 と 黒 人 と の 座 位 の 遠 さ に 有 意 な 負 の 順 位 相 関（ r=-.37, p=.006）

が ，精 神 疾 患 患 者 と の 座 位 の 遠 さ に 負 の 順 位 相 関 の 有 意 傾 向（ r=-.26, p=.06）が

そ れ ぞ れ 見 ら れ ， 印 象 操 作 得 点 と 男 性 と の 座 位 の 遠 さ に 正 の 順 位 相 関 （ r=.38, 

p=.005）が ，レ ズ ビ ア ン と の 座 位 の 遠 さ に 正 の 順 位 相 関 の 有 意 傾 向（ r=.27, p=.054）

が そ れ ぞ れ 見 ら れ た 。 女 性 異 性 愛 者 は 自 己 欺 瞞 的 で あ る ほ ど 黒 人 と の 座 位 を 近

く し ， 印 象 操 作 的 で あ る ほ ど 男 性 と の 座 位 を 遠 く す る こ と が 示 さ れ た 。  

 参 加 者 の 性（ 男 対 女 ）×集 団（ 男 性 対 女 性 対 黒 人 対 精 神 疾 患 患 者 対 ゲ イ 男 性 対

レ ズ ビ ア ン ） の 2×6 の 混 合 計 画 分 散 分 析 を 行 っ た （ Figure 2.2）。 座 位 の 遠 さ に
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つ い て 部 分 的 に 社 会 的 望 ま し さ 反 応 が み ら れ た た め ， 自 己 欺 瞞 得 点 と 印 象 操 作

得 点 を 共 変 量 と し た 。そ の 結 果 ，交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た（ F(5,455)=2.72, p=.04, 

ηp
2=.03）。 男 女 の 参 加 者 そ れ ぞ れ に つ い て 集 団 間 の 差 を 調 べ る た め 単 純 主 効 果

を 調 べ た 結 果 ， 男 性 参 加 者 （ F(5,455)=8.461, p<.001, ηp
2=.18 ）， 女 性 参 加 者

（ F(5,455)=5.033, p<.002, ηp
2=.10） と も に 有 意 で あ っ た 。 男 性 参 加 者 に つ い て

Shaffer 法 に よ る 多 重 比 較 を 行 っ た 結 果 ，男 性 － 精 神 疾 患 患 者 間 ，男 性 － ゲ イ 男

性 間 ， 女 性 － 精 神 疾 患 患 者 間 ， 女 性 － ゲ イ 男 性 間 で 有 意 な 差 が み ら れ

（ | t |s(91)>3.42, adjusted p<.01），男 性 及 び 女 性 に 対 す る 座 位 よ り も 精 神 疾 患 患 者

及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 座 位 の 方 が 有 意 に 遠 い こ と が 示 さ れ た 。 女 性 参 加 者 に つ

い て Shaffer 法 に よ る 多 重 比 較 を 行 っ た 結 果 ，女 性 － 男 性 間 ，女 性 － 黒 人 間 ，女

性 － 精 神 疾 患 患 者 間 ， 女 性 － レ ズ ビ ア ン 間 で 有 意 な 差 が み ら れ （ | t |s(91)>3.19, 

参加者 n M SD M SD M SD M SD M SD M SD M SD M SD

男性 48 1.15 0.36 1.19 0.39 1.35 0.93 1.77 1.22 1.72
a 1.17 1.35 0.73 3.55 0.79 3.67 0.79

女性 55 1.34
b 0.52 1.06

b 0.23 1.43
b 0.60 1.62

b 0.69 1.36
b 0.59 1.42

b 0.60 3.30 0.86 3.66 0.78

自己欺瞞 印象操作

Table 2.1

特定の集団に属する人物との座位の遠さと社会的望ましさ反応（自己欺瞞・印象操作）の記述統計量

（研究1）

　注）an =47, bn =53

男性 女性 黒人
精神疾患

患者
ゲイ男性 レズビアン

座位の遠さ 社会的望ましさ反応

自己欺瞞 -.09 -.23 -.21 -.20 -.32 *a -.28 †

印象操作 -.05 .01 -.12 -.26 † -.03 a -.17

自己欺瞞 -.12 -.13 -.37 ** -.26 † -.15 -.15

印象操作 .38 ** .22 .12 -.16 .13 .27 †

男性参加者

(n =48)

女性参加者

(n =53)

† p  < .10, * p  < .05, ** p  < .01.

　注）an =47.

Table 2.2

特定の集団に属する人物との座位の遠さと社会的望ましさ反応（自己欺瞞・印象操作）との

順位相関（研究1）

男性 女性 黒人
精神疾患

患者
ゲイ男性 レズビアン
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adjusted p<.02），女 性 に 対 す る 座 位 よ り も 男 性 ，黒 人 ，精 神 疾 患 患 者 及 び レ ズ ビ

ア ン に 対 す る 座 位 の 方 が 有 意 に 遠 い こ と が 示 さ れ た 。  

好 意 の 順 位  好 意 の 順 位 の 設 問 群 に つ い て ， 無 回 答 で あ っ た 参 加 者 が 設 問 に

よ っ て 最 大 6 名 み ら れ ， う ち 数 名 が 自 由 記 述 欄 に 順 位 を 付 け る こ と が で き な い

旨 の 記 述 を し て い た た め ， こ の 設 問 群 に つ い て 無 回 答 で あ っ た デ ー タ は 全 て 1

位 の 回 答 と し て 分 析 に 含 め た 。 同 様 に ， 部 分 回 答 で あ っ た 1 名 の デ ー タ に つ い

て は ， 欠 損 回 答 の 箇 所 を 残 り の 順 位 の う ち 最 高 位 の 回 答 と し て 分 析 に 含 め た 。

例 え ば ， 1 位 と 2 位 の み 回 答 し 他 の 4 集 団 が 無 回 答 で あ っ た 場 合 に は ， 残 り の

4 集 団 を 3 位 と し て 分 析 に 含 め た 。 た だ し ， こ の 設 問 以 降 ， フ ェ イ ス シ ー ト を

含 め 全 て の 問 い に 無 回 答 で あ っ た 場 合 に は ， そ の 回 答 を 分 析 か ら 除 外 し た 。  

男 女 参 加 者 別 に 示 し た 好 意 の 順 位 に つ い て ， Figure 2.3 に 示 す 。  

男 性 参 加 者 の 男 性 ， 女 性 ， 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 ， ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン に

対 す る 好 意 の 順 位 に 差 が あ る か を 検 討 す る た め ， フ リ ー ド マ ン 検 定 を 実 施 し た

Figure 2.2 座 位 の 遠 さ に つ い て の 参 加 者 の 性（ 男 対 女 ）×集 団（ 男 性 対 女

性 対 黒 人 対 精 神 疾 患 患 者 対 ゲ イ 男 性 対 レ ズ ビ ア ン ） の 2×6 の 棒 グ ラ フ （ 研

究 1）。  
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と こ ろ ， 有 意 で あ っ た （ χ2(5)=153.58, p<.001, η2=.54）。 Holm 法 に よ る 多 重 比 較

の 結 果 ， 精 神 疾 患 患 者 及 び ゲ イ 男 性 よ り も 黒 人 及 び レ ズ ビ ア ン の 方 が ， そ し て

そ れ ら の 4 集 団 よ り も 男 性 及 び 女 性 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>3.25, 

adjusted ps<.005, |r |s>.33）。 女 性 参 加 者 に つ い て も 同 様 の 分 析 を 行 っ た と こ ろ 有

意 で あ り （ χ2(5)=201.15, p<.001, η2=.61）， Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 精 神

疾 患 患 者 よ り も 黒 人 ， ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン の 方 が ， そ し て そ れ ら の 4 集 団

よ り も 男 性 の 方 が ， さ ら に そ れ ら の 5 集 団 よ り も 女 性 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 か

っ た （ |z |s>2.29, adjusted ps<.03, |r |s>.21）。  

Figure 2.3 男 女 参 加 者 別 の 好 意 の 順 位 （ 研 究 1）。  
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 男 性 参 加 者 が 考 え る 多 く の 日 本 人 男 性 の 男 性 ， 女 性 ， 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 ，

ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン に 対 す る 好 意 の 順 位 に 差 が あ る か を 検 討 す る た め ， フ

リ ー ド マ ン 検 定 を 実 施 し た と こ ろ ，有 意 で あ っ た（ χ2(5)=171.23, p<.001, η2=.59）。

Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 精 神 疾 患 患 者 及 び ゲ イ 男 性 よ り も 黒 人 及 び レ

ズ ビ ア ン の 方 が ， そ し て そ れ ら の 4 集 団 よ り も 男 性 が ， さ ら に そ れ ら の 5 集 団

よ り も 女 性 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>2.72, adjusted ps<.02, |r |s>.27）。

女 性 参 加 者 が 考 え る そ れ に つ い て も 同 様 の 分 析 を 行 っ た と こ ろ 有 意 で あ り

（ χ2(5)=211.17, p<.001, η2=.64）， Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 精 神 疾 患 患 者

よ り も 黒 人 ， ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン の 方 が ， そ し て そ れ ら の 4 集 団 よ り も 男

性 及 び 女 性 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>3.10, adjusted ps<.01, |r |s>.29）。  

 男 性 参 加 者 が 考 え る 多 く の 日 本 人 女 性 の 男 性 ， 女 性 ， 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 ，

ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン に 対 す る 好 意 の 順 位 に 差 が あ る か を 検 討 す る た め ， フ

リ ー ド マ ン 検 定 を 実 施 し た と こ ろ ，有 意 で あ っ た（ χ2(5)=134.97, p<.001, η2=.49）。

Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ，精 神 疾 患 患 者 よ り も ゲ イ 男 性 ，黒 人 ，レ ズ ビ ア

ン の 方 が ， そ し て そ れ ら の 4 集 団 よ り も 男 性 及 び 女 性 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 か

っ た （ |z |s>3.06, adjusted ps<.02, |r |s>.31）。 女 性 参 加 者 が 考 え る そ れ に つ い て も

同 様 の 分 析 を 行 っ た と こ ろ 有 意 で あ り （ χ2(5)=209.38, p<.001, η2=.63）， Holm 法

に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 精 神 疾 患 患 者 よ り も ゲ イ 男 性 ， 黒 人 及 び レ ズ ビ ア ン の

方 が ， そ し て そ れ ら の 4 集 団 よ り も 男 性 及 び 女 性 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た

（ |z |s>3.51, adjusted ps<.003, |r |s>.33）。  

 不 快 さ の 順 位  自 由 記 述 欄 に 順 位 を 付 け る こ と が で き な い 旨 の 記 述 を し た

上 で こ の 設 問 に 無 回 答 で あ っ た 参 加 者 が 複 数 名 み ら れ た た め ， こ の 設 問 に つ い

て 無 回 答 で あ っ た デ ー タ は 全 て 6 位 の 回 答 と し て 分 析 に 含 め た 。 た だ し ， こ の

設 問 以 降 ， フ ェ イ ス シ ー ト を 含 め 全 て の 問 い に 無 回 答 で あ っ た 場 合 に は ， そ の
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回 答 を 分 析 か ら 除 外 し た 。  

男 女 参 加 者 別 に 示 し た 不 快 さ の 順 位 に つ い て ， Figure 2.4 に 示 す 。  

男 性 参 加 者 の 男 性 ， 女 性 ， 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 ， ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン に

対 す る 不 快 さ の 順 位 に 差 が あ る か を 検 討 す る た め ， フ リ ー ド マ ン 検 定 を 実 施 し

た と こ ろ ，有 意 で あ っ た（ χ2(5)=147.17, p<.001, η2=.53）。多 重 比 較 の 結 果 ，男 性

及 び 女 性 よ り も 黒 人 及 び レ ズ ビ ア ン の 方 が ， そ し て そ れ ら の 4 集 団 よ り も 精 神

疾 患 患 者 及 び ゲ イ 男 性 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た（ |z |s>3.06, adjusted ps<.003, 

|r |s>.31 ）。 女 性 参 加 者 に つ い て も 同 様 の 分 析 を 行 っ た と こ ろ 有 意 で あ り

Figure 2.4 男 女 参 加 者 別 の 不 快 さ の 順 位 （ 研 究 1）。  
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（ χ2(5)=172.09, p<.001, η2=.54）， Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 男 性 及 び 女 性

よ り も 黒 人 ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 の 方 が ， そ し て そ れ ら の 5 集 団 よ り も 精

神 疾 患 患 者 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>3.11, adjusted ps<.01, |r |s>.30）。  

 男 性 参 加 者 が 考 え る 多 く の 日 本 人 男 性 の 男 性 ， 女 性 ， 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 ，

ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン に 対 す る 不 快 さ の 順 位 に 差 が あ る か を 検 討 す る た め ，

フ リ ー ド マ ン 検 定 を 実 施 し た と こ ろ ， 有 意 で あ っ た （ χ2(5)=178.27, p<.001, 

η2=.62）。 Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 男 性 及 び 女 性 よ り も 黒 人 及 び レ ズ ビ

ア ン の 方 が ， そ し て そ れ ら の 4 集 団 よ り も 精 神 疾 患 患 者 及 び ゲ イ 男 性 の 方 が 有

意 に 順 位 が 高 か っ た（ |z |s>3.43, adjusted ps<.003, |r |s>.35）。女 性 参 加 者 が 考 え る

そ れ に つ い て も 同 様 の 分 析 を 行 っ た と こ ろ 有 意 で あ り （ χ2(5)=212.21, p<.001, 

η2=.65）， Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 男 性 及 び 女 性 よ り も 黒 人 及 び レ ズ ビ

ア ン の 方 が ， そ し て そ れ ら の 4 集 団 よ り も 精 神 疾 患 患 者 及 び ゲ イ 男 性 の 方 が 有

意 に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>2.88, adjusted ps<.02, |r |s>.27）。  

 男 性 参 加 者 が 考 え る 多 く の 日 本 人 女 性 の 男 性 ， 女 性 ， 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 ，

ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン に 対 す る 不 快 さ の 順 位 に 差 が あ る か を 検 討 す る た め ，

フ リ ー ド マ ン 検 定 を 実 施 し た と こ ろ ， 有 意 で あ っ た （ χ2(5)=123.44, p<.001, 

η2=.44）。 Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 男 性 及 び 女 性 よ り も 黒 人 ， レ ズ ビ ア

ン 及 び ゲ イ 男 性 の 方 が ， そ し て そ れ ら の 5 集 団 よ り も 精 神 疾 患 患 者 の 方 が 有 意

に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>3.41, adjusted ps<.04, |r |s>.35）。 女 性 参 加 者 が 考 え る そ

れ に つ い て も 同 様 の 分 析 を 行 っ た と こ ろ 有 意 で あ り （ χ2(5)=202.79, p<.001, 

η2=.63）， Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 男 性 及 び 女 性 よ り も 黒 人 ， レ ズ ビ ア

ン 及 び ゲ イ 男 性 の 方 が ， そ し て そ れ ら の 5 集 団 よ り も 精 神 疾 患 患 者 の 方 が 有 意

に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>3.34, adjusted ps<.004, |r |s>.32）。  

 恐 さ の 順 位  自 由 記 述 欄 に 順 位 を 付 け る こ と が で き な い 旨 の 記 述 を し た 上
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で こ の 設 問 に 無 回 答 で あ っ た 参 加 者 が 複 数 名 み ら れ た た め ， こ の 設 問 に つ い て

無 回 答 で あ っ た デ ー タ は 全 て 6 位 の 回 答 と し て 分 析 に 含 め た 。 た だ し ， こ の 設

問 以 降 ， フ ェ イ ス シ ー ト を 含 め 全 て の 問 い に 無 回 答 で あ っ た 場 合 に は ， そ の 回

答 を 分 析 か ら 除 外 し た 。  

男 女 参 加 者 別 に 示 し た 恐 さ の 順 位 に つ い て ， Figure 2.5 に 示 す 。  

男 性 参 加 者 の 男 性 ， 女 性 ， 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 ， ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン に

対 す る 恐 さ の 順 位 に 差 が あ る か を 検 討 す る た め ， フ リ ー ド マ ン 検 定 を 実 施 し た

と こ ろ ，有 意 で あ っ た（ χ2(5)=96.42, p<.001, η2=.34）。Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の

Figure 2.5 男 女 参 加 者 別 の 恐 さ の 順 位 （ 研 究 1）。  
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結 果 ， 男 性 ， 女 性 及 び レ ズ ビ ア ン よ り も 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 及 び ゲ イ 男 性 の 方

が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>2.64, adjusted ps<.05, |r |s>.27）。 ま た ， 黒 人 よ り

も 精 神 疾 患 患 者 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 く （ z=3.47, adjusted p=.001, r=.36）， ゲ イ

男 性 と 黒 人 と の 間 （ z=1.43, adjusted p=.46, r=.15）， ゲ イ 男 性 と 精 神 疾 患 患 者 と

の 間 （ z=2.04, adjusted p=.21, r=.21） に は 順 位 の 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。 女 性

参 加 者 に つ い て も 同 様 の 分 析 を 行 っ た と こ ろ 有 意 で あ り （ χ2(5)=149.26, p<.001, 

η2=.45）， Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 女 性 よ り も 男 性 ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ

イ 男 性 の 方 が ， そ し て そ れ ら の 4 集 団 よ り も 黒 人 及 び 精 神 疾 患 患 者 の 方 が 有 意

に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>2.55, adjusted ps<.04, |r |s>.24）。  

 男 性 参 加 者 が 考 え る 多 く の 日 本 人 男 性 の 男 性 ， 女 性 ， 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 ，

ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン に 対 す る 恐 さ の 順 位 に 差 が あ る か を 検 討 す る た め ， フ

リ ー ド マ ン 検 定 を 実 施 し た と こ ろ ，有 意 で あ っ た（ χ2(5)=142.99, p<.001, η2=.51）。

Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ，男 性 及 び 女 性 よ り も レ ズ ビ ア ン の 方 が ，そ し て

そ れ ら の ３ 集 団 よ り も 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 及 び ゲ イ 男 性 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高

か っ た （ |z |s>2.81, adjusted ps<.03, |r |s>.29）。 女 性 参 加 者 が 考 え る そ れ に つ い て

も 同 様 の 分 析 を 行 っ た と こ ろ 有 意 で あ り （ χ2(5)=176.35, p<.001, η2=.53）， Holm

法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 男 性 及 び 女 性 よ り も レ ズ ビ ア ン の 方 が ， そ し て そ れ

ら の 3 集 団 よ り も ゲ イ 男 性 及 び 黒 人 が ， さ ら に そ れ ら の 5 集 団 よ り も 精 神 疾 患

患 者 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>2.54, adjusted ps<.02, |r |s>.24）。  

 男 性 参 加 者 が 考 え る 多 く の 日 本 人 女 性 の 男 性 ， 女 性 ， 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 ，

ゲ イ 男 性 及 び レ ズ ビ ア ン に 対 す る 恐 さ の 順 位 に 差 が あ る か を 検 討 す る た め ， フ

リ ー ド マ ン 検 定 を 実 施 し た と こ ろ ，有 意 で あ っ た（ χ2(5)=111.90, p<.001, η2=.40）。

Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ，女 性 よ り も レ ズ ビ ア ン の 方 が ，そ し て そ れ ら の

2 集 団 よ り も 精 神 疾 患 患 者 の 方 が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た 。 ま た ， 女 性 よ り も 男
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性 及 び ゲ イ 男 性 の 方 が ， そ し て そ れ ら の 3 集 団 よ り も 黒 人 及 び 精 神 疾 患 患 者 の

方 が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>3.14, adjusted ps<.02, |r |s>.32）。 女 性 参 加 者 が

考 え る そ れ に つ い て も 同 様 の 分 析 を 行 っ た と こ ろ 有 意 で あ り （ χ2(5)=172.00, 

p<.001, η2=.52），Holm 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 女 性 よ り も 男 性 ， ゲ イ 男 性 及

び レ ズ ビ ア ン の 方 が ， そ し て そ れ ら の 5 集 団 よ り も 黒 人 及 び 精 神 疾 患 患 者 の 方

が 有 意 に 順 位 が 高 か っ た （ |z |s>4.23, adjusted ps<.001, |r |s>.40）。  

考 察  

 研 究 1 の 目 的 は ， 異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る

偏 見 の 強 さ ， 特 に 男 性 異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 と ， 女 性

異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ レ ズ ビ ア ン に 対 す る 偏 見 に つ い て ， 他 の 集 団 に 属 す る

人 物 に 対 す る 偏 見 と の 比 較 を 行 う こ と で あ っ た 。  

社 会 的 距 離 に つ い て 。 男 性 参 加 者 は ゲ イ 男 性 に 対 す る 座 位 が 男 性 に 対 す る 座

位 よ り も 有 意 に 遠 い こ と ， 女 性 参 加 者 は レ ズ ビ ア ン に 対 す る 座 位 が 女 性 に 対 す

る 座 位 よ り も 有 意 に 遠 い こ と が 示 さ れ た 。 ま た ， 男 性 参 加 者 の ゲ イ 男 性 に 対 す

る 座 位 は 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 及 び レ ズ ビ ア ン に 対 す る 座 位 と ， 女 性 参 加 者 の レ

ズ ビ ア ン に 対 す る 座 位 は 男 性 ， 黒 人 ， 精 神 疾 患 患 者 及 び ゲ イ 男 性 と 遠 さ の 有 意

差 が な い こ と も 示 さ れ た 。 こ の 結 果 は ， 一 般 に 男 性 異 性 愛 者 は 男 性 を ， 女 性 異

性 愛 者 は 女 性 を ， 相 手 が 同 性 愛 者 で あ る こ と が わ か る だ け で 遠 ざ け て し ま う こ

と を 示 し て い る と 言 え る 。 す な わ ち ， 同 性 の 同 性 愛 者 に 対 す る 偏 見 を 反 映 し た

結 果 で あ る と 言 え る 。 全 体 と し て 平 均 値 が 低 か っ た こ と に つ い て は ， 相 手 か ら

「 近 く に 座 っ て 話 そ う 」 と 求 め ら れ た こ と が 教 示 に 含 ま れ た た め で あ る と 考 え

ら れ る 。  

好 き な 順 ， 不 快 だ と 感 じ る 順 ， 恐 い と 感 じ る 順 に つ い て 。 全 体 と し て ， 男 性

参 加 者 は 男 性 よ り も ゲ イ 男 性 に 対 し て ， 女 性 参 加 者 は 女 性 よ り も レ ズ ビ ア ン に
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対 し て 強 い 偏 見 を 示 す こ と が 示 さ れ た 。 ま た ， 男 性 参 加 者 は ゲ イ 男 性 を 精 神 疾

患 患 者 と 同 程 度 に 好 き で は な く ， 不 快 だ と 感 じ ， 恐 い と 感 じ て い る こ と ， 黒 人

以 上 に 好 き で は な く ， 不 快 だ と 感 じ て い る こ と が 示 さ れ た 。 そ し て ， 女 性 参 加

者 は レ ズ ビ ア ン を 黒 人 と 同 程 度 に 好 き で は な く ， 不 快 だ と 感 じ て い る こ と が 示

さ れ た 。「 多 く の 日 本 人 男 性 が 」「 多 く の 日 本 人 女 性 が 」 と い う 社 会 的 望 ま し さ

反 応 を 考 慮 し た 設 問 で も ， ほ ぼ 同 様 の 結 果 が み ら れ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら も ，

一 般 に 異 性 愛 者 が 同 性 の 同 性 愛 者 に 対 し て ， 他 の 社 会 的 マ イ ノ リ テ ィ と 同 程 度

の 偏 見 を 持 っ て し ま っ て い る こ と が 言 え る 。  

た だ し ， 女 性 参 加 者 は レ ズ ビ ア ン に 対 し て ， 黒 人 や 精 神 疾 患 患 者 に 対 し て よ

り は 恐 怖 を 感 じ ず ， そ の 程 度 は 男 性 や ゲ イ 男 性 と 同 程 度 で あ っ た 。 こ の 結 果 に

つ い て は ， 女 性 は 男 性 か ら 受 け 得 る 性 的 脅 威 と レ ズ ビ ア ン か ら 受 け 得 る 性 的 脅

威 を 同 程 度 に 評 価 し て い る こ と が 窺 え る 。 女 性 参 加 者 に の み こ の 結 果 が 見 ら れ

た こ と は ，Kite & Whitley（ 1996）の ，男 性 が 女 性 よ り も 性 的 脅 威 に 晒 さ れ る 機

会 が 少 な く ， そ れ 故 に ゲ イ 男 性 に 対 し 強 い 偏 見 を 持 つ と い う 主 張 を 支 持 す る も

の で あ ろ う 。  

こ の 研 究 1 で は ， 日 本 の 異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に

対 す る 偏 見 の 存 在 と ， そ の 相 対 的 な 強 さ が 示 さ れ た 。 以 降 の 研 究 で は ， こ れ ら

の 偏 見 に つ い て ， ど の よ う な 概 念 で あ る の か を 明 ら か に し ， 低 減 す る こ と を 試

み た 。  
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第 3 章  レズビアン 及びゲイ男性に対する異性愛者の態度  

第 2 章 で は ， 日 本 の 異 性 愛 者 の 大 学 生 が 持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す

る 偏 見 の 存 在 と ， そ の 相 対 的 な 強 さ が 示 さ れ た 。 第 3 章 で は ， 日 本 に お け る レ

ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 に つ い て 整 理 す る た め ， レ ズ ビ

ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 を 検 討 し た 研 究 2， 研 究 3 を 報 告 す

る 。  

研 究 2， 研 究 3 で は ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 顕 在 的 態

度 を 測 定 す る 尺 度 で あ る ， Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale 日 本 語

版 （ 以 下 ， ATLG-J と す る ） の 作 成 を 試 み た 。 ATLG-J は ， ゲ イ 男 性 に 対 す る 意

見 項 目 の 下 位 尺 度 ATG Subscale（ 以 下 ，ATG-J と す る ），レ ズ ビ ア ン に 対 す る 意

見 項 目 の 下 位 尺 度 ATL Subscale（ 以 下 ， ATL-J と す る ） の 2 つ の 下 位 尺 度 か ら

な り ， 回 答 者 が そ れ ら の 意 見 項 目 に 対 し 賛 成 ま た は 反 対 の 度 合 い を 示 す も の で

あ る 。  

 

3.1 研究 2  Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale 日本語 6

項目版の作成 1 

3.1.1 調 査 1 尺 度 の 作 成 と 信 頼 性 ・ 妥 当 性 の 検 討 ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性

 

1 研 究 2 は ，以 下 の 論 文 と 学 会 ポ ス タ ー 発 表 の 内 容 を 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。

堀 川  佑 惟・岡  隆 (2019). ATLG Scale 日 本 語 短 縮 版 の 作 成 と 信 頼 性・妥 当 性 の

検 討  日 本 大 学 心 理 学 研 究 ， 40 ， 42-51.  Horikawa, Y., Oka, T. (2016). 

Development and validation of the Japanese version of the Attitudes Toward 

Lesbians and Gay Men Scale (ATLG-J). The 31st International Congress of 

Psychology, PS27A-12-280. 【 Yokohama, Japan: Pacifico Yokohama, 27 Jul. 

2016.】  堀 川  佑 惟 ・ 岡  隆（ 2016）同 性 愛 に 対 す る 顕 在 的 ・ 潜 在 的 態 度 と 社 会

的 望 ま し さ 反 応 と の 関 係  日 本 社 会 心 理 学 会 第 57 回 大 会 発 表 論 文 集 , 287. 【 兵

庫 県 西 宮 市 : 関 西 学 院 大 学 西 宮 上 ケ 原 キ ャ ン パ ス  2016 年 9 月 18 日 】  
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に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 の 男 女 差 の 検 討  

目 的  

研 究 2 は ， 調 査 1 と 調 査 2 の 2 つ の 調 査 か ら 構 成 さ れ る 。 調 査 1 の 目 的 は 以

下 の 3 点 で あ る 。1 点 目 は ，Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale , Revised 

3-item version （ Herek & McLemore, 2010） を 日 本 語 訳 し ， 日 本 語 版 尺 度 で あ る

ATLG-J を 作 成 す る こ と で あ る 。2 点 目 は ，作 成 し た ATLG-J の 下 位 尺 度 で あ る ，

レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 を 測 定 す る ATL-J， ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 を 測 定 す る

ATG-J が 十 分 な 信 頼 性 ・ 妥 当 性 を 有 し て い る か を 検 討 す る こ と で あ る 。 3 点 目

は ， 下 位 尺 度 ATL-J， ATG-J を 用 い て ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性

愛 者 の 態 度 の 男 女 差 や ， 異 性 愛 者 の 男 女 そ れ ぞ れ に お け る レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男

性 に 対 す る 態 度 の 差 を 検 討 す る こ と で あ る 。  

方 法  

本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  

調 査 参 加 者 と 手 続 き  大 学 の 講 義 内 に て 無 記 名 の 質 問 紙 調 査 を 2 回 実 施 し た 。 

1 回 目 の 質 問 紙 調 査 で は ， 実 施 に 際 し て ， 調 査 へ の 参 加 の 任 意 性 や 個 人 情 報

保 護 に つ い て な ど の 研 究 倫 理 に 関 す る 説 明 を 行 っ た 。 大 学 生 327 名 が 参 加 し ，

回 答 に 欠 損 の な か っ た 311 名 の う ち ， 自 認 す る 性 が 出 生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る

異 性 愛 者 276 名 （ 男 性 149 名 ， 女 性 127 名 ） を 分 析 対 象 と し た 。 平 均 年 齢 は 男

性 19.66 歳 （ SD=1.47）， 女 性 19.58 歳 （ SD=1.12） で あ っ た 。  

再 検 査 信 頼 性 の 検 討 の た め ， 1 回 目 の 質 問 紙 調 査 に 参 加 し た 参 加 者 の う ち 一

部 を 対 象 に ，  1 回 目 の 質 問 紙 調 査 か ら 3 週 間 後 に 2 回 目 の 質 問 紙 調 査 を 行 っ

た 。 両 質 問 紙 調 査 へ の 参 加 が 確 認 さ れ た ， 自 認 す る 性 が 出 生 時 の 身 体 性 と 一 致

す る 異 性 愛 者 92 名 を ， 再 検 査 信 頼 性 の 分 析 対 象 と し た 。  

質 問 紙 の 構 成  Herek & McLemore (2010)の Attitudes Toward Lesbians and Gay 
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Men Scale, Revised 3-item version を 日 本 語 訳 す る 許 可 を 原 著 者 か ら 得 た 。 こ の

尺 度 は ， ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 を 測 定 す る ATG Subscale3 項 目 と ， レ ズ ビ ア ン

に 対 す る 態 度 を 測 定 す る ATL Subscale3 項 目 ， 計 6 項 目 か ら な る 。 著 者 ら に よ

っ て 日 本 語 訳 さ れ た 各 項 目 に つ い て ， 外 部 の 研 究 機 関 に 所 属 す る バ イ リ ン ガ ル

の 研 究 協 力 者 に よ る 逆 翻 訳 が な さ れ ， 原 著 の 各 項 目 と 意 味 的 な 相 違 が な い こ と

が 確 認 さ れ た 。 こ の 日 本 語 訳 に よ っ て 作 成 さ れ た ATLG Scale 日 本 語 6 項 目 版

（ 以 下 ， ATLG-J6 と す る ） の 下 位 尺 度 ， ATG-J（ ATL-J） は ，「 1： 非 常 に 反 対 」

か ら「 7：非 常 に 賛 成 」ま で の 7 段 階 評 定 の リ ッ カ ー ト 尺 度 で あ り ，尺 度 項 目 は

以 下 の 通 り で あ る 。項 目 1「 男 性（ 女 性 ）同 士 の 性 行 為 は ，明 ら か に 悪 い 」，項

目 2「 男 性 （ 女 性 ） 同 性 愛 者 は ， 気 持 ち 悪 い と 思 う 」， 項 目 3「 男 性 （ 女 性 ） の

同 性 愛 は ， 男 性 （ 女 性 ） の 性 的 関 心 の 自 然 な あ ら わ れ で あ る 」。  

1 回 目 の 調 査 ： ATLG-J6 は ATG-J， ATL-J の 順 に 質 問 紙 に 掲 載 さ れ た 。  

そ の 他 ，ATLG-J の 収 束 的 妥 当 性 を 検 証 す る た め ，レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に

対 す る 態 度 と 関 連 す る と 考 え ら れ る 概 念 を 測 定 す る 3 つ の 尺 度 が 用 い ら れ た 。

1 つ 目 が ，Ambivalent Sexism Inventory (ASI) 日 本 語 版（ Glick et al., 2000；宇 井・

山 本 ，2001）で あ る 。こ の 尺 度 は ，「 女 性 は あ ま り に も 簡 単 に 気 分 を 害 し す ぎ る 」

な ど の 10 項 目 か ら な る HS と ，「 女 性 は ， 男 性 か ら 大 事 に さ れ ， 守 ら れ な け れ

ば な ら な い 」 な ど の 11 項 目 か ら な る BS の 2 つ の 下 位 尺 度 か ら な る 。 1（ 非 常

に 反 対 ）か ら 7（ 非 常 に 賛 成 ）ま で の 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。2 つ 目 が ，権

威 主 義 的 伝 統 主 義 の 測 定 項 目（ 吉 川 ，1998）で あ る 。こ の 尺 度 は ，「 以 前 か ら な

さ れ て き た や り 方 を 守 る こ と が ， 最 上 の 結 果 を 生 む 」 な ど の 9 項 目 か ら な る 。

1（ 非 常 に 反 対 ） か ら 7（ 非 常 に 賛 成 ） ま で の 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。 3 つ

目 が ，エ イ ズ・エ イ ズ 患 者 に 対 す る 態 度 尺 度（ 西 ，2000）で あ る 。こ の 尺 度 は ，

「 エ イ ズ 患 者 と 友 達 に な る こ と は 苦 痛 だ 」 な ど の 10 項 目 か ら な る 。 1（ 全 く そ
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う 思 わ な い ） か ら 7（ 非 常 に そ う 思 う ） ま で の 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。  

そ の 後 の フ ェ イ ス シ ー ト で は ， 所 属 と 年 齢 ， 出 生 時 の 身 体 性 ， 性 自 認 ， 性 的

指 向 ， そ し て 友 人 ・ 親 戚 ・ 親 し い 知 人 に 男 性 同 性 愛 者 と 女 性 同 性 愛 者 が そ れ ぞ

れ 何 人 い る か が 尋 ね ら れ た 。  

最 後 に ， 再 検 査 信 頼 性 の 検 討 を 行 う 際 に 2 回 目 の 回 答 を 同 一 参 加 者 の 1 回 目

の 回 答 と 結 び 付 け る た め ， 8 桁 の 暗 証 番 号 の 記 入 欄 が 設 け ら れ た 。 そ の 記 入 に

際 し て ，他 者 の デ ー タ と の 区 別 を す る た め ，「 誕 生 日 4 桁 」と「 携 帯 電 話 の 番 号

下 4 桁 」 で 番 号 を 作 成 す る こ と を 推 奨 し た 。  

2 回 目 の 調 査 ： 再 検 査 信 頼 性 の 検 討 の み を 目 的 と し た 2 回 目 の 調 査 に 用 い ら

れ た 質 問 紙 に は ， 1 回 目 の 調 査 と 同 じ 形 式 の ATLG-J6 と ， 8 桁 の 暗 証 番 号 の 記

入 欄 の み を 用 い た 。 1 回 目 の 回 答 と 2 回 目 の 回 答 で 暗 証 番 号 が 同 じ で あ っ た 質

問 紙 同 士 を 同 一 人 物 に よ っ て 回 答 さ れ た も の と み な し ， そ の 回 答 者 の ATLG-J

の デ ー タ を 再 検 査 信 頼 性 の 検 討 に 用 い た 。  

調 査 1 結 果  

ATLG-J6 得 点 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 を Table 3.1 に 示 す 。  

信 頼 性 の 検 討  ATG-J，ATL-J の 内 的 整 合 性 は そ れ ぞ れ α=.58，.63 で あ っ た 。

た だ し ，そ れ ぞ れ 項 目 3「 男 性（ 女 性 ）の 同 性 愛 は ，男 性（ 女 性 ）の 性 的 関 心 の

自 然 な あ ら わ れ で あ る 」を 取 り 除 い た 場 合 に ，α=.73 .82 と そ れ ぞ れ 高 い 値 が 示

さ れ た 。オ リ ジ ナ ル の ATLG Scale の ATG，ATL の α 係 数 は そ れ ぞ れ .89，.77 で

あ り （ Herek, 1988）， 項 目 3 を 取 り 除 い た 場 合 の α 係 数 は そ れ ら の 値 に よ り 近

い と い え る 。以 下 ，項 目 3 を 取 り 除 い た 2 項 目 の ATG-J，ATL-J か ら な る ATLG-

J を ， ATLG-J4 と す る 。  

収 束 的 妥 当 性 の 検 討  ATLG-J6 の ATG-J3 項 目 ， ATL-J3 項 目 そ れ ぞ れ の 得 点

に つ い て ， HS 得 点 ， BS 得 点 ， 権 威 主 義 的 伝 統 主 義 得 点 ， エ イ ズ ・ エ イ ズ 患 者
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に 対 す る 態 度 得 点 と の 間 の 相 関 係 数 を 求 め た と こ ろ ， い ず れ も 有 意 な 相 関 は み

ら れ な か っ た （ |r |s<.10, ps>.09）。  

一 方 ， ATLG-J4 の ATG-J2 項 目 ， ATL-J2 項 目 そ れ ぞ れ の 得 点 に つ い て も 同 様

の 分 析 を 行 っ た と こ ろ ，い ず れ も 有 意 な 正 の 相 関 が み ら れ た（ rs=.22‐.38, ps<.01; 

Table 3.2）。  

 以 上 の 分 析 結 果 よ り ， 調 査 1 に お け る 以 降 の 分 析 で は ， ATLG-J4 の 結 果 に つ

い て の み 検 討 す る こ と と し た 。  

男 女 間・下 位 尺 度 間 の 得 点 差 の 検 討  ATLG-J4 の ATG-J と ATL-J そ れ ぞ れ の

得 点 に 男 女 間 で 差 が み ら れ る か ， 及 び そ れ ら の 下 位 尺 度 得 点 間 に 差 が み ら れ る

か を 調 べ る た め ，男 女 を 参 加 者 間 要 因 ，下 位 尺 度（ ATG-J，ATL-J）を 参 加 者 内

要 因 ， 下 位 尺 度 の 得 点 を 基 準 変 数 と す る 2 要 因 混 合 計 画 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。

そ の 結 果 ， 男 女 の 主 効 果 （ F(1,274)=19.63, p<.001, ηp
2=.07）， 下 位 尺 度 の 主 効 果

（ F(1,274)=33.25, p<.001, ηp
2=.11），男 女 と 下 位 尺 度 の 交 互 作 用（ F(1,274)=25.77, 

p<.001, ηp
2=.09）が 有 意 で あ っ た 。男 女 の 2 水 準 に よ る 下 位 尺 度 の 単 純 主 効 果 の

All Male Female α

ATG-J

1. 男性同士の性行為は明らかに悪い。 3.51 (1.52) 3.82 (1.57) 3.14 (1.37)

2. 男性同性愛者は，気持ち悪いと思う。 3.61 (1.73) 4.17 (1.65) 2.94 (1.59)

3. 男性の同性愛は，男性の性的関心の自然な

    あらわれである。(逆転項目)
4.04 (1.25) 4.26 (1.24) 3.79 (1.23)

　　ATLG-J4 得点(項目1-2の平均) 3.56 (1.44) 3.99 (1.38) 3.04 (1.35) .73

　　ATLG-J6得点 (項目1-3の平均) 3.72 (1.12) 3.90 (1.06) 3.51 (1.15) .58

ATL-J

1. 女性同士の性行為は明らかに悪い。 3.25 (1.42) 3.37 (1.49) 3.10 (1.33)

2. 女性同性愛者は，気持ち悪いと思う。 3.23 (1.53) 3.50 (1.47) 2.91 (1.54)

3. 女性の同性愛は，女性の性的関心の自然な

    あらわれである。(逆転項目)
4.01 (1.27) 4.15 (1.30) 3.83 (1.23)

　　ATLG-J4得点 (項目1-2の平均) 3.24 (1.36) 3.44 (1.37) 3.01 (1.32) .82

　　ATLG-J6 得点(項目1-3の平均) 3.50 (1.07) 3.61 (1.06) 3.36 (1.08) .63

n 276 149 127

Table 3.1

ATLG-Jの平均値と標準偏差（研究2調査1）

M (SD )

注）ATLG-J = Japanese version of Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale。
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検 定 を 行 っ た と こ ろ ， 男 性 に お い て は 有 意 な 単 純 主 効 果 が 認 め ら れ ， 男 性 に お

い て ATG-J の 得 点 （ M=3.99, SD=1.38） は ATL-J の 得 点 （ M=3.44, SD=1.37） よ

り も 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た（ F(1,274)=63.87, p<.001, ηp
2=.30）一 方 で ，女 性

に お い て は ，ATG-J の 得 点（ M=3.04, SD=1.35）と ATL-J の 得 点（ M=3.01, SD=1.32）

と の 差 に つ い て ，有 意 な 単 純 主 効 果 が 認 め ら れ な か っ た（ F(1,274)=0.22, p=.64, 

ηp
2=.00）。 ま た ， 下 位 尺 度 の 2 水 準 に よ る 男 女 の 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た と

こ ろ ，男 性 の 得 点 が 女 性 の 得 点 よ り も 有 意 に 高 い こ と が ATG-J（ F(1,274)=33.63, 

p<.001, ηp
2=.11），ATL-J（ F(1,274)=6.84, p=.009, ηp

2=.02）の 双 方 に お い て 示 さ れ

た 。  

 再 検 査 信 頼 性 の 検 討  1 回 目 の 質 問 紙 調 査 と 2 回 目 の 質 問 紙 調 査 の デ ー タ を

用 い て ， 2 項 目 の ATG-J と ATL-J そ れ ぞ れ の 再 検 査 信 頼 性 を 検 討 し た 。 1 回 目

の ATG-J と 2 回 目 の ATG-J と の 間 の 相 関 は r=.55， 1 回 目 の ATL-J と 2 回 目 の

ATL-J と の 間 の 相 関 は r=.50 で あ っ た 。  

考 察  

 調 査 1 で は ，ATLG-R-S3 を 日 本 語 訳 し て ATLG-J6 を 作 成 し ，信 頼 性・妥 当 性

の 検 討 を 行 っ た 。 ま た ， 先 行 研 究 と 同 様 の 回 答 傾 向 の 違 い が 男 女 間 ， 下 位 尺 度

間 で み ら れ る か を 検 討 し た 。 項 目 1， 項 目 2 の 2 項 目 か ら な る ATG-J と ATL-J

に つ い て ， 高 い α 係 数 と 収 束 的 妥 当 性 が 認 め ら れ た 。 た だ し ， 再 検 査 信 頼 性 に

つ い て は 十 分 な 値 と は 言 い 難 い 。 ま た ， 男 女 間 得 点 差 ， 下 位 尺 度 間 得 点 差 に つ

ATG-J .25** .28** .30** .38**

ATL-J .23** .22** .25** .36**

　 ** p< .01

Table 3.2

ATLG-J4得点とレズビアン・ゲイ男性に対する態度との関連概念との相関

(研究2調査1，n =276)

嫌悪的
セクシズム

好意的
セクシズム

権威主義的
伝統主義

エイズに
対する態度
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い て も ， Herek（ 1988） の ATLG Scale と 同 じ 傾 向 の 結 果 が 得 ら れ た 。 男 性 異 性

愛 者 の ATG-J の 得 点 が 女 性 異 性 愛 者 の ATG-J の 得 点 よ り も 有 意 に 高 い こ と ，男

性 異 性 愛 者 に お い て ATG-J の 得 点 が ATL-J の 得 点 よ り も 有 意 に 高 い こ と が 確 認

さ れ た 。ま た ，女 性 異 性 愛 者 に お い て ，ATLG-J の 下 位 尺 度 間 で そ の 得 点 に 有 意

な 差 が み ら れ な か っ た 。  

ATLG-R-S3（ Herek & McLemore, 2010）と は 異 な り ，両 下 位 尺 度 と も 3 項 目 で

は な く 2 項 目 の 場 合 に 信 頼 性 ・ 妥 当 性 が 認 め ら れ た 。 こ の よ う な 短 縮 版 の 尺 度

を 作 成 す る 場 合 に は ， 各 項 目 が 確 実 に 妥 当 性 を 高 め る 方 向 で 寄 与 す る 必 要 が あ

る と 考 え ら れ る 。 3 項 目 の 場 合 に 収 束 的 妥 当 性 が 著 し く 低 く な る こ と か ら ， 両

下 位 尺 度 と も ，項 目 3 を 除 い た 2 項 目 で 用 い た 方 が 良 い で あ ろ う 。ま た ，Herek 

(1988)が 作 成 し た オ リ ジ ナ ル の ATLG Scale は ，異 性 愛 者 が も つ レ ズ ビ ア ン と ゲ

イ 男 性 に 対 す る 態 度 に つ い て 「 非 難 － 寛 容 」 の 1 次 元 を 想 定 し 測 定 し て い る 。

項 目 内 容 を 踏 ま え て も ， 項 目 1 と 項 目 2 が 測 定 す る も の は こ の 測 定 概 念 か ら 大

き く 逸 脱 す る も の で は な い と 考 え ら れ る 。  

ATLG-J4 得 点 の 関 連 概 念 と の 相 関 ， 男 女 間 差 ， 下 位 尺 度 間 差 に つ い て ， ア メ

リ カ に お け る 先 行 研 究 と 同 じ 傾 向 の 結 果 が み ら れ た 。 こ の こ と か ら は ， 日 本 に

お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 は ， ア メ リ カ 等 先 行 研

究 が 行 わ れ て き た 国 々 に お け る も の と 同 様 に 説 明 す る こ と が で き る と 示 唆 さ れ

る 。 こ れ ら の 結 果 に つ い て 頑 健 で あ る こ と が 確 認 さ れ た な ら ば ， レ ズ ビ ア ン 及

び ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 に 関 す る 国 外 の 先 行 研 究 の 知 見 を ， 日 本 の 研 究 に も 活

か す こ と が で き る と 考 え ら れ よ う 。  

 

3.1.2 調 査 2 回 答 へ の 社 会 的 望 ま し さ 反 応 ， 尺 度 と 潜 在 的 態 度 と の 関 連 の 検

討  
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目 的  

オ リ ジ ナ ル の ATLG Scale に は ， 社 会 的 望 ま し さ 反 応 を 測 定 す る 顕 在 指 標 と

の 有 意 な 関 連 が な い こ と が 示 さ れ て い る（ Herek, 1988）。調 査 2 で は ，こ の オ リ

ジ ナ ル の ATLG Scale と 同 様 に ， ATLG-J6， 4 に も 社 会 的 望 ま し さ 反 応 と の 有 意

な 関 連 が み ら れ な い こ と を 確 認 す る 。ATLG-J6，4 の う ち ，項 目 1「 男 性（ 女 性 ）

同 士 の 性 行 為 は ，明 ら か に 悪 い 」と 項 目 2「 男 性（ 女 性 ）同 性 愛 者 は ，気 持 ち 悪

い と 思 う 」 の 2 項 目 に は ，「 悪 い 」「 気 持 ち 悪 い 」 と い う ネ ガ テ ィ ブ な 表 現 が 含

ま れ る 。 そ の た め ， こ れ ら の 項 目 へ の 回 答 に は 社 会 的 望 ま し さ 反 応 が み ら れ て

し ま う 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

ま た ， 意 識 的 な 統 制 が な さ れ な い が 故 に 社 会 的 望 ま し さ 反 応 の 影 響 を 受 け に

く い 潜 在 的 な レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 に つ い て も ， 潜 在 指 標 を 用 い

て 確 認 し ，ATLG-J6,4 と の 関 連 性 を 検 証 す る 。も し ，ATLG-J6，4 が 潜 在 指 標 と

同 様 に 社 会 的 望 ま し さ 反 応 と 有 意 に 関 連 し な い の で あ れ ば ， そ の 潜 在 指 標 の 得

点 と の 間 に は 相 関 が み ら れ る と 考 え ら れ る 。  

方 法  

本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  

質 問 紙 調 査  ATLG-J6，4 の 得 点 と 社 会 的 望 ま し さ 反 応 を 測 定 す る た め ，大 学

の 講 義 内 に て 無 記 名 の 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 調 査 の 実 施 に 際 し て ， 調 査 へ の

参 加 の 任 意 性 や 個 人 情 報 保 護 に つ い て な ど の 研 究 倫 理 に 関 す る 説 明 を 行 っ た 。

大 学 生 624 名 が 参 加 し ， 回 答 に 欠 損 の な か っ た 604 名 の う ち ， 自 認 す る 性 が 出

生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る 異 性 愛 者 537 名 （ 男 性 292 名 ， 女 性 245 名 ） が 分 析 対

象 と な っ た 。平 均 年 齢 は 男 性 19.79 歳（ SD=1.30），女 性 19.56 歳（ SD=1.99）で

あ っ た 。  

 質 問 紙 は ， ATLG-J6 ， バ ラ ン ス 型 社 会 的 望 ま し さ 反 応 尺 度 日 本 語 版 （ 以 下
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BIDR-J と す る；谷 ，2008），フ ェ イ ス シ ー ト か ら 構 成 さ れ た 。ATG-J と ATL-J に

つ い て は ， 調 査 1 で 日 本 語 訳 さ れ た 3 項 目 の も の が そ れ ぞ れ 用 い ら れ た 。  

BIDR-J は ，社 会 的 望 ま し さ 反 応 に つ い て「 本 当 に 自 分 の 自 己 像 で あ る と 信 じ

て 無 意 識 的 に 社 会 的 に 望 ま し く 回 答 す る 反 応 」 で あ る 自 己 欺 瞞 因 子 と 「 故 意 に

回 答 を 良 い 方 向 に ゆ が め て ， 真 の 自 己 像 を 偽 る 反 応 」 で あ る 印 象 操 作 因 子 の 2

因 子 構 造 を 想 定 し そ れ ぞ れ 測 定 す る 尺 度 で あ る 。自 己 欺 瞞 因 子 は ，「 私 は 自 分 の

人 生 を 完 全 に 思 い 通 り に 進 め て い る 」 な ど の 12 項 目 か ら な る 。 印 象 操 作 因 子

は ，「 人 を の の し っ た こ と が な い 」な ど の 12 項 目 か ら な る 。1（ 全 く あ て は ま ら

な い ） か ら 7（ 非 常 に あ て は ま る ） ま で の 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。  

フ ェ イ ス シ ー ト で は ， 所 属 ， 年 齢 ， 国 籍 ， 出 生 時 の 身 体 性 ， 性 自 認 ， 性 的 指

向 ， そ し て 友 人 ・ 親 戚 ・ 親 し い 知 人 に 男 性 同 性 愛 者 と 女 性 同 性 愛 者 が そ れ ぞ れ

何 人 い る か が 尋 ね ら れ た 。  

レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 に 対 す る 潜 在 的 態 度 の 測 定  潜 在 的 態 度 の 測 定 は ， 質

問 紙 に 不 備 の な か っ た 自 認 す る 性 が 出 生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る 異 性 愛 者 の う ち ，

参 加 希 望 者 50 名（ 男 性 19 名 ，女 性 31 名 ）を 対 象 に 実 験 室 で 行 わ れ た 。参 加 者

の 募 集 は ， 別 の 研 究 協 力 者 1 名 が 筆 頭 著 者 と 共 同 で 実 施 し て い る 「 未 知 の 記 号

に 対 す る 印 象 形 成 に つ い て の 研 究 」 と し て ， 質 問 紙 の 配 布 と 同 時 に そ の 研 究 協

力 者 に よ っ て 行 わ れ た 。  

潜 在 的 態 度 の 測 定 は ， 実 験 室 で 1 名 ま た は 2 名 ず つ 行 わ れ た 。 測 定 1 回 あ た

り の 所 要 時 間 は ， 説 明 か ら デ ブ リ ー フ ィ ン グ ま で 合 わ せ て 10 分 程 度 で あ っ た 。

参 加 者 は PC 上 で ，感 情 誤 帰 属 手 続 き（ Affect Misattribution Procedure，以 下 AMP

と す る ； Payne, Cheng, Govorun, & Stewart, 2005） を 行 っ た 。 AMP は ， プ ラ イ ム

刺 激 に 対 す る 感 情 反 応 が そ の 直 後 に 呈 示 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 刺 激 に 誤 帰 属 さ れ る

現 象 を 利 用 し ，プ ラ イ ム 刺 激 に 対 す る「 快 ―不 快 」「 好 き ―嫌 い 」な ど の 評 価 を
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間 接 的 に 測 定 で き る 潜 在 指 標 で あ る 。 プ ラ イ ム 刺 激 に は ， ゲ イ 男 性 を 表 す 語 と

レ ズ ビ ア ン を 表 す 語 の 中 で ， 差 別 語 に 当 た ら な い ， 比 較 的 認 知 度 が 高 い 語 を 3

語 ず つ ，計 6 語（「 ゲ イ 男 性 」「 同 性 愛 男 性 」「 男 性 同 性 愛 者 」「 レ ズ ビ ア ン 」「 同

性 愛 女 性 」「 女 性 同 性 愛 者 」） が 用 い ら れ た 。  

タ ー ゲ ッ ト 刺 激 に は ， 及 川 ・ 及 川 ・ 青 林 （ 2009） に 倣 い ， 参 加 者 に と っ て 未

知 の 文 字 で あ る イ 音 節 文 字 を 用 い た 。そ の 際 ，予 備 調 査（ n＝ 41）に よ っ て ，顕

在 的 態 度 が ネ ガ テ ィ ブ ま た は ポ ジ テ ィ ブ に 偏 ら な い 文 字 を 選 定 し た 。80 文 字 の

イ 音 節 文 字 が 参 加 者 に よ っ て「 好 き 」「 嫌 い 」の 2 択 で 評 価 さ れ ，そ れ ぞ れ 0 点 ，

1 点 と し て 換 算 さ れ た 。 全 員 の 得 点 の 平 均 値 が 中 央 値 ±0.1 以 内 で あ っ た 40 文

字 を タ ー ゲ ッ ト と し て 採 用 し た 。 こ の AMP で 実 際 に 用 い ら れ た 刺 激 の 例 を

Figure 3.1 に 示 す 。  

参 加 者 は PC 上 で ， 画 面 中 央 に 呈 示 さ れ る 未 知 の 記 号 ， す な わ ち イ 音 節 文 字

の タ ー ゲ ッ ト 刺 激 に つ い て 視 覚 的 に 好 き か 嫌 い か を 回 答 す る こ と ， 記 号 が 呈 示

さ れ る 前 に 見 え る 文 字 列 は 無 視 す る こ と を 教 示 さ れ た 。 参 加 者 が ス ペ ー ス バ ー

を 押 す と ，練 習 の 10 試 行 が 開 始 さ れ た 。試 行 で は ，画 面 中 央 に プ ラ イ ム 刺 激 が

 

 

 

 

 

 

Figure 3.1 AMP（ 感 情 誤 帰 属 手 続 き ） に お い て 用 い ら れ た 刺 激 例 （ 研 究 2

調 査 2）。  
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150ms 呈 示 さ れ ， 125ms の ブ ラ ン ク を お い て ， タ ー ゲ ッ ト 刺 激 が 150ms 呈 示 さ

れ た 。 タ ー ゲ ッ ト 刺 激 が 消 え た 後 に は ， 同 じ 位 置 に 四 角 い ラ ン ダ ム ド ッ ト の パ

タ ン マ ス ク が 呈 示 さ れ た 。 こ の と き 参 加 者 が ， タ ー ゲ ッ ト 刺 激 が 好 き か 嫌 い か

に つ い て キ ー ボ ー ド の 対 応 す る キ ー の 入 力 に よ っ て 回 答 す る と ， そ の 試 行 は 終

了 し て 次 の 試 行 が 開 始 さ れ た 。 練 習 が 終 了 し た 段 階 で ， 参 加 者 は ， 実 施 に つ い

て 不 明 な 点 が な い か を 調 査 者 に 確 認 さ れ た 。 そ の 後 ， 本 番 30 試 行 が 開 始 さ れ

た 。 そ の 際 ， 調 査 者 は 実 験 室 か ら 退 室 し ， 参 加 者 は 1 人 で 本 番 試 行 を 行 っ た 。

本 番 試 行 終 了 後 ， デ ブ リ ー フ ィ ン グ が 行 わ れ た 。 参 加 者 は 本 来 の 調 査 目 的 を 伝

え ら れ ， 調 査 全 体 に 対 す る 質 問 を 受 け 付 け ら れ た 。  

AMP の 得 点 の 計 算 は ， ゲ イ 男 性 を 表 す プ ラ イ ム 刺 激 が 用 い ら れ た AMP（ 以

下 ゲ イ 男 性 AMP と す る ） と レ ズ ビ ア ン を 表 す プ ラ イ ム 刺 激 が 用 い ら れ た AMP

（ 以 下 レ ズ ビ ア ン AMP と す る ）と で ，そ れ ぞ れ 別 々 に 行 わ れ た 。「 嫌 い 」と 答

え た 割 合 か ら 0.5 を 引 い た 値 が 得 点 と さ れ た 。  

結 果  

調 査 1 の 再 現 性 の 検 討  ま ず ，ATLG-J6，4 に つ い て 調 査 1 と 同 じ 結 果 が み ら

れ る か ど う か を 確 か め た 。  

3 項 目 の ATG-J， ATL-J の 内 的 整 合 性 は そ れ ぞ れ α=.62， .59 で あ っ た 。 た だ

し ，そ れ ぞ れ 項 目 3 を 取 り 除 い た 場 合 に ，α=.81 .85 と 比 較 的 高 い 値 が 示 さ れ た 。  

調 査 1 と 同 様 に ， 男 女 間 の 下 位 尺 度 得 点 差 ， 下 位 尺 度 間 の 得 点 差 に つ い て ，

項 目 1，2 か ら な る 2 項 目 の ATG-J，ATL-J を 用 い て 2 要 因 混 合 計 画 の 分 散 分 析

で 検 討 し た 。そ の 結 果 ，男 女 の 主 効 果（ F(1,535)=37.05, p<.001），下 位 尺 度 の 主

効 果 （ F(1,535)=45.20, p<.001 ）， 男 女 と 下 位 尺 度 の 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た

（ F(1,535)=25.67, p<.001）。男 女 の 2 水 準 に よ る 下 位 尺 度 の 単 純 主 効 果 の 検 定 を

行 っ た と こ ろ ，男 性 に お い て ATG-J の 得 点（ M=3.85, SD=1.43）は ATL-J の 得 点
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（ M=3.46, SD=1.41）よ り も 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た（ F(1,535)=76.17, p<.001）

一 方 で ， 女 性 に お い て は ， ATG-J の 得 点 （ M=3.01, SD=1.23） と ATL-J の 得 点

（ M=2.95, SD=1.26） と の 差 に つ い て ， 有 意 な 単 純 主 効 果 が 認 め ら れ な か っ た

（ F(1,535)=1.26, n.s.）。ま た ，下 位 尺 度 の 2 水 準 に よ る 男 女 の 単 純 主 効 果 の 検 定

を 行 っ た と こ ろ ，ATG-J（ F(1,535)=53.03, p<.001），ATL-J（ F(1,535)=19.22, p<.001）

の 双 方 に お い て ， 男 性 の 得 点 が 女 性 の 得 点 よ り も 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た 。

分 散 分 析 の こ れ ら の 結 果 は ， す べ て 調 査 1 と 同 様 の も の で あ っ た 。  

以 上 の 結 果 は す べ て 調 査 1 の 結 果 と 同 じ 傾 向 で あ り ， 調 査 1 の 結 果 を 再 現 す

る も の で あ っ た と い え よ う 。 こ の 調 査 2 に お い て も ， 以 降 の 分 析 で は ， ATLG-

J4 の 下 位 尺 度 に つ い て の み 検 討 を 行 う こ と と し た 。  

各 指 標 得 点 間 相 関 の 検 討  ATLG-J4 と 社 会 的 望 ま し さ 反 応 ， レ ズ ビ ア ン と ゲ

イ 男 性 に 対 す る 潜 在 的 な 態 度 と の 関 連 を 調 べ る た め ，ATLG-J4 そ れ ぞ れ の ATG-

J， ATL-J の 得 点 と ， BIDR-J の 自 己 欺 瞞 因 子 と 印 象 操 作 因 子 ， ゲ イ 男 性 AMP，

レ ズ ビ ア ン AMP の 各 得 点 と の 相 関 を 調 べ た （ Table 3.3）。 ATLG-J4 の 各 下 位 尺

度 得 点 と BIDR-J の 2 因 子 の 下 位 尺 度 得 点 と の 間 に は ， い ず れ も 有 意 な 相 関 は

み ら れ な か っ た （ rs=-.07‐.06, n. s.）。 ま た ， ATG-J の 得 点 と ゲ イ 男 性 AMP の 得

点 ，ATL-J の 得 点 と レ ズ ビ ア ン AMP の 得 点 そ れ ぞ れ の 間 に も 有 意 な 相 関 は み ら

れ な か っ た （ rs=-.07‐.13, n .  s .）。  

考 察  

相 関 分 析 の 結 果 よ り ，オ リ ジ ナ ル の ATLG Scale と 同 様 に ，ATLG-J4 の 回 答 に

は 社 会 的 望 ま し さ 反 応 が 有 意 に み ら れ な い と い う こ と が 示 さ れ た 。 ATLG-J4 は

「 悪 い 」 や 「 気 持 ち 悪 い 」 な ど ， 極 端 と も と れ る 表 現 が 含 ま れ る 尺 度 で あ る 。

そ れ に も か か わ ら ず こ の よ う な 結 果 が み ら れ た 理 由 と し て ， 人 々 は 同 性 愛 者 に

対 す る 非 難 に つ い て 社 会 的 に 望 ま し い こ と で あ る か ど う か を 考 え て い な い の で
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は な い か ， と い う 可 能 性 が 推 察 で き る 。  

 一 方 ， ATLG-J4 に つ い て ， レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 に 対 す る 潜 在 的 態 度 と も 関

連 が み ら れ な か っ た 。 信 頼 性 と 妥 当 性 が 確 認 さ れ ， 社 会 的 望 ま し さ 反 応 と の 関

連 が み ら れ な か っ た に も か か わ ら ず ， ATLG-J4 と AMP と の 間 に 相 関 が み ら れ

な か っ た 理 由 と し て ，2 つ の 原 因 が 考 え ら れ る 。1 つ は ，両 測 度 間 で 測 定 に 用 い

た 言 葉 が 違 う こ と で あ る 。ゲ イ 男 性 AMP と レ ズ ビ ア ン AMP は ，「 好 き － 嫌 い 」

の 1 次 元 で レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 に 対 す る 潜 在 的 態 度 を と ら え る 指 標 で あ っ た 。

し か し ， ATLG-J4 の オ リ ジ ナ ル で あ る ATLG Scale（ Herek & McLemore, 2010）

は ，「 非 難 － 寛 容 」の 1 次 元 で レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 を と ら え る 尺

度 で あ る 。「 同 性 愛 者 は 嫌 い だ け れ ど も 悪 い と は 思 わ な い 」「 同 性 愛 は 悪 い こ と

だ け れ ど も 同 性 愛 者 は 好 き だ 」と い っ た 考 え 方 も 一 応 成 立 す る た め ，「 非 難 」と

「 好 き 」，「 寛 容 」 と 「 嫌 い 」 と い っ た 2 つ の 態 度 は 個 人 内 に 共 存 し 得 る と 考 え

ら れ る 。 も う 1 つ は ， 同 性 愛 者 に 対 す る 顕 在 的 態 度 と 潜 在 的 態 度 と が 関 連 し な

い こ と で あ る 。 社 会 的 望 ま し さ 反 応 以 外 の 何 ら か の 要 因 が ， こ れ ら 2 つ に 影 響

し て い る か も し れ な い 。  

n α

ATLG-J4

　1. ATG-J 537 .81 － .84 ** .06 －.07 .13 .11

　2. ATL-J 537 .85 － .04 －.02 .07 －.07

社会的望ましさ反応

　3. 自己欺瞞 537 .65 － .11 * .08 .01

　4. 印象操作 537 .68 － －.03 －.23

潜在的態度

　5. ゲイ男性に対する態度 50 － － .16

　6. レズビアンに対する態度 50 － －

** p  < .01, * p  < .05.

注）ATLG-J=Japanese version of Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale。

Table 3.3

ATLG-J4得点と社会的望ましさ反応，レズビアン・ゲイ男性に対する潜在的態度の相関（研究2調査2）

1 2 3 4 5 6
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 研 究 2 で は 調 査 1， 調 査 2 に よ り ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛

者 の 顕 在 的 態 度 を 測 定 す る 尺 度 で あ る ATLG-J4 が 開 発 さ れ ，そ の 信 頼 性・妥 当

性 が 確 認 さ れ た 。 た だ し ， こ の ATLG-J に つ い て は ， 大 き な 問 題 点 が 2 つ 挙 げ

ら れ る 。 ま ず ， オ リ ジ ナ ル の ATLG-R-S3（ Herek & McLemore, 2010） は 3 項 目

の 尺 度 で あ る に も か か わ ら ず ， 日 本 で は 2 項 目 の 尺 度 と し て し か 妥 当 性 が 認 め

ら れ な か っ た こ と で あ る 。 項 目 数 が 少 な い 尺 度 で は 各 項 目 が 有 す る 重 み が 大 き

い た め ， 各 項 目 が 有 し 得 る 文 化 的 な 解 釈 の ず れ に よ る 尺 度 の 構 成 概 念 へ の 影 響

も ま た 大 き く な る 。 次 に ， 再 検 査 信 頼 性 の 値 が や や 低 い こ と で あ る 。 こ の こ と

か ら は ， 尺 度 の 信 頼 性 に 疑 問 が 呈 さ れ る だ け で は な く ， ATLG-J4 が 縦 断 的 な 研

究 に 耐 え 得 な い か も し れ な い こ と が う か が え る 。  

 

3.2 研 究 3 Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale 日 本 語 20

項 目版 の 作 成 と妥 当 性の 検 討 2 

目 的  

研 究 2 で 作 成 し た レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 を 測 定 す

る 尺 度 ATLG-J6， 4 の 信 頼 性 が 十 分 に 認 め ら れ な か っ た こ と を 受 け ， 研 究 3 で

は ， Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale（ Herek, 1988） を 日 本 語 訳 し ，

作 成 し た 20 項 目 の ATLG-J（ 以 下 ，ATLG-J20 と す る ）に つ い て 信 頼 性・妥 当 性

 

2 研 究 3 は ，以 下 の 論 文 と 学 会 ポ ス タ ー 発 表 の 内 容 を 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。

堀 川  佑 惟 ・ 岡  隆 (2018). Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale 日 本

語 20 項 目 版（ ATLG-J20）の 作 成 と 妥 当 性 の 検 討  社 会 心 理 学 研 究 , 34, 85-93. 

堀 川  佑 惟 ・ 岡  隆 （ 2017） Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale 日 本

語 6 項 目 版（ ATLG-J6）と 原 著 と の 関 連 の 検 討  日 本 社 会 心 理 学 会 第 58 回 大 会

発 表 論 文 集 , 339. 【 広 島 県 東 広 島 市 : 広 島 大 学 西 条 キ ャ ン パ ス , 2017 年 10 月

29 日 】  
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の 検 討 を 行 う 。 そ し て そ の 上 で ， 男 女 間 ・ 下 位 尺 度 間 の 得 点 差 に よ っ て ， 日 本

に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 の 男 女 差 に つ い て 確

認 す る 。  

具 体 的 に は ， ま ず ， ATLG-J20 の 下 位 尺 度 で あ る ATL Subscale（ 以 下 ， ATL-J

と す る ） と ATG Subscale（ 以 下 ， ATG-J と す る ） そ れ ぞ れ に つ い て 因 子 的 妥 当

性 を 確 認 し た 後 ，内 的 一 貫 性 と 再 検 査 信 頼 性 の 検 証 に よ っ て 信 頼 性 を 確 認 す る 。

そ の 後 ，両 下 位 尺 度 に つ い て ，男 女 間 ，下 位 尺 度 間 で の 得 点 差 ，収 束 的 妥 当 性 ，

社 会 的 望 ま し さ 反 応 と の 関 連 ， 潜 在 的 態 度 と の 関 連 を 確 認 す る 。 さ ら に ， 研 究

2 で 作 成 し た ATLG-J6 と の 測 定 概 念 の 一 致 を 確 認 す る 。  

方 法  

本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  

ATLG Scale の 日 本 語 訳  日 本 語 訳 に あ た り ， 原 著 者 の 許 可 を 得 た 。 そ し て ，

著 者 ら に よ っ て 日 本 語 訳 さ れ た ATLG Scale（ Herek, 1988） の 各 項 目 に つ い て ，

他 の 研 究 室 に 所 属 す る バ イ リ ン ガ ル の 研 究 協 力 者 に よ っ て 逆 翻 訳 が な さ れ た 。

逆 翻 訳 に よ っ て 作 成 さ れ た 英 文 に つ い て ， 原 文 と の 意 味 的 な 相 違 が そ の 研 究 協

力 者 に よ っ て 確 認 さ れ た 。 意 味 的 な 相 違 が み ら れ た 項 目 に つ い て は ， 筆 頭 著 者

と そ の 研 究 協 力 者 と の 話 し 合 い に よ っ て ， 最 終 的 な 日 本 語 訳 文 を 決 定 し た 。  

ま た ，研 究 2 で 作 成 し た ATLG-J6 に つ い て ，低 い 信 頼 性 が 報 告 さ れ て い る 尺

度 で あ る た め ， 翻 訳 元 で あ る ATLG Scale Revised 3-item version （ Herek & 

McLemore, 2010）の 全 項 目 に つ い て ，ATLG-J20 と 同 じ 研 究 協 力 者 に よ っ て 改 め

て 逆 翻 訳 が な さ れ た 。 こ の 逆 翻 訳 の 結 果 ， 6 項 目 中 4 項 目 が 研 究 2 と は 異 な る

訳 と な っ た 。こ の 逆 翻 訳 に よ っ て 作 成 し た 改 良 短 縮 版 を 以 下 ，ATLG-J6R（ Table 

3.4） と す る 。  

加 え て ，研 究 2 で 作 成 し た 6 項 目 の ATLG-J に つ い て も ，作 成 す る 20 項 目 版
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と の 測 定 概 念 の 一 致 を 調 べ る た め に 調 査 に 用 い た 。  

各 ATLG-J は ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 を そ れ ぞ れ 測 定 す る

ATL-J，ATG-J の 2 つ の 下 位 尺 度 か ら な る 。9 段 階 評 定 で あ る 場 合 の 教 示 は ，「 以

下 の そ れ ぞ れ の 主 張 に 対 し て ，「 1（ 非 常 に 反 対 ） ～ 9（ 非 常 に 賛 成 ）」 の 中 で ，

あ な た の 考 え に 最 も 近 い と こ ろ に ○を つ け て く だ さ い 。」 と さ れ た 。  

調 査 参 加 者 と 手 続 き  大 学 の 講 義 内 で 無 記 名 の 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 配 布

を 行 う 前 に ， 調 査 へ の 参 加 の 任 意 性 や 個 人 情 報 保 護 な ど に つ い て の ， 研 究 倫 理

に 関 す る 説 明 を 行 っ た 。 632 名 が 参 加 し ， う ち 回 答 に 欠 損 の な い ， 自 認 す る 性

が 出 生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る 異 性 愛 者 471 名（ 男 性 245 名 ，平 均 年 齢 19.71 歳 ，

SD  = 2.98; 女 性 226 名 ， 平 均 年 齢 19.14 歳 ， SD  = 1.07） が 分 析 対 象 と な っ た 。

そ の 2 週 間 後 ， 一 部 の 参 加 者 を 対 象 と し て 2 回 目 の 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 74

名 （ 男 性 25 名 ， 女 性 49 名 ） が ， 1 回 目 と 2 回 目 の 両 質 問 紙 調 査 へ の 参 加 を 確

認 さ れ た 。 ま た ， さ ら に 後 日 行 っ た 実 験 室 で の 潜 在 的 態 度 の 測 定 に は ， 1 回 目

質 問 紙 調 査 参 加 者 の う ち 参 加 希 望 者 60 名 （ 男 性 31 名 ， 女 性 29 名 ） が 参 加 し

た 。  

1 回 目 質 問 紙 の 構 成  ATLG-J：ATLG-J は 20，6R，6 の 順 に 掲 載 さ れ た 。た だ

Table 3.4

ATLG-J6R

ATG-J

1男性同士の性行為は、どうしようもなく間違っている。

2男性同性愛者は、気持ち悪いと思う。

*3男性の同性愛は、男性の性的関心の自然なあらわれのひとつである。

ATL-J

4女性同士の性行為は、どうしようもなく間違っている。

5女性同性愛者は、気持ち悪いと思う。

*6女性の同性愛は、女性の性的関心の自然なあらわれのひとつである。

注）*=逆転項目。
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し ， ATLG-J6 か ら は ， ATLG-J6R と 共 通 す る 2 項 目 を 省 略 し た 。 ATLG-J20 は 9

段 階 評 定 ， 6R， 6 は 7 段 階 評 定 で 用 い た 。  

そ の 他 の 尺 度：ATLG-J の 収 束 的 妥 当 性 を 確 認 す る た め に ，4 種 類 の 尺 度 を 用

い た 。 ま ず ， 両 面 価 値 的 セ ク シ ズ ム を 測 定 す る 尺 度 で あ る ， Ambivalent Sexism 

Inventory (ASI) 日 本 語 版（ Glick et al., 2000; 宇 井・山 本 ,  2001）を 用 い た 。こ の

尺 度 は ，「 女 性 は あ ま り に も 簡 単 に 気 分 を 害 し す ぎ る 」 な ど の 10 項 目 か ら な る

HS と ，「 女 性 は ，男 性 か ら 大 事 に さ れ ，守 ら れ な け れ ば な ら な い 」な ど の 11 項

目 か ら な る BS の 2 つ の 下 位 尺 度 か ら な る 。 1（ 非 常 に 反 対 ） か ら 7（ 非 常 に 賛

成 ） ま で の 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。 2 つ 目 に ， 権 威 主 義 的 伝 統 主 義 の 測 定

項 目 （ 吉 川 ,  1998） を 用 い た 。「 以 前 か ら な さ れ て き た や り 方 を 守 る こ と が ， 最

上 の 結 果 を 生 む 」 な ど の 9 項 目 に 対 し ， 1（ 非 常 に 反 対 ） か ら 7（ 非 常 に 賛 成 ）

ま で の 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。 3 つ 目 に ， エ イ ズ ・ エ イ ズ 患 者 に 対 す る 態

度 尺 度 （ 西 ,  2000） を 用 い た 。「 エ イ ズ 患 者 と 友 達 に な る こ と は 苦 痛 だ 」 な ど の

10 項 目 に 対 し ，1（ 全 く そ う 思 わ な い ）か ら 7（ 非 常 に そ う 思 う ）ま で の 7 段 階

評 定 で 回 答 を 求 め た 。 そ し て 4 つ 目 に ， 伝 統 的 家 族 観 の 測 度 と し て 平 等 主 義 的

性 役 割 態 度 ス ケ ー ル 短 縮 版 SESRA-S（ 鈴 木 ,  1994）を 用 い た 。「 女 性 の 居 る べ き

場 所 は 家 庭 で あ り ，男 性 の い る べ き 場 所 は 職 場 で あ る 。」な ど の 15 項 目 に 対 し ，

1（ ぜ ん ぜ ん そ う 思 わ な い ）か ら 5（ ま っ た く そ の 通 り だ と 思 う ）ま で の 5 段 階

評 定 で 回 答 を 求 め た 。  

加 え て ， 社 会 的 望 ま し さ 反 応 を 測 定 す る た め ， バ ラ ン ス 型 社 会 的 望 ま し さ 反

応 尺 度 日 本 語 版 （ 以 下 ， BIDR-J と す る ; 谷 ,  2008） を 用 い た 。 BIDR-J は ， 社 会

的 望 ま し さ 反 応 に つ い て 「 本 当 に 自 分 の 自 己 像 で あ る と 信 じ て 無 意 識 的 に 社 会

的 に 望 ま し く 回 答 す る 反 応 」 で あ る 自 己 欺 瞞 因 子 と 「 故 意 に 回 答 を 良 い 方 向 に

ゆ が め て ， 真 の 自 己 像 を 偽 る 反 応 」 で あ る 印 象 操 作 因 子 の 2 因 子 構 造 で そ れ ぞ
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れ 測 定 す る 尺 度 で あ る 。「 私 は 自 分 で 決 め た こ と を 後 悔 し な い 。」「 他 人 に は 言 え

な い よ う な こ と を し た こ と が あ る 。」な ど の 24 項 目 に 対 し ，1（ 全 く あ て は ま ら

な い ） か ら 7（ 非 常 に あ て は ま る ） ま で の 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。  

フ ェ イ ス シ ー ト：所 属 ，年 齢 ，出 生 時 の 身 体 性 ，性 自 認 ，性 的 指 向 を 尋 ね た 。

加 え て ， 1 回 目 の 質 問 紙 調 査 時 か ら 2 週 間 後 に 行 わ れ る 2 回 目 の 質 問 紙 調 査 に

お け る 回 答 を 同 一 参 加 者 の 1 回 目 の 回 答 と 結 び 付 け る た め ， 誕 生 日 4 桁 と 電 話

番 号 の 下 4 桁 か ら な る 8 桁 の 暗 証 番 号 の 記 入 欄 を 設 け た 。  

2 回 目 質 問 紙 の 構 成  再 検 査 信 頼 性 の 検 討 の み を 目 的 と し た 2 回 目 の 調 査 に

用 い た 質 問 紙 に は ，3 種 の ATLG-J と ，1 回 目 の 調 査 で 用 い ら れ た 8 桁 の 暗 証 番

号 の 記 入 欄 の み を 設 け た 。 検 査 － 再 検 査 で 同 じ 暗 証 番 号 が 記 入 さ れ た 質 問 紙 同

士 を ， 同 一 人 物 に よ る 回 答 と み な し た 。  

潜 在 的 態 度 の 測 定  1 回 目 の 質 問 紙 を 配 布 す る 時 に ， そ の 質 問 紙 調 査 と は 別

の 研 究 に お け る 実 験 参 加 者 の 募 集 と し て ， 潜 在 的 態 度 を 測 定 す る 実 験 室 調 査 の

参 加 者 募 集 を 行 っ た 。  

測 定 は ，実 験 室 で 1 名 ま た は 2 名 ず つ 行 っ た 。参 加 者 は PC 上 で ‘同 性 愛 者－

異 性 愛 者 ’IAT（ IAT Corp., 2017） を 実 施 し た 。 こ の IAT は ，「 異 性 愛 者 ・ 同 性 愛

者 」と「 良 い・悪 い 」と の 潜 在 的 連 合 強 度 を 測 定 す る テ ス ト で あ る 。試 行 で は ，

画 面 左 上 ， 右 上 に そ れ ぞ れ カ テ ゴ リ が 表 示 さ れ て い る 。 画 面 の 中 央 に 一 つ ず つ

表 示 さ れ る ， そ れ ら の カ テ ゴ リ に 属 す る 語 や 画 像 を ， キ ー ボ ー ド の I キ ー ま た

は E キ ー を 用 い て ，で き る だ け 早 く ，正 確 に ，画 面 左 上 ま た は 右 上 の い ず れ の

カ テ ゴ リ に あ て は ま る か 弁 別 す る 課 題 で あ る 。  

得 点 は ，Greenwald, Nosek, & Banaji（ 2003）の Improved algorithm に 従 っ て 算

出 し た 。「 異 性 愛 者 」 と 「 良 い 」 が 左 上 に ，「 同 性 愛 者 」 と 「 悪 い 」 が 右 上 に あ

る フ ェ イ ズ と ，「 異 性 愛 者 」「 同 性 愛 者 」の 位 置 が 反 対 と な る フ ェ イ ズ と が あ り ，
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そ れ ぞ れ の フ ェ イ ズ の 反 応 時 間 や 正 誤 を 得 点 算 出 の 基 と し て い る 。 得 点 が 高 い

ほ ど ，「 同 性 愛 者 」と「 悪 い 」と の 連 合 が 強 く ，同 性 愛 者 に 対 し ネ ガ テ ィ ブ な 潜

在 的 態 度 を 持 つ こ と を 示 す 。  

結 果  

ATLG-J20， 6R， 6 の 因 子 的 妥 当 性 の 確 認  ま ず ， ATLG-J20 の 下 位 尺 度 で あ

る ATL-J， ATG-J そ れ ぞ れ の 因 子 構 造 を 検 討 す る た め に ， 最 尤 法 に よ る 探 索 的

因 子 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， ATL-J の 第 一 因 子 は 分 散 の 45.51%を ， ATG-J の

第 一 因 子 は 分 散 の 49.59%を 説 明 し た 。 こ の 結 果 よ り ， 両 下 位 尺 度 に つ い て ，

Herek（ 1988） の ATLG Scale と 同 様 に 1 因 子 構 造 で あ る こ と が 示 さ れ た 。  

 ATLG-J20 の 下 位 尺 度 で あ る ATL-J，ATG-J そ れ ぞ れ の 因 子 構 造 に つ い て 確 認

す る た め ， 確 証 的 因 子 分 析 を 行 っ た （ Table 3.5）。 モ デ ル の 適 合 度 は ， ATL-J で

は SRMR = .070， GFI = .905， AGFI = .851， RMSEA = .111 で あ り ， ATG-J で は

SRMR = .054， GFI = .917， AGFI = .869， RMSEA = .098 で あ っ た 。 双 方 の 適 合

度 か ら ， あ る 程 度 の 因 子 的 妥 当 性 は 確 認 さ れ た 。  

ATLG-J の 信 頼 性 の 検 討  ATLG-J20，6R，6 の 記 述 統 計 量 を Table 3.6 に 示 す 。

ATLG-J20， 6R， 6 そ れ ぞ れ の α 係 数 は ， ATL-J が αs = .85, .75, .72， ATG-J が αs 

= .88, .72, .75 で あ っ た 。 ATLG-J20， 6R， 6 そ れ ぞ れ の 再 検 査 信 頼 性 係 数 に つ い

て は ， ATL-J が rs = .82, .80, .82， ATG-J が rs = .88, .84,  .85 と ， す べ て 高 い 値 が

み ら れ た 。  

以 降 の 分 析 結 果 に お い て も ，ATLG-J6R，6 そ れ ぞ れ の 間 に 特 筆 す べ き 差 異 は

み ら れ な か っ た 。ま た ，ATLG-J6R と 6，そ れ ぞ れ の ATL-J 間 ，ATG-J 間 の 相 関

は ， と も に r=.92 と き わ め て 高 い 値 で あ っ た 。 そ の た め ， 以 下 ， ATLG-J6 に 関

す る 結 果 報 告 は 割 愛 す る 。  

ATLG-J の 収 束 的 妥 当 性 の 検 討  ATLG-J20， 6R と ， HS， BS， 権 威 主 義 的 伝



第Ⅰ部 レズビアン・ゲイ男性に対する異性愛者の偏見 

56 

 

統 主 義 ， エ イ ズ ・ エ イ ズ 患 者 に 対 す る 態 度 ， 伝 統 的 家 族 観 と の 関 連 を 検 討 す る

た め ， 相 関 分 析 を 行 っ た 。 結 果 を Table 3.7 に 示 す 。 両 ATLG-J と も す べ て の 変

数 と の 間 に 先 行 研 究 で 報 告 さ れ た 値 と 同 程 度 の 有 意 な 相 関 が 確 認 さ れ ， 収 束 的

妥 当 性 が 支 持 さ れ た 。  

ATLG-J と 社 会 的 望 ま し さ 反 応 と の 関 連  ATLG-J20 の 下 位 尺 度 ATL-J と 自

己 欺 瞞 と の 間 （ r  = .09, p  = .048）， ATLG-J6R の 下 位 尺 度 ATG-J と 印 象 操 作 と の

項目 推定値 R
2

1 女性同性愛者達は、どうしても私たちの社会に合わせることができない。 0.59 0.35

2* いかなる状況においても、女性の同性愛が雇用差別の理由となってはならない。 -0.35 0.12

3
女性の同性愛が社会にとって有害なのは、それが男女間のあるべき垣根を壊してしま

うためだ。
0.57 0.32

4* 私的で合意のある女性同士の性行為を取り締まっている法律は、緩和されるべきだ。 -0.47 0.22

5 女性の同性愛は、ばち当たりだ。 0.68 0.46

6 女性同性愛者達の数が増えることは、日本のモラルの低下を表す。 0.75 0.56

7*
女性の同性愛それ自体には問題はない。むしろ、女性の同性愛に対する社会の扱い方

のほうが問題となり得る。
-0.55 0.30

8 女性の同性愛は、多くの基本的な社会制度にとっての脅威だ。 0.67 0.44

9 女性の同性愛は、下品な性のあり方だ。 0.86 0.74

10 女性同性愛者達は、病気だ。 0.69 0.48

11*
男女の夫婦と同じように、男性同性愛者達は、子どもの里親になることが許されるべ

きだ。
-0.54 0.29

12 男性同性愛者達には嫌気がさす、と私は考える。 0.81 0.65

13 男性同性愛者達は、学校の先生になってはならない。 0.71 0.50

14 男性の同性愛は、変態である。 0.77 0.60

15*
他の生物種でみられるように、人間の男性の同性愛も、性のあり方のひとつの自然な

あらわれだ。
-0.59 0.35

16 同性愛の感情を持っている男性は、その感情を克服するためになんでもするべきだ。 0.51 0.26

17* もし自分の息子が同性愛者だとわかっても、そんなに落ち込むことはないだろう。 -0.48 0.23

18 男性同性愛的な行為は、どうしようもなく間違っている。 0.79 0.63

19 男性同士の結婚などという考えは、私には馬鹿げて思える。 0.83 0.69

20* 男性の同性愛は、非難されるべきでないライフスタイルのひとつにすぎない。 -0.49 0.24

CFA

注）項目1-10: ATL-J、項目11-20: ATG-J。*は逆転項目。

推定値は下位尺度ごとにそれぞれ行われた確証的因子分析によって得られた標準化パス係数。

Table 3.5

ATLG-J20の項目と確証的因子分析（CFA）の結果（研究3）
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間 （ r  = -.10, p  = .036） に そ れ ぞ れ わ ず か な 相 関 が み ら れ た こ と を 除 き ， ATLG-

J20，6R と 社 会 的 望 ま し さ 反 応 と の 間 に 有 意 な 相 関 は み ら れ な か っ た（ Table 3.7）。

研 究 2 と 同 様 に ， ATLG-J に よ っ て 測 定 さ れ る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す

る 態 度 は ，社 会 的 望 ま し さ に よ る 影 響 を 受 け に く い も の で あ る こ と が 示 さ れ た 。 

ATLG-J と 同 性 愛 者 に 対 す る 潜 在 的 態 度 と の 関 連  ‘同 性 愛 者 － 異 性 愛 者 ’IAT

の 平 均 得 点 は 0.00（ SD=0.43）で あ っ た 。こ の 結 果 か ら ，参 加 者 ら に と っ て ，こ

ATL-J ATG-J ATL-J ATG-J ATL-J ATG-J

M  (SD)

男性 2.73 (1.22) 3.55 (1.51) 2.98 (1.20) 3.32 (1.27) 2.98 (1.19) 3.29 (1.34)

女性 2.66 (1.16) 3.00 (1.29) 2.65 (1.15) 2.75 (1.14) 2.60 (1.15) 2.65 (1.17)

全体 2.70 (1.19) 3.29 (1.43) 2.82 (1.19) 3.05 (1.24) 2.80 (1.18) 2.98 (1.30)

α .85 .88 .75 .72 .72 .75

　注）n =471。男性245名、女性226名。

ATLG-J6

Table 3.6

ATLG-J20、6R、6の記述統計量（研究3）

ATLG-J20 ATLG-J6R

ATL-J ATG-J ATL-J ATG-J

両面価値的セクシズム1

　嫌悪的セクシズム1 .26*** .27*** .25*** .29***

　好意的セクシズム1 .24*** .23*** .21*** .20***

権威主義的伝統主義1 .38*** .26*** .27*** .25***

エイズに対する態度1 .39*** .43*** .36*** .42***

伝統的家族観1 .38*** .44*** .37*** .43***

社会的望ましさ反応1

自己欺瞞1 .09* .00 .04 .04

印象操作1 .01 -.05 -.04 -.10

潜在的態度2 .04 .15 .02 .09

ATLG-J6R

Table 3.7

ATLG-J20、6Rと関連概念との相関係数（研究3）

注）1: n =471、2: n =60。*p < .05、***p < .001。

ATLG-J20
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の IAT の カ テ ゴ リ で あ っ た 「 同 性 愛 者 」 は 「 良 い 」 と も 「 悪 い 」 と も 連 合 し て

い な い こ と が 示 唆 さ れ た と い え る 。ま た ，ATLG-J20，6R そ れ ぞ れ の 下 位 尺 度 と

IAT 得 点 と の 相 関 は ， い ず れ も 有 意 で は な か っ た （ rs = .02-.15, ps > .26; Table 

3.4）。研 究 2 と 同 様 に ，ATLG-J に よ っ て 測 定 さ れ る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に

対 す る 顕 在 的 態 度 は ， 潜 在 的 態 度 と 関 連 し な い も の で あ る こ と が 示 さ れ た 。  

ATLG-J20 と 6R と の 関 連 の 検 討  ATLG-J20 と 6R と の 各 下 位 尺 度 間 の 相 関

係 数 は ，ATL-J で は r  = .69，ATG-J で は r  = .79 と い う 高 い 値 で あ っ た（ ps < .001）。

ATLG-J20 と ATLG-J6R は ， 測 定 概 念 が ほ ぼ 一 致 し た 尺 度 で あ る こ と が 示 さ れ

た 。  

ATLG-J の 男 女 間・下 位 尺 度 間 の 得 点 差 の 検 討  ATLG-J20，6R を 目 的 変 数 と

し ，2（ 性 別 : 男 対 女 ）×2（ 下 位 尺 度 : ATL-J 対 ATG-J）の 2 要 因 混 合 計 画 の 分 散

分 析 を 行 っ た 。そ の 結 果 ，両 尺 度 と も に 有 意 な 性 別 の 主 効 果（ Fs(1, 469) = 7.66, 

17.83, ps < .01, ηp
2s = .016, .037）， 下 位 尺 度 の 主 効 果 （ Fs(1, 469) = 163.33, 59.06, 

ps < .001, ηp
2s = .258, .112）， 交 互 作 用 （ Fs(1, 469) = 27.02, 16.45, ps < .001, ηp

2  

= .054, .034） が み ら れ た 。 性 別 の 2 水 準 に よ る 下 位 尺 度 の 単 純 主 効 果 の 検 定 を

行 っ た と こ ろ ，両 尺 度 と も ，男 性（ ts(469) = 12.98, 8.47, ps < .001, ds = .84, .38），

女 性 （ ts(469) = 5.26, 2.52, ps < .02, ds = .26, .09） と も に ATG-J は ATL-J よ り も

有 意 に 得 点 が 高 か っ た 。 下 位 尺 度 の 2 水 準 に よ る 性 別 の 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行

っ た と こ ろ ， ATLG-J6R で は ATL-J（ t(938) = 3.01, p  = .003, d  = 0.52）， ATG-J

（ t(938) = 5.14, p < .001,  d  = 0.67） と も に 男 性 は 女 性 よ り も 有 意 に 得 点 が 高 か っ

た 。 一 方 ， ATLG-J20 で は ATG-J の み で 男 性 が 女 性 よ り も 有 意 に 得 点 が 高 く

（ t(938) = 4.53, p  < .001,  d  = 0.59）， ATL-J に お い て は 有 意 な 得 点 の 男 女 差 は み

ら れ な か っ た （ t(938) = 0.60, p  = .55,  d  = 0.10）。 両 尺 度 に お い て ， 男 性 異 性 愛 者

が 女 性 異 性 愛 者 よ り も ATG 得 点 が 高 く ，男 性 異 性 愛 者 に お い て ATG 得 点 が ATL
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得 点 よ り も 高 い ， と い う ， Herek（ 1988） 及 び 研 究 2 の 結 果 は 再 現 さ れ た 。  

考 察  

研 究 3 の 目 的 は ， Attitudes Toward Lesbians and Gay Men Scale（ Herek, 1988）

を 日 本 語 訳 し ，作 成 し た 20 項 目 の ATLG-J20 に つ い て 信 頼 性・妥 当 性 の 検 討 を

行 う こ と ， そ し て そ の 男 女 間 ・ 下 位 尺 度 間 の 得 点 差 に よ っ て ， 日 本 に お け る レ

ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 の 男 女 差 に つ い て 確 認 す る こ と

で あ っ た 。  

 ATLG-J20 の 信 頼 性 ・妥 当 性 の 面 か ら ，ATLG-J20 は 研 究 2 で 作 成 し た ATLG-

J6,4 の 上 位 互 換 と 言 え る 。 逆 翻 訳 法 に よ っ て ATLG Scale の 日 本 語 版 で あ る

ATLG-J20 が 作 成 さ れ ，因 子 的 妥 当 性 ，オ リ ジ ナ ル の ATLG Scale（ Herek, 1988）

と 同 様 の 性 別 ・ 下 位 尺 度 毎 の 回 答 傾 向 ， 信 頼 性 ， 収 束 的 妥 当 性 が 認 め ら れ た 。

ま た ， 社 会 的 望 ま し さ 反 応 と の 関 連 も ほ と ん ど み ら れ な か っ た 。 研 究 2 と 同 様

に 潜 在 的 態 度 と の 関 連 は み ら れ な か っ た も の の ，ATLG-J20 に つ い て ，レ ズ ビ ア

ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 顕 在 的 な 態 度 を 測 定 す る 尺 度 と し て の 十 分 な 妥 当 性 が

認 め ら れ た と い え よ う 。  

そ し て ，同 様 に 妥 当 性 が 認 め ら れ た ATLG-J6R と の 高 い 相 関 に よ っ て ，ATLG-

J20 と ATLG-J6R と の 測 定 概 念 が ほ ぼ 一 致 し て い る こ と が 認 め ら れ た 。 得 点 の

男 女 差 や 下 位 尺 度 間 差 も 研 究 2 調 査 1 の 結 果 を 三 度 再 現 す る も の で あ っ た 。 こ

れ ら の こ と か ら ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 の 中 で も ゲ

イ 男 性 に 対 す る 男 性 の 態 度 は 特 に ネ ガ テ ィ ブ で あ る ， と い う ， 多 く の 他 国 に お

け る 先 行 研 究 で み ら れ て き た 傾 向 が 日 本 に お い て も み ら れ る と い う 結 果 の 頑 健

性 が 認 め ら れ た と い え る 。   
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第 4 章  レズビアン 及びゲイ男性に対する異性愛者のステレオタイプ  

第 3 章 で は ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 そ れ ぞ れ に 対 す る 異 性 愛 者 の 男 女 そ れ

ぞ れ の 態 度 に つ い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， ゲ イ 男 性 に 対 す る 男 性 異 性 愛 者 の 態

度 が 特 に ネ ガ テ ィ ブ で あ る こ と が 示 さ れ た 。 こ の 男 女 差 の 背 景 に つ い て 検 討 す

べ く ， こ の 第 4 章 で は ， 異 性 愛 者 に と っ て ， 伝 統 的 男 性 ス テ レ オ タ イ プ を 示 す

高 作 動 性 ・ 低 共 同 性 と ， 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ を 示 す 高 共 同 性 ， 低 作 動 性

の い ず れ が レ ズ ビ ア ン や ゲ イ 男 性 に よ り 当 て は ま り が 良 い か に 焦 点 を 当 て た 。  

こ の 第 4 章 で は ， 性 格 特 性 で あ る 共 同 性 ・ 作 動 性 の 2 次 元 を 用 い た レ ズ ビ ア

ン 及 び ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ の 検 討 を 行 っ た 研 究 4 の 報 告 を 行 う 。  

 

4.1 研究 4 共同性・作動性の 2 次元を用いたレズビアン及び ゲイ男

性ステレオタイプの検討  

目 的  

研 究 4 で は ， 異 性 愛 者 に と っ て ， 高 作 動 性 ・ 低 共 同 性 で 示 さ れ る 伝 統 的 男 性

ス テ レ オ タ イ プ と ， 高 共 同 性 ， 低 作 動 性 で 示 さ れ る 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ

の い ず れ が レ ズ ビ ア ン や ゲ イ 男 性 に よ り 当 て は ま り が 良 い か を 検 討 す る 。  

本 研 究 で は ， 優 位 な レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ プ ， ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ の

探 索 的 検 討 に よ り ， こ の 検 討 を 行 う こ と と す る 。 山 本 ・ 岡 （ 2018） に よ る と ，

優 位 な ス テ レ オ タ イ プ 的 特 性 と は ，対 象 集 団 に 対 す る 当 て は ま り の 程 度 が 強 く ，

対 象 集 団 を 考 え る 際 に 一 番 に 思 考 上 に 浮 か び や す い ， す な わ ち ， ア ク セ ス 可 能

性 が 高 い ス テ レ オ タ イ プ 的 特 性 で あ る 。 ま た ， 非 優 位 な ス テ レ オ タ イ プ 的 特 性

と は ， 対 象 集 団 に 対 す る 当 て は ま り の 程 度 が 相 対 的 に 弱 く ， 対 象 集 団 を 考 え る

際 に 思 考 上 に 浮 か び に く い ， す な わ ち ， ア ク セ ス 可 能 性 が 低 い ス テ レ オ タ イ プ

的 特 性 で あ る 。 本 研 究 の 方 法 は ， こ の ス テ レ オ タ イ プ の 優 位 性 の 考 え に 基 づ い
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て 女 性 ス テ レ オ タ イ プ に 当 て は ま り の 良 い 性 格 特 性 語 を 選 定 し た 山 本・岡（ 2016）

に 準 ず る 。  

方 法  

本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  

調 査 参 加 者  質 問 紙 調 査 参 加 者 114 名 の う ち ， 分 析 対 象 者 は 自 認 す る 性 が 出

生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る 異 性 愛 者 97 名（ 男 性 67 名 ，女 性 30 名 。Mage=19.06，

SD=1.13） で あ っ た 。  

質 問 紙 の 内 容  質 問 紙 で は ， 沼 崎 ・ 小 野 ・ 高 林 ・ 石 井 （ 2006） の 性 格 特 性 語

64 語 を 連 体 修 飾 語 の 形 に 統 一 し た も の に つ い て ，レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に そ

れ ぞ れ ど の 程 度 あ て は ま る か を ，1（ 全 く 当 て は ま ら な い ）か ら 7（ 非 常 に あ て

は ま る ）の 7 段 階 で 尋 ね た 。こ の 語 群 は ，2（ ジ ェ ン ダ ー：伝 統 的 男 性 対 伝 統 的

女 性 ）×2（ 共 同 作 動；共 同 性 対 作 動 性 ）×2（ 感 情 価：ポ ジ テ ィ ブ 対 ネ ガ テ ィ ブ ）

の 8 つ の 下 位 分 類 を 持 つ 。 レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 の ど ち ら に つ い て 先 に 問 う か

は ， カ ウ ン タ ー バ ラ ン ス が 取 ら れ た 。  

そ の 後 ， フ ェ イ ス シ ー ト に て 年 齢 ， 出 生 時 の 身 体 性 ， 性 自 認 ， 性 的 指 向 を 尋

ね た 。 加 え て ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 そ れ ぞ れ に つ い て 「 会 っ て 話 し た 経 験

の 有 無 」「 実 在 の 人 物 を 知 っ て い る か 否 か 」「 空 想 上 の 人 物 を 知 っ て い る か 否 か 」

を 探 索 的 に 尋 ね た 。  

結 果  

 64 語 の 性 格 特 性 語 そ れ ぞ れ に つ い て ， 男 性 参 加 者 か ら レ ズ ビ ア ン へ の 評 定 ，

男 性 参 加 者 か ら ゲ イ 男 性 へ の 評 定 ， 女 性 参 加 者 か ら レ ズ ビ ア ン へ の 評 定 ， 女 性

参 加 者 か ら ゲ イ 男 性 へ の 評 定 （ そ れ ぞ れ 以 下 ， M→L， M→G ， F→L， F→G と

す る ）の 4 つ そ れ ぞ れ の 平 均 点 を 算 出 し た（ Table 4.1）。各 語 群 の 信 頼 性 に つ い

て は ， αs > .70 と い う 概 ね 高 い 値 が 確 認 さ れ た 。 以 降 ， 性 格 特 性 語 64 語 を ， こ
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の 4 つ の 変 数 を 持 つ 64 名 の デ ー タ と み な し て 扱 う 。  

 レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 が 優 位 に 持 た れ て い る ス テ レ オ タ イ プ を 表 す 性 格 特 性

語 群 を 確 認 す る た め ，上 記 4 変 数 を 従 属 変 数 と し て ，2（ ジ ェ ン ダ ー：伝 統 的 男

性 対 伝 統 的 女 性 ） ×2（ 共 同 作 動 ： 共 同 性 対 作 動 性 ） ×2（ 感 情 価 ： ポ ジ テ ィ ブ 対

ネ ガ テ ィ ブ ） の 参 加 者 間 分 散 分 析 を 実 施 し た （ Table 4.2）。 M→L に つ い て は ，

主 効 果 も 交 互 作 用 も み ら れ な か っ た（ Fs<1, ps>.32）。M→G に つ い て は ，3 次 交

互 作 用 が 有 意 で あ っ た （ F(1, 56)=8.45, p=.005, ηp
2=.13）。全 パ タ ー ン の 単 純 主 効

果 検 定 を 実 施 し た 結 果 ，伝 統 的 女 性・共 同 性・ポ ジ テ ィ ブ の 語 群（「 優 し い 」「 家

庭 的 な 」「 親 し み や す い 」な ど ; M=4.24, SD=1.02）及 び 伝 統 的 男 性 ・作 動 性 ・ポ

ジ テ ィ ブ の 語 群（「 自 信 の あ る 」「 勇 敢 な 」「 決 断 力 の あ る 」な ど ; M=4.00, SD=1.00）

の 得 点 が 他 の 語 群 の 得 点 よ り も 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た 。 F→L と F→G に つ

い て は ， 双 方 と も 感 情 価 の 主 効 果 が 有 意 で あ り ，（ F→L で は F(1, 56)=81.40, 

p<.001, ηp
2=.59; F→G で は F(1, 56)=60.89, p<.001, ηp

2=.52）。ま た ，双 方 と も ジ ェ

ン ダ ー と 共 同 作 動 の 2 次 交 互 作 用 （ F→L で は F(1, 56)=12.42, p=.001, ηp
2=.18; 

F→G で は F(1, 56)=18.34, p<.001, ηp
2=.25） が 有 意 で あ っ た た め ， 両 評 定 に つ い

対象 ポジ ネガ ポジ ネガ ポジ ネガ ポジ ネガ

3.84 3.56 4.10 3.63 4.10 3.59 3.70 3.33

(0.85) (0.97) (1.06) (1.20) (1.00) (0.82) (0.92) (0.91)

3.70 3.51 4.00 3.34 4.24 3.65 3.49 3.38

(0.86) (0.86) (1.00) (1.05) (1.02) (0.91) (0.93) (1.02)

3.70 3.02 4.04 3.01 4.35 3.43 3.76 3.05

(0.98) (1.06) (1.11) (1.05) (1.29) (1.05) (1.03) (1.11)

3.79 3.07 3.97 3.11 4.50 3.72 3.68 3.19

(1.00) (1.12) (1.19) (1.11) (1.20) (1.13) (1.02) (0.98)

注）括弧内は標準偏差。

レズビアン

ゲイ男性

レズビアン

ゲイ男性

男性

異性愛者

(n =67)

女性

異性愛者

(n =30)

Table 4.1

語群・ステレオタイプ保持者の性別・ステレオタイプ対象の性的指向毎のステレオタイプ評定平均点（研究4）

伝統的男性 伝統的女性

低作動性高共同性高作動性低共同性ステレオ

タイプ

保持者
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て 全 パ タ ー ン の 単 純 主 効 果 検 定 を 実 施 し た 。 そ れ ら の 結 果 よ り ， 伝 統 的 女 性 ・

共 同 性 ・ ポ ジ テ ィ ブ の 語 群 の 得 点 が 他 の 語 群 の 得 点 よ り も ， F→L （ M=4.35, 

SD=1.29）， F→G（ M=4.50, SD=1.20） と も に 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た 。  

 分 散 分 析 で 主 効 果 も 交 互 作 用 も み ら れ な か っ た M→L の 64 語 に つ い て ，優 位

な ス テ レ オ タ イ プ を 示 す 性 格 特 性 語 を 検 出 す る た め ， ク ラ ス タ ー 分 析 （ 平 方 ユ

ー ク リ ッ ド 距 離 ， ウ ォ ー ド 法 ） に よ っ て 4 ク ラ ス タ ー に 分 類 し た （ Table 4.3）。

4 ク ラ ス タ ー を 説 明 変 数 ， 評 定 平 均 点 を 目 的 変 数 と し た 一 元 配 置 分 散 分 析 を 行

っ た 結 果 ， 主 効 果 が 有 意 で あ っ た （ F(3, 60)=168.06, p<.001）。 Shaffer 法 に よ る

多 重 比 較 の 結 果 ， 1 つ の ク ラ ス タ ー （ M=4.26, SD=0.23） が 他 の ク ラ ス タ ー よ り

も 有 意 に 得 点 が 高 い こ と が 示 さ れ た（ ps<.001）。こ の ク ラ ス タ ー は ，「 う る さ い 」

「 口 出 し す る 」「 意 志 の 弱 い 」「 弱 弱 し い 」「 気 立 て の 良 い 」「 協 力 的 な 」「 親 し み

や す い 」「 お し と や か な 」「 自 分 勝 手 な 」「 と っ つ き に く い 」「 ご う 慢 な 」「 独 立 し

た 」「 意 志 の 強 い 」「 決 断 力 の あ る 」「 自 信 の あ る 」 の 15 語 か ら な り ， 8 語 群 の

語 を 1 語 か ら 3 語  

レズビアン ゲイ男性 レズビアン ゲイ男性

ジェンダー(A) 0.97 0.37 4.76* 9.71**

ネガポジ(B) 0.33 23.13*** 81.40*** 60.89***

共同作動(C) 0.56 7.81** 2.89† 9.43**

A×B 0.47 0.21 0.01 0.73

A×C 0.10 12.29** 12.42*** 18.34***

B×C 0.21 0.01 0.15 0.22

A×B×C 0.20 8.45** 2.34 1.39

ステレオタイプの保持者と対象となる同性愛者(F )

男性異性愛者 女性異性愛者

†p <.10, *p <.05, **p <.01, ***p <.001

Table 4.2

評定平均点を目的変数，語群を説明変数とした参加者間分散分析（研究4）
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性格特性語 ジェンダー 共同作動 感情価 レズビアン ゲイ男性 レズビアン ゲイ男性

独立した 伝統的男性 低共同性 ポジティブ 4 4 3 3

気ままな 伝統的男性 低共同性 ポジティブ 3 3 4 4

束縛されない 伝統的男性 低共同性 ポジティブ 3 2 3 2

堂々とした 伝統的男性 低共同性 ポジティブ 3 3 3 4

分析的な 伝統的男性 低共同性 ポジティブ 3 2 3 3

冷静な 伝統的男性 低共同性 ポジティブ 3 3 3 3

孤高の 伝統的男性 低共同性 ポジティブ 2 2 3 2

論理的な 伝統的男性 低共同性 ポジティブ 2 2 2 2

自分勝手な 伝統的男性 低共同性 ネガティブ 4 3 2 2

とっつきにくい 伝統的男性 低共同性 ネガティブ 4 3 2 2

孤独な 伝統的男性 低共同性 ネガティブ 3 3 2 2

批判的な 伝統的男性 低共同性 ネガティブ 3 2 1 1

無愛想な 伝統的男性 低共同性 ネガティブ 3 1 1 1

打ち解けない 伝統的男性 低共同性 ネガティブ 2 2 1 2

そっけない 伝統的男性 低共同性 ネガティブ 2 1 1 1

独りよがりな 伝統的男性 低共同性 ネガティブ 1 3 2 2

意志の強い 伝統的男性 高作動性 ポジティブ 4 4 4 4

決断力のある 伝統的男性 高作動性 ポジティブ 4 4 4 3

自信のある 伝統的男性 高作動性 ポジティブ 4 4 3 3

統率力のある 伝統的男性 高作動性 ポジティブ 3 2 3 3

勇敢な 伝統的男性 高作動性 ポジティブ 3 4 4 3

はっきりした 伝統的男性 高作動性 ポジティブ 2 4 4 3

指導力のある 伝統的男性 高作動性 ポジティブ 1 1 2 2

有能な 伝統的男性 高作動性 ポジティブ 1 3 3 3

ごう慢な 伝統的男性 高作動性 ネガティブ 4 2 2 2

高圧的な 伝統的男性 高作動性 ネガティブ 3 1 2 2

攻撃的な 伝統的男性 高作動性 ネガティブ 3 1 2 1

頑固な 伝統的男性 高作動性 ネガティブ 2 2 2 3

支配的な 伝統的男性 高作動性 ネガティブ 2 1 1 1

闘争的な 伝統的男性 高作動性 ネガティブ 2 2 2 1

威圧的な 伝統的男性 高作動性 ネガティブ 1 1 1 1

強引な 伝統的男性 高作動性 ネガティブ 1 3 1 2

男性異性愛者 女性異性愛者

Table 4.3

性格特性語64語の評定平均点によるクラスター分析の結果（研究4）

語群

ステレオタイプの保持者と対象となる同性愛者
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気立ての良い 伝統的女性 高共同性 ポジティブ 4 4 4 4

協力的な 伝統的女性 高共同性 ポジティブ 4 4 4 4

親しみやすい 伝統的女性 高共同性 ポジティブ 4 4 4 4

世話好きな 伝統的女性 高共同性 ポジティブ 2 4 4 4

面倒見の良い 伝統的女性 高共同性 ポジティブ 2 4 4 4

優しい 伝統的女性 高共同性 ポジティブ 2 4 4 4

温かい 伝統的女性 高共同性 ポジティブ 1 4 4 4

家庭的な 伝統的女性 高共同性 ポジティブ 1 4 4 4

うるさい 伝統的女性 高共同性 ネガティブ 4 2 2 2

口出しする 伝統的女性 高共同性 ネガティブ 4 3 2 2

おせっかいな 伝統的女性 高共同性 ネガティブ 3 3 3 3

うわさ好きな 伝統的女性 高共同性 ネガティブ 2 3 3 3

おしゃべりな 伝統的女性 高共同性 ネガティブ 2 4 4 4

干渉的な 伝統的女性 高共同性 ネガティブ 2 3 3 2

でしゃばりな 伝統的女性 高共同性 ネガティブ 1 2 1 2

八方美人な 伝統的女性 高共同性 ネガティブ 1 1 2 2

おしとやかな 伝統的女性 低作動性 ポジティブ 4 2 3 2

謙虚な 伝統的女性 低作動性 ポジティブ 3 3 3 2

もの静かな 伝統的女性 低作動性 ポジティブ 3 2 2 2

可愛らしい 伝統的女性 低作動性 ポジティブ 2 1 4 4

純真な 伝統的女性 低作動性 ポジティブ 2 3 4 4

おっとりした 伝統的女性 低作動性 ポジティブ 1 2 3 2

控えめな 伝統的女性 低作動性 ポジティブ 1 1 3 2

優雅な 伝統的女性 低作動性 ポジティブ 1 1 2 2

意志の弱い 伝統的女性 低作動性 ネガティブ 4 1 1 1

弱弱しい 伝統的女性 低作動性 ネガティブ 4 2 1 2

依存的な 伝統的女性 低作動性 ネガティブ 3 3 3 3

頼りない 伝統的女性 低作動性 ネガティブ 3 2 1 2

意見のない 伝統的女性 低作動性 ネガティブ 2 1 1 1

おくびょうな 伝統的女性 低作動性 ネガティブ 2 2 2 2

受け身的な 伝統的女性 低作動性 ネガティブ 1 3 3 2

流されやすい 伝統的女性 低作動性 ネガティブ 1 1 1 1

注）全ての保持者－対象者の組み合わせにおいて，評定平均点はクラスター4>3>2>1。すなわち，クラスター

の値が大きいほど，そのクラスターに含まれる語群は対象となる同性愛者によく当てはまると評されているこ

とを示す。

（Table 4.3の続き）
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ず つ 有 し た 。 M→G， F→L， F→G に つ い て も 同 様 に ク ラ ス タ ー 分 析 を 行 い ， 全

て 4 ク ラ ス タ ー に 分 類 し た 。 4 評 定 全 て で 最 も 得 点 が 高 い ク ラ ス タ ー に 分 類 さ

れ た 語 は ，「 気 立 て の 良 い 」「 協 力 的 な 」「 親 し み や す い 」「 意 志 の 強 い 」 の 4 語

で あ っ た 。  

考 察  

異 性 愛 者 に と っ て ， レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 に は ， 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ

が 比 較 的 当 て は ま り が 良 い こ と が 示 さ れ た 。 た だ し 例 外 と し て ， 男 性 異 性 愛 者

が 持 つ レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ プ に つ い て は ， 本 研 究 で 扱 っ た 3 次 元 で う ま く

表 す こ と が で き な か っ た 。  

ゲ イ 男 性 に つ い て ， 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ が 比 較 的 当 て は ま り が 良 い こ

と に つ い て は ， 欧 米 で 行 わ れ て き た 先 行 研 究 （ Blashill & Powlishta, 2009; Fiske, 

Cuddy, Glick, & Xu, 2002） の 知 見 と 一 致 す る 。 一 方 で ， レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ

イ プ に つ い て は ， 男 女 双 方 の 異 性 愛 者 か ら ゲ イ 男 性 や 女 性 異 性 愛 者 以 上 に 男 性

的 に 評 さ れ る こ と を 示 し た 先 行 研 究 （ Blashill & Powlishta, 2009） と は 異 な る 傾

向 が み ら れ た 。 レ ズ ビ ア ン に 対 し て も 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ の 当 て は ま り

が 比 較 的 良 い と 女 性 異 性 愛 者 が 評 す る と い う こ と は ， 日 本 の 女 性 異 性 愛 者 が レ

ズ ビ ア ン を 女 性 的 で あ る と 考 え て い る こ と を 示 唆 す る 。 ま た ， 男 女 異 性 愛 者 の

ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ ， 女 性 異 性 愛 者 の レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ プ は ポ ジ テ

ィ ブ な も の が 優 位 で あ っ た 。 こ の こ と か ら は ， 異 性 愛 者 は レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ

男 性 に 対 し ， 共 同 性 ・ 作 動 性 に つ い て は 少 な く と も 顕 在 的 に は ポ ジ テ ィ ブ な 評

価 を し て い る と 言 え る 。 こ の こ と か ら ， ス テ レ オ タ イ プ の 感 情 価 が レ ズ ビ ア ン

及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 の 原 因 で あ る と 考 え る こ と は 難 し い で あ ろ う 。  

し か し ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の ス テ レ オ タ イ プ が ポ ジ

テ ィ ブ な も の で あ っ た と し て も ， そ の ス テ レ オ タ イ プ が 偏 見 の 原 因 に な る 可 能
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性 は 十 分 に 考 え ら れ る 。 た と え ば ， ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ に つ い て は ， 高 作

動 性 ・ 低 共 同 性 に よ っ て 表 さ れ る 伝 統 的 男 性 ス テ レ オ タ イ プ か ら は 逸 脱 し て い

る と 言 え る 。 研 究 2， 研 究 3 に お い て は ， セ ク シ ズ ム の 強 さ と ゲ イ 男 性 に 対 す

る ネ ガ テ ィ ブ な 顕 在 的 態 度 と の 関 連 が み ら れ て い る 。 こ れ ら の こ と か ら ， ゲ イ

男 性 が 伝 統 的 男 性 ス テ レ オ タ イ プ か ら 逸 脱 し て い る と み な さ れ て い る こ と が ，

研 究 1 で 確 認 さ れ た ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 ， 特 に 男 性 異 性 愛 者 の 偏

見 の 一 要 因 に な っ て い る と 考 え ら れ よ う 。  

一 方 で ， 女 性 異 性 愛 者 が 有 す る レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ プ に つ い て は ， 作 動

性 が と り わ け 低 く 示 さ れ て い る と は 言 い 難 い も の の 高 い 共 同 性 が 示 さ れ て い る

た め に ， 性 役 割 か ら の 大 き な 逸 脱 を 示 し て い る と は 言 い 難 い 。 こ の こ と か ら ，

女 性 異 性 愛 者 か ら レ ズ ビ ア ン に 対 す る 偏 見 に つ い て ， 日 本 と 先 行 研 究 が 行 わ れ

た 諸 外 国 と で 要 因 が 異 な る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 研 究 で 扱 っ て い な い ス テ レ

オ タ イ プ や ， ス テ レ オ タ イ プ 以 外 の 要 因 を 検 討 す る こ と で ， 女 性 異 性 愛 者 か ら

レ ズ ビ ア ン へ の 偏 見 に つ い て の 更 な る 理 解 に 繋 が る で あ ろ う 。  

そ し て ， 唯 一 の 例 外 で あ っ た 男 性 異 性 愛 者 が 有 す る レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ

プ に つ い て は ， 一 概 に ポ ジ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ が 優 位 で あ る と も 言 え な い

も の で あ っ た 。 男 性 異 性 愛 者 は ゲ イ 男 性 に 対 し て は ポ ジ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ

プ を 有 し て い た 。 こ の こ と か ら ， 研 究 2， 研 究 3 に お い て 示 さ れ た ， 男 性 異 性

愛 者 は レ ズ ビ ア ン よ り も ゲ イ 男 性 に 対 し ネ ガ テ ィ ブ な 態 度 を 有 す る と い う 結 果

と は ， 傾 向 が 異 な る 結 果 が 見 ら れ た と 言 え る 。 た だ し ， ポ ジ テ ィ ブ な 性 格 特 性

語 と ネ ガ テ ィ ブ な 性 格 特 性 語 ， 伝 統 的 男 性 ス テ レ オ タ イ プ に 近 い 性 格 特 性 語 と

伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ に 近 い 性 格 特 性 語 が 混 在 す る と い う こ と は ， 男 性 異

性 愛 者 が 有 す る レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ プ は 部 分 的 に は ネ ガ テ ィ ブ で ， 部 分 的

に は 性 役 割 か ら 逸 脱 し て い る と い う こ と を 示 す 。 男 性 異 性 愛 者 が そ れ ら の 部 分
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に 注 目 し た 場 合 に ， レ ズ ビ ア ン に 対 し 偏 見 を 有 す る こ と が 考 え ら れ よ う 。   
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第 5 章  第 Ⅰ部総合考察  

第 Ⅰ部 で は ，日 本 に お け る 男 女 の 異 性 愛 者 そ れ ぞ れ が レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性

そ れ ぞ れ に 対 し て 有 す る 偏 見 に つ い て ， そ の 存 在 の 確 認 と 他 の 社 会 的 マ イ ノ リ

テ ィ に 対 す る 偏 見 と の 強 さ の 比 較 を 行 っ た 上 で ， 態 度 と ジ ェ ン ダ ー ス テ レ オ タ

イ プ の 2 側 面 か ら 検 討 し た 。  

第 Ⅰ部 で 得 ら れ た 主 な 示 唆 は 以 下 の 3 点 で あ る 。 1 点 目 は ， 日 本 に お い て も ，

レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 は 強 く 存 在 す る こ と で あ る 。

2 点 目 は ， 日 本 に お い て も ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 の 中 で も ゲ

イ 男 性 に 対 す る 男 性 異 性 愛 者 の 態 度 が 特 に ネ ガ テ ィ ブ で あ っ た こ と で あ る 。 3

点 目 は ， 日 本 に お い て は ， 男 性 異 性 愛 者 が 有 す る ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ だ け

で な く 女 性 異 性 愛 者 が 有 す る レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ プ に つ い て も ， 伝 統 的 女

性 ス テ レ オ タ イ プ と 同 様 ， 高 共 同 性 を 示 す ポ ジ テ ィ ブ な 性 格 特 性 語 に よ っ て 示

せ た こ と で あ る 。 ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ に つ い て は ， 態 度 の 男 女 差 も ， 性 格

特 性 語 に よ っ て 表 さ れ る ス テ レ オ タ イ プ の 内 容 も ， 欧 米 諸 国 に お け る 先 行 研 究

で 見 ら れ て き た も の と 同 じ 傾 向 で あ っ た 。 一 方 で レ ズ ビ ア ン ス テ レ オ タ イ プ に

つ い て は ， 男 性 ス テ レ オ タ イ プ に 近 い と い う 欧 米 諸 国 に お け る 先 行 研 究 の 結 果

と は 異 な り ， 伝 統 的 女 性 の 性 役 割 と 部 分 的 に 一 致 す る ス テ レ オ タ イ プ が み ら れ

た 。
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及ぼす効果の検討  
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 第 Ⅱ 部 で は ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 （ imagined contact / imagined intergroup 

contact; Crisp & Turner, 2009）が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 偏 見 に 及 ぼ す 効 果 に つ い て

検 討 を 行 う 。  

 次 頁 よ り 詳 説 す る 仮 想 接 触 は ， 日 本 の 同 性 愛 者 に 対 す る 偏 見 を 低 減 す る た め

の 有 用 な 手 段 の ひ と つ で あ る と 考 え ら れ る 。 な ぜ な ら ， 偏 見 の 対 象 と な る 社 会

的 マ イ ノ リ テ ィ と 実 際 に 接 触 す る 必 要 が な い た め で あ る 。第 Ⅰ 部 で 述 べ た 通 り ，

日 本 に お い て レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 は 不 可 視 化 さ れ ， い な い も の と し て 扱 わ

れ て い る 。 ま た ， 偏 見 の 存 在 か ら ， 自 ら が 同 性 愛 者 で あ る こ と を 表 明 し て い る

同 性 愛 者 も 少 な い こ と が 考 え ら れ る 。実 際 に は 身 近 に 存 在 す る に も か か わ ら ず ，

認 知 さ れ ず ， い な い こ と に さ れ て い る 日 本 の 同 性 愛 者 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見

を 低 減 す る 手 段 と し て ， 異 性 愛 者 と 同 性 愛 者 と の 接 触 を 必 要 と し な い 手 段 が 有

用 で あ ろ う 。  
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第 6 章  序論  

6.1 仮想接触研究の概観  

Turner, Crisp, & Lambert（ 2007）の Experiment 1, 2 で は ，高 齢 者 と の 会 話 を 想

像 し た 参 加 者 が ， 野 外 場 面 を 想 像 し た 参 加 者 や ， 単 に 高 齢 者 に つ い て 考 え た 参

加 者 よ り も 低 い 集 団 間 の 偏 見 の 程 度 を 示 し た 。 ま た ， Experiment 3 で は ， ゲ イ

男 性 と の 会 話 を 交 流 し た 参 加 者 が ， 集 団 間 不 安 の 低 減 を 介 し て ゲ イ 男 性 に 対 す

る 評 価 を ポ ジ テ ィ ブ に す る こ と を 示 し た 。  

 Crisp & Turner（ 2009） は こ の 仮 想 接 触 に つ い て ，「 外 集 団 の メ ン バ ー と の 社

会 的 交 流 の メ ン タ ル シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 」 と 定 義 し た 。 そ し て そ の コ ア な る 教 示

と し て「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を し て も ら う と い う 教 示 」「 ポ ジ テ ィ ブ な 交 流 の 想 像 」

の 2 つ を 挙 げ て い る 。 交 流 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 う こ と に よ っ て 単 に 外 集 団

の こ と を 考 え る よ り も 態 度 が ポ ジ テ ィ ブ に な る こ と （ Turner, Crisp, & Lambert,  

2007, Experiment 2）， ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 が そ う で な い 仮 想 接 触 よ り も 偏 見

の 低 減 に 有 用 で あ る こ と （ Stathi & Crisp, 2008, Experiment 1） が そ れ ぞ れ 示 さ

れ て い る こ と が ， そ の 論 拠 で あ る 。 こ の 仮 想 接 触 仮 説 は ， 提 唱 さ れ た 後 も 多 く

の 研 究 結 果 に よ っ て 支 持 さ れ て き て い る 。  

 マ イ ノ リ テ ィ 集 団 と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 の 効 果  仮 想 接 触 研 究 に お け

る 従 属 変 数 ， す な わ ち 偏 見 の 程 度 の 指 標 と し て 主 に 用 い ら れ て き た 概 念 は ， 態

度 ， 集 団 間 不 安 ， 行 動 意 図 ， 行 動 で あ る 。  

態 度 は 「 あ る 程 度 の 好 き 嫌 い で の 特 定 の 存 在 の 評 価 に よ っ て 表 さ れ る 心 理 学

的 傾 向 （ Eagly & Chaiken, 1998）」 と 定 義 さ れ る 。 態 度 は 一 般 に ， 反 応 や 行 動 の

た め の 心 的 な 準 備 状 態 で あ り ， ま た そ れ ら を 説 明 す る 仮 説 構 成 概 念 で あ る 。 第

Ⅰ 部 で も 述 べ た 通 り ， こ の 態 度 は ， 非 意 識 的 ， 非 統 制 的 ， 非 言 語 的 な 潜 在 的 態

度 と ， そ う で な い 顕 在 的 態 度 と に 大 き く 二 分 さ れ る 。 多 く の 社 会 的 マ イ ノ リ テ
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ィ と の 仮 想 接 触 研 究 に お い て ，顕 在 的 態 度 や 潜 在 的 態 度 の 指 標 は ，「 好 き － 嫌 い 」

や 「 非 難 － 寛 容 」 と い っ た ， カ テ ゴ リ に 基 づ い た 反 応 の う ち 感 情 的 な 部 分 を 扱

う も の で あ る 。  

集 団 間 不 安 は ，「 外 集 団 の メ ン バ ー と の 接 触 に 起 因 す る 不 安 （ Stephan & 

Stephan, 1985）」 と 定 義 さ れ る 。 Stephan & Stephan（ 1985） に よ る と ， こ の 集 団

間 不 安 は ， 事 前 の 集 団 間 関 係 ， 知 識 や ス テ レ オ タ イ プ な ど の 集 団 間 認 知 ， 状 況

要 因 に よ っ て 説 明 さ れ ， 行 動 ， 認 知 ， 感 情 に 影 響 を 及 ぼ す 。  

以 上 の 情 報 を 踏 ま え ， こ れ ま で の 仮 想 接 触 研 究 で 扱 わ れ て き た 集 団 間 不 安 ，

顕 在 的 態 度 ， 潜 在 的 態 度 ， 行 動 意 図 ， 行 動 に つ い て ， そ れ ぞ れ の 位 置 付 け や 関

係 性 を 簡 易 的 に Figure 6.1 に 示 す 。 感 情 的 な 反 応 で あ る 顕 在 的 態 度 や 潜 在 的 態

度 ， 集 団 間 不 安 は ， 認 知 的 な 反 応 で あ る ス テ レ オ タ イ プ に よ っ て 説 明 さ れ ， そ

の 後 の 行 動 に 結 び 付 く も の で あ る と 考 え ら れ よ う 。  

 71 の 仮 想 接 触 実 験 を 扱 っ た Miles & Crisp（ 2014）の メ タ 分 析 で は ，外 集 団 に

対 す る 顕 在 的 態 度 ， 潜 在 的 態 度 ， 集 団 間 不 安 ， 行 動 意 図 ， 行 動 に つ い て ， 外 集

団 の メ ン バ ー と の 仮 想 接 触 に よ っ て 全 て 有 意 に ポ ジ テ ィ ブ に す る こ と が 示 さ れ

て い る 。  

 

 

 

 

 

Figure 6.1 ス テ レ オ タ イ プ ，集 団 間 不 安 ，態 度 ，行 動 意 図 ，行 動 の 関 係 を

示 す 概 念 図 。  
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ま た ， 同 研 究 で は ， イ ギ リ ス ， ア メ リ カ ， ヨ ー ロ ッ パ に お い て 仮 想 接 触 の 効

果 が 有 意 で あ っ た こ と ， 国 籍 ， 精 神 疾 患 ， 年 齢 ， 性 的 指 向 ， 宗 教 に つ い て の 外

集 団 と の 仮 想 接 触 の 効 果 が 有 意 で あ っ た こ と も 示 し て い る 。 た だ し 一 方 で ， 同

研 究 で は ， 民 族 ， 身 体 障 害 ， 体 重 に つ い て の 外 集 団 と の 仮 想 接 触 の 効 果 は 有 意

で は な い こ と も 示 さ れ て い る 。 他 の マ イ ノ リ テ ィ と 比 較 し て よ り 強 く 文 化 に 根

差 し た 偏 見 が 原 因 で あ る の か ， そ れ と も 単 な る 標 本 数 の 不 足 が 原 因 で あ る の か

は 不 明 で あ る 。 こ の 結 果 か ら 言 え る こ と は ， あ る 特 定 の マ イ ノ リ テ ィ 集 団 と の

ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 で み ら れ た 効 果 に つ い て ， な ん の 議 論 も な く 他 の 全 て の

マ イ ノ リ テ ィ 集 団 に も 一 般 化 で き る と 考 え る の は 危 険 で あ る ， と い う こ と で あ

ろ う 。  

ま た ， Miles & Crisp（ 2014） の メ タ 分 析 で は ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 の 偏 見 を

低 減 す る 有 意 な 効 果 が 確 認 さ れ て い る も の の ， そ の 効 果 は 実 際 の 接 触 に 比 べ 弱

い 上 ， 個 々 の 実 験 に お い て は そ の 効 果 が み ら れ な い こ と や 部 分 的 で あ る こ と も

少 な く な い ， と い う 批 判 も あ る （ Bigler & Hughes, 2010）。  

 仮 想 接 触 の 効 果 に 関 す る 他 の 解 釈 可 能 性  外 集 団 の メ ン バ ー と の ポ ジ テ ィ

ブ な 仮 想 接 触 が 外 集 団 に 対 す る 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る 効 果 に つ い て ， 認 知 的

な 負 荷 の 影 響 で あ る 可 能 性 ， 単 な る 要 求 特 性 の 効 果 で あ る 可 能 性 ， ス テ レ オ タ

イ プ プ ラ イ ミ ン グ の 効 果 で あ る 可 能 性 ， ポ ジ テ ィ ブ な 情 動 の 効 果 で あ る 可 能 性

が こ れ ま で の 先 行 研 究 で は 考 え ら れ た 。 そ し て ， こ れ ら の 可 能 性 は す べ て 検 討

さ れ ， 棄 却 さ れ て い る 。 仮 想 接 触 を し た 者 と し て い な い 者 と で 認 知 的 な 負 荷 が

異 な る た め に 結 果 が 異 な っ た 可 能 性 に つ い て は ， た と え ば Turner, Crisp, & 

Lambert（ 2007） の Experiment 1， 2 に お い て ， 仮 想 接 触 を し な か っ た 条 件 で も

イ メ ー ジ 課 題 を 行 っ て い る に も か か わ ら ず 効 果 が 確 認 さ れ て い る こ と か ら 棄 却

さ れ た 。 要 求 特 性 の 効 果 で あ る 可 能 性 に つ い て は ， た と え ば Turner, Crisp, & 
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Lanbert（ 2007）に お い て ，実 験 終 了 後 に 実 験 目 的 を 言 い 当 て た 参 加 者 が い な い

に も か か わ ら ず 効 果 が 確 認 さ れ て い る こ と か ら 棄 却 さ れ た 。 仮 想 接 触 を 行 っ た

参 加 者 の み が 仮 想 接 触 の 教 示 と い う 外 集 団 に つ い て の ス テ レ オ タ イ プ プ ラ イ ミ

ン グ を 受 け た 効 果 で あ る 可 能 性 に つ い て は ， た と え ば Turner, Crisp, & Lambert 

(2007)の Experiment 2 に お い て ， 外 集 団 の メ ン バ ー と の 仮 想 接 触 を 行 っ た 参 加

者 が 単 な る 外 集 団 の プ ラ イ ミ ン グ を 受 け た 参 加 者 よ り も 外 集 団 に 対 す る 偏 見 が

低 減 し た こ と か ら 棄 却 さ れ た 。 仮 想 接 触 を 行 っ た 参 加 者 の み が ポ ジ テ ィ ブ な こ

と を 考 え た た め に み ら れ た 効 果 で あ る 可 能 性 に つ い て は ， た と え ば Stathi & 

Crisp (2008)の Experiment 2 に お い て ，外 集 団 の メ ン バ ー と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想

接 触 と そ う で な い 者 と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 と で ， そ の 後 の 外 集 団 に 対 す る

偏 見 が 低 減 し た こ と か ら 棄 却 さ れ た 。  

 

6.2 レズビアン 及びゲイ男性との仮想接触研究の概観  

 先 行 研 究 の 概 観  Miles & Crisp（ 2014） の メ タ 分 析 で 扱 わ れ た 同 性 愛 者 と の

仮 想 接 触 を 扱 っ た 実 験 は 4 件 で あ っ た 。 同 研 究 で は ， 同 性 愛 者 に 対 す る 偏 見 は

仮 想 接 触 に よ っ て 低 減 さ れ る と い う 結 果 が 見 ら れ て い る 。 た だ し ， こ の 4 件 の

実 験 の 結 果 は 全 て 記 述 的 な 自 己 報 告 に よ る 結 果 に 依 存 し て い る 。 ま た ， 全 て ゲ

イ 男 性 と の 仮 想 接 触 の み を 扱 っ た 研 究 で あ り ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 の 結 果

報 告 は 分 析 に 含 ま れ て い な い 。  

2019 年 4 月 現 在 ， 著 者 が 確 認 で き た 同 性 愛 者 と の 仮 想 接 触 実 験 の 報 告 は 12

件 で あ る（ Table 6.1）。ま ず は 顕 在 的 な 指 標 の 結 果 に つ い て 概 観 す る 。12 件 の う

ち 集 団 間 不 安 が 低 減 す る か 否 か を 扱 っ た 研 究 は 5 件 で あ り ， 全 て ゲ イ 男 性 と の

仮 想 接 触 を 扱 っ た も の で あ る 。 こ の 5 件 の 研 究 の う ち 2 件 （ Miller, Markman, 

Wagner, & Hunt, 2013; West & Greenwald, 2016） で ， 仮 想 接 触 が 集 団 間 不 安 を 低
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減 す る 効 果 は 非 有 意 で あ っ た 。 態 度 の う ち 顕 在 的 態 度 に つ い て は ， レ ズ ビ ア ン

及 び ゲ イ 男 性 の い ず れ を 対 象 と し た 場 合 で も 概 ね 有 意 な 結 果 が 見 ら れ て い る 。

行 動 意 図 に つ い て も 同 様 で あ る 。 全 体 と し て ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す

る 偏 見 を 低 減 す る 結 果 が 見 ら れ て い る と 言 え よ う 。  

一 方 ， 非 言 語 的 な 偏 見 の 指 標 に つ い て は ， 仮 想 接 触 に よ っ て ポ ジ テ ィ ブ な 効

果 が も た ら さ れ た 報 告 は な い 。 潜 在 的 態 度 に つ い て は ， 有 意 に 低 減 す る こ と を

示 す 結 果 は 得 ら れ て い な い 。 た だ し ， 潜 在 的 態 度 の 測 定 を 行 っ た 2 つ の 研 究

（ Dermody, Jones, & Cumming, 2013; McDermott, Morrison, McDonagh, & 

O’Doherty, 2012） で は ， と も に 顕 在 的 態 度 の 結 果 も 有 意 で な か っ た 。 し か し ，

こ れ ら の 研 究 で 扱 わ れ た 仮 想 接 触 は ， Crisp & Turner（ 2009）に 示 さ れ た 手 続 き

に 従 っ た も の で あ り ， さ ら に 顕 在 的 態 度 に つ い て も 非 有 意 で あ っ た 。 そ の 原 因

と し て ， 仮 想 接 触 の 効 果 が 弱 か っ た 可 能 性 が ま ず 考 え ら れ る 。 ま た ， こ れ ら の

実 験 が 行 わ れ た オ ー ス ト ラ リ ア と ア イ ル ラ ン ド は と も に 近 年 ， こ れ ら の 研 究 が

発 表 さ れ て か ら 数 年 後 に 同 性 婚 が 国 民 投 票 に よ っ て 合 法 化 さ れ た 国 で あ る た め ，

論文 研究 性 国 交流相手 不安 顕在 潜在 行動 行動意図

Turner et al. (2007) 3 M27 - G 有意 有意

Frye et al. (2012) 1 M11F53 - G 有意

Miller et al. (2013) 1 F66他10 アメリカ G 非有意 有意 非有意

Turner et al. (2013) 2 M14F27 - G 有意 有意 有意

Dermody et al. (2013) 1 M33F52 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ G 非有意 非有意

West et al. (2015) 1 M42 キプロス G 有意 有意

2 M20F80 ｼﾞｬﾏｲｶ G 有意

West et al. (2016) 2 M33F52X6 イギリス G 非有意 非有意

McDermott et al. (2012) 1 F115 ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ L 非有意 非有意

LaCosse et al. (2019) 1 M47F53 アメリカ LG 有意 有意

2 M36F47 アメリカ LG 有意

3 M52F68 アメリカ LG 有意傾向

実験参加者 態度

注）M=男性，F=女性，X=ジェンダー無回答。L=レズビアン，G=ゲイ男性，LG=レズビアンとゲイ男性の双方。

Table 6.1

2019年3月までに出版された仮想接触研究の結果の要約
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こ れ ら の 研 究 が 行 わ れ た 時 点 で そ も そ も 回 答 者 が 同 性 愛 者 に 対 し 強 い 偏 見 を 持

っ て い な か っ た 可 能 性 も あ る で あ ろ う 。 行 動 に つ い て は ， こ れ ら の 研 究 で は 全

く 取 り 扱 わ れ て い な い 。  

 レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 研 究 の 課 題  こ れ ま で に 行 わ れ た レ

ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 の 課 題 点 と し て ま ず 挙 げ ら れ る の は ， レ ズ

ビ ア ン を 扱 っ た 研 究 の 少 な さ で あ る 。第 Ⅰ部 で 示 さ れ た 通 り ，レ ズ ビ ア ン に 対 す

る 偏 見 と ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 に は そ れ ぞ れ 異 な る 傾 向 が み ら れ る た め ， そ れ

を 低 減 す る 方 略 を 考 え る に あ た っ て も な ん の 議 論 も な い ま ま に 同 質 の も の と し

て 扱 う こ と は で き な い と 考 え る 。 ま た ， 潜 在 的 態 度 や 行 動 な ど の 非 言 語 的 な 偏

見 に つ い て の 知 見 も 同 様 に 研 究 数 が 少 な い 。こ れ ら の 検 討 を 行 う こ と に よ っ て ，

仮 想 接 触 に よ る 偏 見 の 低 減 が み ら れ な か っ た 研 究 の 知 見 と 合 わ せ ， レ ズ ビ ア ン

と ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 を 仮 想 接 触 に よ っ て 低 減 す る に は ど の よ う な 要 因 が 関

わ っ て く る の か ， ど の よ う な 手 続 き が 仮 想 接 触 の 効 果 を 強 め る の か を 検 討 す る

こ と が 可 能 で あ る 。  

 

6.3  日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 の 研 究 の 意

義と課題  

仮 想 接 触 研 究 を 日 本 で 行 う た め に は ， ま ず 先 行 研 究 の 追 試 に よ っ て レ ズ ビ ア

ン と ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 の 低 減 に 仮 想 接 触 が 有 効 で あ る か を 確 か め る 必 要 が

あ る 。  

そ し て ， 当 該 研 究 の 更 な る 発 展 の た め に は ， そ の 効 果 が レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ

男 性 と の 仮 想 接 触 特 有 の も の で あ る の か ， そ れ と も 他 の 集 団 の メ ン バ ー と の 仮

想 接 触 に お い て も 同 様 に み ら れ る 効 果 で あ る の か を 確 認 す る こ と も 要 さ れ る 。

な ぜ な ら ， 一 般 化 が 可 能 で あ る か 否 か を 検 討 す る こ と に よ っ て ， そ の 効 果 の 解
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釈 に お い て 日 本 の レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 と い う 問 題

の 特 有 の 背 景 を 考 慮 す る 必 要 が あ る か 否 か を 判 断 で き る た め で あ る 。た と え ば ，

第 1 章 で 述 べ た 通 り ， 仮 想 接 触 の 先 行 研 究 が 行 わ れ て き た 諸 国 と は 異 な り ， 日

本 に お け る 同 性 愛 者 は 社 会 に お い て 不 可 視 化 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 こ の こ

と は ， 日 本 に お い て 異 性 愛 者 が レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 を 想 像 す る こ と が 困 難

で あ る 可 能 性 を 示 す 。 こ の よ う な 解 釈 可 能 性 を 棄 却 で き る か 否 か は ， 研 究 結 果

を よ り 正 確 に 理 解 す る た め に も ， 今 後 の 当 該 研 究 の 発 展 の た め に も 重 要 で あ ろ

う 。  
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第 7 章  レズビアンとの仮想接触がレズビアンに対する 日本の女性異

性愛者の態度に及ぼす効果の検討  

 第 7 章 で は ， レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 日

本 の 女 性 異 性 愛 者 の 態 度 に 与 え る 影 響 に つ い て 検 討 す る た め ， 研 究 5， 研 究 6，

研 究 7 の 3 つ の 研 究 を 報 告 す る 。 研 究 5 で は ，「 女 性 同 性 愛 者 」 と の 仮 想 接 触

と ，「 女 性 」と の 仮 想 接 触 と で 比 較 を 行 っ た 。研 究 6 で は ，研 究 5 で み ら れ た 結

果 に ，従 属 変 数 の 測 定 順 序 が 影 響 し て い る か を 調 べ た 。研 究 7 で は ，「 女 性 同 性

愛 者 」 と の 仮 想 接 触 と ， 単 に 女 性 同 性 愛 者 に つ い て 考 え る 課 題 と で 効 果 の 比 較

を 行 っ た 。  

 

7.1 研 究 5  レ ズ ビ ア ン に 対 す る 日 本 の 女 性 異 性 愛 者 の 態 度 に 仮 想

接触が及ぼす効果 3 

目 的  

 研 究 5 の 目 的 は ， レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 の 効 果 を 確 認 す る こ

と で あ る 。 レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 を 行 う 実 験 条 件 と 行 わ な い 統 制 条 件 と で レ

ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 ， 顕 在 的 態 度 ， 行 動 に 差 が み ら れ る か を 調 べ る 。

第 6 章 で 述 べ て き た 通 り の 仮 想 接 触 の 効 果 が 見 ら れ る な ら ば ， レ ズ ビ ア ン に 対

す る 集 団 間 不 安 は 低 減 し ， 顕 在 的 態 度 や 行 動 は ポ ジ テ ィ ブ に な る で あ ろ う 。  

方 法  

本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  

 

3  研 究 5 は ， 以 下 の 学 会 ポ ス タ ー 発 表 の 内 容 を 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。       

堀 川  佑 惟・岡  隆（ 2017） レ ズ ビ ア ン に 対 す る 女 性 異 性 愛 者 の 態 度 に 仮 想 接 触

が 及 ぼ す 効 果  日 本 心 理 学 会 第 81 回 大 会 発 表 論 文 集 , 65. 【 福 岡 県 久 留 米 市 : 久

留 米 シ テ ィ プ ラ ザ , 2017 年 9 月 20 日 】  
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実 験 参 加 者  自 認 す る 性 が 出 生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る 女 性 異 性 愛 者 の 大 学 生

66 名 は ，実 験 条 件 ま た は 統 制 条 件 に ラ ン ダ ム に 割 り 振 ら れ た 。仮 想 接 触 を 適 切

に 行 う こ と が で き な か っ た 6 名  と ， 実 験 終 了 後 に 異 性 愛 者 で な い こ と を 報 告

し た 1 名 が 分 析 か ら 除 外 さ れ た た め ， 最 終 的 な 分 析 対 象 者 は 59 名 （ 実 験 条 件

30 名 ， 統 制 条 件 29 名 ， 平 均 年 齢 19.58 歳 ， SD=3.63） で あ っ た 。 う ち ， レ ズ ビ

ア ン に 対 す る 行 動 に つ い て の 分 析 は ， 測 定 を 適 切 に 行 う こ と が で き な か っ た 9

名 を 除 い た 50 名（ 実 験 条 件 25 名 ，統 制 条 件 25 名 ，平 均 年 齢 19.67 歳 ，SD=3.84）

を 対 象 に 行 わ れ た 。  

手 続 き  1 回 の 実 験 に つ き 1 名 の 参 加 者 が 実 験 に 参 加 し た 。 実 験 の 流 れ を

Figure 7.1 に 示 す 。  

最 初 に ，イ メ ー ジ 課 題 が 行 わ れ た 。こ の 課 題 は ，Turner, West, & Christie (2013) 

を 参 考 と し て 作 成 さ れ た 。 ま ず 参 加 者 は ， 自 身 が 休 日 に 誰 か と 行 い た い こ と を

用 紙 に 3 つ ま で 書 き 出 し ， そ れ ら の 趣 味 の 中 で 一 番 の お 気 に 入 り の 右 側 に 星 マ

ー ク を つ け る よ う 教 示 さ れ た 。実 験 条 件 の 参 加 者 に な さ れ た 仮 想 接 触 の 教 示 は ，

Figure 7.1 研 究 5 の 手 続 き 。  
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「 こ れ か ら ， あ な た 自 身 が 初 対 面 の 女 性 同 性 愛 者 に 会 っ て ， 今 書 い て も ら っ た

趣 味 を 彼 女 と 一 緒 に し 終 わ っ た こ と を イ メ ー ジ し て く だ さ い 。 私 が 合 図 す る ま

で ， ポ ジ テ ィ ブ で ， リ ラ ッ ク ス し た ， 心 地 良 い 交 流 を イ メ ー ジ し て く だ さ い 。」

と い う も の で あ っ た 。 統 制 条 件 の 参 加 者 に は ， 実 験 条 件 の 教 示 の 「 女 性 同 性 愛

者 」 を 「 女 性 」 に 置 き 換 え た 教 示 が な さ れ た 。 こ の 仮 想 接 触 は ， 実 験 者 か ら は

見 え な い と こ ろ で 2 分 間 行 わ れ た 。 仮 想 接 触 の 後 ， 想 像 の 中 で ど の よ う な 相 手

と ど の よ う な 交 流 を 行 っ た か に つ い て 書 き 出 す 課 題 が ， 2 分 間 ， 実 験 者 か ら は

見 え な い と こ ろ で 行 わ れ た 。  

以 降 の 手 続 き は ，Turner & West (2011) を 参 考 に 構 成 さ れ た 。参 加 者 は ，想 像

し た 趣 味 に つ い て ， 隣 の 面 接 室 で 実 験 協 力 者 で あ る 同 性 愛 者 の 女 性 と 約 10 分

間 の 対 談 を 行 っ て も ら う ， と 伝 え ら れ た 。 そ し て ， 協 力 者 の 到 着 ま で 面 接 室 に

て 1 人 で 待 機 す る こ と ， そ の 間 に 面 接 室 の 机 の 上 に あ る 指 示 書 に 従 っ て も ら う

こ と に つ い て 教 示 さ れ た 。  

指 示 書 に は 2 つ の 指 示 が 書 か れ て い た 。 1 つ 目 の 指 示 は ， 対 談 の 際 に 参 加 者

と 協 力 者 が ま っ す ぐ 向 か い 合 っ て 座 る た め ， 実 験 室 内 に あ る 対 談 用 の 椅 子 2 脚

を ， 2 枚 の パ ネ ル の 間 に 対 面 に な る よ う 設 置 し て ほ し い ， と い う も の で あ っ た

4。実 際 に は 対 談 は 行 わ れ ず ，2 脚 の 椅 子 の 間 隔 は ，レ ズ ビ ア ン に 対 す る 行 動 の

指 標 と し て 扱 わ れ た 。 そ れ ぞ れ の 座 面 前 部 中 央 間 の 間 隔 が 実 験 終 了 後 に 実 験 者

に よ っ て 測 定 さ れ ，cm 単 位 で 小 数 点 第 一 位 ま で 記 録 さ れ た 。2 枚 の パ ネ ル に 背

も た れ が 接 触 す る よ う に ま っ す ぐ 置 い た 際 に こ の 間 隔 が 100cm に な る よ う ，パ

 

4 椅 子 を 設 置 す る 際 ， 実 験 室 の パ ネ ル を 対 面 と な っ た 椅 子 の 脇 や 間 な ど に 移 動

さ せ た 参 加 者 計 9 名 を ， こ の 手 続 き に 関 す る 分 析 か ら 除 外 し た 。 研 究 6 以 降 ，

指 示 書 に 「 危 険 で す の で 、 パ ネ ル に は 触 れ な い で く だ さ い 」 と い う 一 文 を 加 え

た と こ ろ ， 同 様 の ケ ー ス は 見 ら れ な く な っ た 。  
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ネ ル は 設 置 さ れ て い た 。  

2 つ 目 の 指 示 は ， 別 の 研 究 者 に よ る 調 査 の 質 問 紙 に 回 答 し て ほ し い ， と い う

も の で あ っ た 。 質 問 紙 で は ， ま ず ， Stephan & Stephan (1985)を 参 考 に 作 成 さ れ

た レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 尺 度 が 扱 わ れ た 。こ の 尺 度 は ，「 も し ，あ な た

が 初 対 面 の 女 性 同 性 愛 者 と 2 人 で 交 流 す る （ た と え ば ， 一 緒 に 出 掛 け る ， 一 緒

に 仕 事 を す る ） と し た ら ， あ な た が 初 対 面 の 女 性 異 性 愛 者 と 2 人 で 交 流 す る 場

合 と  比 較 し て  ど の よ う に 感 じ ま す か 。 1： あ て は ま ら な い か ら 10： あ て は ま

る の 間 で も っ と も 近 い と こ ろ に ○を つ け て く だ さ い 。」と い う 教 示 の も と ，「 1.落

ち 着 い て い る（ 逆 転 項 目 ）」「 2.心 地 が 悪 い 」「 3.自 分 を 意 識 し て い る 」「 4.楽 し い

（ 逆 転 項 目 ）」「 5.心 強 い（ 逆 転 項 目 ）」「 6.自 信 に 満 ち て い る（ 逆 転 項 目 ）」「 7.苛

立 た し い 」「 8.耐 え ら れ な い 」「 9.気 が 乗 ら な い 」「 10.気 が 気 で な い 」「 11.相 手 を

警 戒 し て い る 」の 11 項 目 に 答 え さ せ る も の で あ っ た 。次 に ，研 究 2 で 作 成 さ れ

た ATLG-J6 の 下 位 尺 度 ATL-J が 扱 わ れ た 。ATL-J の 得 点 が 高 い ほ ど ，レ ズ ビ ア

ン に 対 す る 顕 在 的 態 度 が ネ ガ テ ィ ブ で あ る こ と が 示 さ れ る 。  

フ ェ イ ス シ ー ト で は ，ま ず 年 齢 が 尋 ね ら れ た 。加 え て ，「 今 ま で 実 際 に ，女 性

同 性 愛 者 と 交 流 し た こ と は あ り ま す か 」と い う 質 問 に つ い て「 あ る 」ま た は「 な

い 」，「 知 っ て い る 実 在 の 女 性 同 性 愛 者 は い ま す か 」「 知 っ て い る フ ィ ク シ ョ ン 上

の 女 性 同 性 愛 者 は い ま す か 」 の 2 問 に つ い て 「 い る 」 ま た は 「 い な い 」 で 回 答

を 求 め た 。  

最 後 に ，質 問 紙 調 査 に 対 す る 疑 問 や 感 想 に つ い て の 自 由 記 述 欄 が 設 け ら れ た 。

こ の 自 由 記 述 で ， 本 来 の 実 験 目 的 に 気 付 い た こ と を 報 告 し た 参 加 者 は い な か っ

た 。  

指 示 書 の 最 後 に は ， 協 力 者 が 来 る 前 に 質 問 紙 へ の 回 答 が 終 わ っ た ら ， そ の 質

問 紙 を 実 験 室 に い る 実 験 者 に 渡 す よ う 記 述 さ れ て い た 。 参 加 者 が 質 問 紙 を 実 験
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者 に 渡 し た 時 点 で ， 対 談 は 行 わ れ な い こ と が 実 験 者 か ら 参 加 者 に 伝 え ら れ ， デ

ブ リ ー フ ィ ン グ が 行 わ れ た 。  

結 果  

集 団 間 不 安 尺 度 の α 係 数 は .88，ATL-J の α 係 数 は .60 で あ っ た 。こ の う ち ATL-

J に つ い て ，2 項 目 で の α 係 数 を 確 認 し た と こ ろ ，α 係 数 は .67 と な っ た 。以 降 ，

ATL-J を ， 2 項 目 の 尺 度 と し て 分 析 に 用 い る 。  

集 団 間 不 安 尺 度 得 点 と ATL-J 得 点 と の 間 に は ， 有 意 な 正 の 相 関 が み ら れ た

（ r=.48, p<.001）。集 団 間 不 安 尺 度 得 点 と 椅 子 の 間 隔 と の 間 に は ，正 の 相 関 の 有

意 傾 向 が み ら れ た（ r=.26, p=.06）。ATL-J 得 点 と 椅 子 の 間 隔 と の 間 に は 有 意 な 相

関 は み ら れ な か っ た （ r=.13, p=.36）。  

実 験 条 件 － 統 制 条 件 間 で ，レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 尺 度 得 点 ，ATL-J 得

点 ，椅 子 の 間 隔 に 差 が み ら れ る か を t 検 定 に よ っ て 確 認 し た（ Table 7.1）。 そ の

結 果 ，椅 子 の 間 隔 に つ い て は ，実 験 条 件 の 参 加 者（ M=65.94cm, SD=12.56）が 統

制 条 件 の 参 加 者（ M=74.46cm, SD=13.95）よ り も 有 意 に 短 か っ た こ と が 示 さ れ た

（ t(48)=2.27, p=.03, d=0.64）。 一 方 ， 集 団 間 不 安 尺 度 得 点 に つ い て は ， 実 験 条 件

の 参 加 者（ M=4.52, SD=1.35）と 統 制 条 件 の 参 加 者（ M=4.07, SD=1.23）と の 間 に

有 意 な 差 は み ら れ な か っ た （ t(57)=1.34, p=.18, d=0.35）。 ATL-J 得 点 に つ い て も

同 様 に ， 実 験 条 件 の 参 加 者 （ 3 項 目 で は M=2.81, SD=0.95； 2 項 目 で は M=2.50, 

SD=1.11）と 統 制 条 件 の 参 加 者（ 3 項 目 で は M=2.89, SD=0.82；2 項 目 で は M=2.53, 

SD=1.04） と の 間 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た （ 3 項 目 で は t(57)=0.32, p=.75, 

d=0.08； 2 項 目 で は t(57)=0.12, p=.90, d=0.03）。  

考 察  

レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 は レ ズ ビ ア ン に 対 す る 行 動 を ポ ジ テ ィ

ブ に す る こ と を 示 唆 す る 結 果 が 得 ら れ た 。 こ の 結 果 は ， 仮 想 接 触 の 結 果 が 再 現
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さ れ た こ と と ， 仮 想 接 触 が 女 性 異 性 愛 者 の レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 の 改 善 に も

有 効 で あ る か も し れ な い こ と を 示 す 。 た だ し こ の 効 果 に つ い て ， 想 像 の 中 で の

接 触 の 有 無 と は 関 係 な く ， 単 に 実 験 条 件 の 参 加 者 の み ， 従 属 変 数 の 測 定 前 に レ

ズ ビ ア ン に 関 す る 情 報 の 呈 示 を 受 け て レ ズ ビ ア ン に つ い て 考 え て い た こ と に よ

る 効 果 で あ る 可 能 性 は 残 る 。  

集 団 間 不 安 と 顕 在 的 態 度 に 条 件 間 で 差 が み ら れ な か っ た 理 由 と し て ， 仮 想 接

触 に 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る 効 果 が な く ， 行 動 が ポ ジ テ ィ ブ に な っ た 効 果 が 第

一 種 の 過 誤 で あ っ た 可 能 性 を 除 く と ， ま ず 以 下 に 示 す 3 つ が 考 え ら れ る 。 1 つ

目 は ， 両 条 件 と も レ ズ ビ ア ン と の 対 談 を 行 う こ と を 知 ら さ れ た 上 で の 測 定 で あ

っ た た め に ， 態 度 が 大 き く ポ ジ テ ィ ブ に 歪 み ， 2 条 件 間 の 差 を 検 出 で き な か っ

た 可 能 性 で あ る 。 特 定 の 相 手 と の 接 触 予 期 は ， そ の 相 手 に 対 す る ポ ジ テ ィ ブ な

態 度 を 形 成 す る こ と が 示 さ れ て い る（ Darley & Berscheid，1967）。2 つ 目 は ，実

験 条 件 と 統 制 条 件 の 双 方 の 参 加 者 が そ れ ぞ れ ポ ジ テ ィ ブ な 接 触 を 想 像 し た た め

に ポ ジ テ ィ ブ な 気 分 が 生 じ ， そ の 気 分 が 顕 在 指 標 に 実 験 操 作 以 上 の 影 響 を 与 え

た 可 能 性 で あ る 。 3 つ 目 は ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 の 効 果 が 顕 在 的 測 度 に は

表 れ な い 可 能 性 で あ る 。  

M SD M SD

集団間不安 4.52
a 1.35 4.07

b 1.23 1.34 0.18 0.35

ATL-J 2.50
 a 1.11 2.53

 b 1.04 0.12 0.90 0.03

椅子の間隔(cm) 65.94
c 12.56 74.46

 c 13.95 2.27 0.03 0.63

注）
a
 n  = 30，

b
 n  = 29，

c
 n  = 25。

得点が高いほど偏見が強いことを示す。

Table 7.1

「女性同性愛者」との仮想接触と「女性」との仮想接触との間でのレズビアンに

対する態度への効果の比較（研究5）

「女性同性愛者」

との仮想接触

「女性」

との仮想接触

t p d
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加 え て ，集 団 間 不 安 と ATL-J そ れ ぞ れ に つ い て ，異 な る 要 因 に よ っ て 効 果 が

み ら れ な か っ た 可 能 性 も あ る 。 集 団 間 不 安 に つ い て は ， レ ズ ビ ア ン そ の も の を

想 像 す る こ と が 多 く の 参 加 者 に と っ て 困 難 で あ っ た た め に ， 実 際 の レ ズ ビ ア ン

と 接 触 す る 際 の 不 安 を 低 減 す る 効 果 が み ら れ な か っ た 可 能 性 が あ る 。 過 去 に レ

ズ ビ ア ン と 交 流 が あ る と 回 答 し た 参 加 者 は 分 析 対 象 者 59 名 中 9 名 と 少 数 で あ

っ た こ と も ， こ の 可 能 性 を 支 持 す る 。 ATL-J に つ い て は ， 十 分 な 信 頼 性 が な い

可 能 性 が あ る こ と が 第 Ⅰ部 に お い て 示 さ れ て い る 。本 研 究 に お い て も ，ATL-J の

α 係 数 は や や 低 い も の で あ っ た 。  

 

7.2 研究 6 レズビアンとの仮想接触における言語的・行動的測度の順

序効果の検討の試み 5 

目 的  

レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 偏 見 に 及 ぼ す 効 果 に つ い て 検

討 し た 研 究 5 で は ， レ ズ ビ ア ン と の 接 触 予 期 が な さ れ た こ と が 従 属 変 数 に 影 響

を 及 ぼ し た 可 能 性 が う か が わ れ た 。 研 究 6 で は こ の 可 能 性 に つ い て 検 討 す る た

め ， 研 究 5 の 追 試 を 行 う と と も に ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 の 実 験 に お い て ，

レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 の 測 定 順 序 が 言 語 的 ・ 行 動 的 測 度 へ の 回 答 に 影 響 す る

か を 検 討 す る 。 仮 に レ ズ ビ ア ン と の 接 触 予 期 が な さ れ る こ と が レ ズ ビ ア ン に 対

 

5 研 究 6 は ，以 下 の 論 文 と 学 会 ポ ス タ ー 発 表 の 内 容 を 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。

堀 川  佑 惟 ・ 岡  隆 (2019). レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 に お け る 言 語 的 ・ 行 動 的 測

度 の 順 序 効 果 の 検 討 の 試 み  日 本 大 学 心 理 学 研 究 ， 40， 38-41. Horikawa, Y., 

Oka, T. (2018). The order effect of verbal and behavioral measures of the 

attitudes toward lesbians in imagined contact studies. 2018 SPSP Annual 

Convention, L-047.【 Atlanta, U. S.: Hyatt Regency Atlanta & Atlanta Marriott 

Marquis, 3 Mar. 2018.】  
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す る 態 度 に 影 響 す る な ら ば ， そ の 影 響 と は そ の 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る も の で

あ ろ う 。  

方 法  

本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  

 実 験 参 加 者  自 認 す る 性 が 出 生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る 女 性 異 性 愛 者 の 大 学

生 80 名 は ，2（ 交 流 相 手：「 女 性 同 性 愛 者 」対「 女 性 」）×2（ 測 定 順 序：「 言 語 －

行 動 」対「 行 動 － 言 語 」）の 4 条 件 の い ず れ か に ラ ン ダ ム に 割 り 振 ら れ た 。2 名

の 参 加 者 が 課 題 に お い て 椅 子 を 設 置 し な か っ た た め ，そ の 2 名 を 除 外 し た 78 名

を 分 析 の 対 象 と し た 。 実 験 は 1 名 ず つ ， 実 験 室 で 行 わ れ た 。  

仮 想 接 触 の 手 続 き  実 験 手 続 き を Figure 7.2 に 示 す 。  

ま ず ， 仮 想 接 触 の 手 続 き が 行 わ れ た 。 す べ て の 参 加 者 は ， 自 身 の 趣 味 を 用 紙

に 3 つ ま で 書 き 出 し た 。 そ し て ， そ の 中 で 一 番 の お 気 に 入 り に 星 マ ー ク を つ け

Figure 7.2 研 究 6 の 手 続 き 。  
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た 。次 に ，レ ズ ビ ア ン と 仮 想 接 触 を 行 う 参 加 者 は ，以 下 の 教 示 を 受 け た 。「 あ な

た は 休 日 ， 趣 味 の 合 う ひ と り の 女 性 と 2 人 で 過 ご す こ と に な り ま し た 。 そ の 女

性 と あ な た は 初 対 面 で す 。 ま た ， そ の 女 性 は 同 性 愛 者 で す 。 あ な た は そ の 女 性

と 一 緒 に そ の 趣 味 を や り 終 え ， 今 は そ の 女 性 と 2 人 で 楽 し く お し ゃ べ り し て い

る と こ ろ で す 」。 女 性 と 仮 想 接 触 を 行 う 参 加 者 へ の 教 示 は ，「 ま た ， そ の 女 性 は

同 性 愛 者 で す 。」と い う 一 文 が 除 か れ た 点 以 外 は ，レ ズ ビ ア ン と 仮 想 接 触 を 行 う

参 加 者 へ の も の と 同 じ で あ っ た 。 参 加 者 は こ れ ら の 教 示 文 に 沿 っ て ， ポ ジ テ ィ

ブ で ，リ ラ ッ ク ス し た ，心 地 良 い 交 流 を イ メ ー ジ す る よ う 求 め ら れ た 。そ の 後 ，

参 加 者 は ， 想 像 上 で 交 流 し た 相 手 の 特 徴 と そ の 交 流 の 内 容 に つ い て ， 3 分 間 用

紙 に 書 き 出 し た 。  

従 属 変 数 の 測 定  仮 想 接 触 の 手 続 き が 終 わ っ た 後 ， 全 参 加 者 は ， レ ズ ビ ア ン

に 対 す る 集 団 間 不 安 ， 顕 在 的 態 度 ， 行 動 の 測 定 を 受 け た 。  

集 団 間 不 安 ， 顕 在 的 態 度 は ， 研 究 5 と 同 様 に 質 問 紙 に よ っ て 測 定 さ れ た 。 質

問 紙 は ， Stephan & Stephan（ 1985） を 参 考 に 作 成 さ れ た レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集

団 間 不 安 の 尺 度（ α＝ .78）11 項 目 10 段 階 評 定 と ，ATLG-J4 の 下 位 尺 度 で あ る レ

ズ ビ ア ン に 対 す る 顕 在 的 態 度 を 測 定 す る ATL-J（ α＝ .72）2 項 目 7 段 階 評 定 で あ

っ た 。  

行 動 に つ い て も 研 究 5 と 同 様 に ， こ れ か ら 実 験 室 に 来 室 す る レ ズ ビ ア ン と の

椅 子 の 間 隔 （ 0-100cm） を 用 い て 測 定 さ れ た 。  

た だ し ，「 言 語 － 行 動 」条 件 と「 行 動 － 言 語 」条 件 と で ，以 上 の 従 属 変 数 の 測

定 順 序 は 異 な っ て い た 。「 言 語 － 行 動 」条 件 の 参 加 者 は ，2 つ の 言 語 的 測 度 へ の

回 答 を 行 っ た 後 に ， レ ズ ビ ア ン と の 対 談 を 行 う こ と が 伝 え ら れ ， 椅 子 の 設 置 を

行 っ た 。「 行 動 － 言 語 」条 件 の 参 加 者 は ，先 に 対 談 用 の 椅 子 を 設 置 し た 後 ，対 談

相 手 を 待 っ て い る 間 に 言 語 的 測 度 に 回 答 し た 。  
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両 条 件 の 参 加 者 と も ， 全 て の 課 題 を 終 了 し た 後 ， 対 談 相 手 を 待 っ て い る 間 に

実 験 に 対 す る 疑 問 や 感 想 な ど を 用 紙 に 書 き 出 し た 。 実 験 目 的 に 気 付 い た こ と を

報 告 し た 参 加 者 は い な か っ た 。  

全 て の 課 題 を 終 え た 後 ， 参 加 者 は 実 験 者 に ， 対 談 は 実 際 に は 行 わ れ な い こ と

を 伝 え ら れ ， デ ブ リ ー フ ィ ン グ を 受 け た 。  

結 果  

 記 述 統 計 量 を Table 7.2 に 示 す 。  

 レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 ，顕 在 的 態 度 ，行 動 そ れ ぞ れ を 従 属 変 数 と し ，

2（ 仮 想 接 触 対 象：「 女 性 同 性 愛 者 」対「 女 性 」）×2（ 測 定 順 序：言 語 － 行 動 対 行

動 － 言 語 ）の 参 加 者 間 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ，レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 ，

顕 在 的 態 度 ， 行 動 す べ て に お い て ， 主 効 果 ・ 交 互 作 用 と も に み ら れ な か っ た

（ Table 7.3）。  

考 察  

研 究 6 の 目 的 は ， 仮 想 接 触 の 実 験 に お い て ， 外 集 団 の メ ン バ ー に 対 す る 態 度

の 測 定 順 序 が 言 語 的 ・ 行 動 的 測 度 へ の 回 答 に 影 響 す る か を 検 討 す る こ と で あ っ

た 。  

 仮 想 接 触 に よ っ て レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 が ポ ジ テ ィ ブ に な る 効 果 は 見 ら れ

な か っ た も の の ， 測 定 順 序 に つ い て 効 果 が み ら れ な か っ た こ と に つ い て ， あ る

程 度 の 考 察 は 可 能 で あ る 。 ま ず ， 少 な く と も 今 回 用 い ら れ た 集 団 間 不 安 と 顕 在

的 態 度 の 指 標 は ， こ の 研 究 で 用 い た 社 会 的 距 離 の 測 定 手 続 き に よ る 影 響 を 有 意

に 受 け な い こ と が 示 さ れ た 。  

 本 研 究 で は ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 に ， レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 を

低 減 す る 効 果 や ， レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る 効 果 は み ら れ な

か っ た 。 こ の こ と か ら ， 今 回 の 実 験 に お い て は ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 の 試
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行 が う ま く い か な か っ た と 考 え ら れ る 。 そ の 原 因 に つ い て ， 以 下 の 3 つ の 可 能

性 が 考 え ら れ る 。 ま ず ， 仮 想 接 触 そ の も の が う ま く ポ ジ テ ィ ブ に 行 え て い な か

っ た 可 能 性 で あ る 。 Crisp & Turner (2009)で 述 べ ら れ た ， 仮 想 接 触 が 態 度 を ポ ジ

テ ィ ブ に す る た め の 必 要 条 件 で あ る「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 従 事 す る こ と 」「 ポ ジ

テ ィ ブ で あ る こ と 」 の 2 点 は 満 た さ れ て い る と 考 え ら れ る も の の ， そ れ 以 外 の

点 で 仮 想 接 触 の 教 示 内 容 に イ メ ー ジ を 妨 げ る 要 因 が あ っ た た め に ， 参 加 者 は う

ま く ポ ジ テ ィ ブ な 交 流 を イ メ ー ジ で き な か っ た か も し れ な い 。 次 に ， 研 究 5 で

み ら れ た レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 の 効 果 に 再 現 性 が な い 可 能 性 で あ る 。最 後 に ，

従 属 変 数 と な っ た す べ て の 指 標 が 社 会 的 認 知 を う ま く 測 定 で き て い な か っ た 可

能 性 で あ る 。 こ れ ら の 可 能 性 を 検 討 す る た め に は ， 今 後 更 な る 研 究 を 行 う 必 要

が あ る 。  

今 回 の 実 験 に お け る 椅 子 の 距 離 の 測 定 に は ， レ ズ ビ ア ン と の 対 談 を 行 う こ と

を 予 期 さ せ る 教 示 が 含 ま れ て い た と 言 え る 。 Darley & Berscheid（ 1967） は ， 接

M SD M SD M SD M SD

集団間不安 4.18 0.25 4.28 0.19 4.08 0.27 4.14 0.30

ATL-J 2.66 0.26 2.25 0.23 2.28 0.23 2.24 0.25

椅子の距離(cm) 76.39 4.30 76.96 3.30 74.41 3.51 70.99 4.11

Table 7.2

記述統計量 (研究6，N=78)

「女性同性愛者」との仮想接触 「女性」との仮想接触

言語－行動 行動－言語 言語－行動 行動－言語

F ηp
2 F ηp

2 F ηp
2

仮想接触 (A) 0.24 0.00 0.92 0.01 1.13 0.02

測定順序 (B) 0.10 0.00 1.36 0.02 0.10 0.00

(A)×(B) 0.01 0.00 1.02 0.01 0.32 0.00

Table 7.3

仮想接触×測定順序の2要因混合計画分散分析 (研究6，N=78)

集団間不安 ATL-J 椅子の距離
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触 予 期 が 接 触 相 手 に 対 す る 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る こ と を 示 し て い る 。 本 研 究

の 結 果 か ら は ， 少 な く と も 本 研 究 で 用 い た 集 団 間 不 安 と 顕 在 的 態 度 の 指 標 に つ

い て ， そ の よ う な 接 触 予 期 に よ る 影 響 を 有 意 に 受 け な か っ た こ と が 言 え よ う 。  

 

7.3 研究 7 レズビアンに対する日本の女性異性愛者の態度に仮想接

触が及ぼす効果―カテゴリプライミング の効果との比較 ―6 

目 的  

研 究 7 で は ， 研 究 5 で 確 認 さ れ た レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が 有 す る ポ ジ テ ィ

ブ な 効 果 に つ い て ， レ ズ ビ ア ン と い う カ テ ゴ リ を プ ラ イ ミ ン グ し た こ と に よ る

効 果 で は な い こ と を 確 認 す る 。 具 体 的 に は ， 仮 想 接 触 と 交 流 の 想 像 で は な い カ

テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン グ と の 間 で ， そ の 後 の レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 ， 顕 在

的 態 度 ， 行 動 へ の 効 果 を 比 較 す る 。 そ し て ， 研 究 5， 研 究 6 の 結 果 も 踏 ま え て

仮 想 接 触 の 効 果 に つ い て の 解 釈 を 試 み る 。 第 6 章 で 述 べ て き た 通 り の 仮 想 接 触

の 効 果 が 見 ら れ る な ら ば ， 交 流 の 想 像 で は な い カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン グ よ り も ，

レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 は そ の 後 の レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 を 低 減 さ せ ，

顕 在 的 態 度 や 行 動 を ポ ジ テ ィ ブ に す る で あ ろ う 。  

方 法  

本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  

実 験 参 加 者  自 認 す る 性 が 出 生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る 女 性 異 性 愛 者 の 大 学 生

50 名 は ， 実 験 条 件 ま た は 統 制 条 件 に 25 名 ず つ ラ ン ダ ム に 割 り 振 ら れ た 。 平 均

 

6  研 究 7 は ， 以 下 の 学 会 ポ ス タ ー 発 表 の 内 容 を 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。       

堀 川  佑 惟・岡  隆（ 2018）レ ズ ビ ア ン に 対 す る 女 性 異 性 愛 者 の 態 度 に 仮 想 接 触

が 及 ぼ す 効 果 ― カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン グ の 効 果 と の 比 較 ―  日 本 心 理 学 会 第 82 回

大 会 発 表 論 文 集 , 66. 【 宮 城 県 仙 台 市 : 仙 台 国 際 セ ン タ ー , 2018 年 9 月 25 日 】  
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年 齢 は 18.74 歳 （ SD=0.85） で あ っ た 。  

 手 続 き  1 回 の 実 験 に つ き 1 名 の 参 加 者 が 実 験 に 参 加 し た 。 実 験 手 続 き を

Figure 7.3 に 示 す 。  

最 初 に ， イ メ ー ジ 課 題 が 行 わ れ た 。 ま ず ， 実 験 条 件 の 参 加 者 は ， 研 究 5 と 同

様 の 方 法 で ，趣 味 に つ い て の 書 き 出 し を 行 っ た 。そ の 後 ，以 下 の 教 示 に 従 っ て ，

レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 を 行 う よ う 求 め ら れ た 。「 あ な た は 休 日 ，

あ な た の 友 人 か ら の 紹 介 で ， 趣 味 の 合 う ひ と り の 女 性 と 2 人 で 過 ご す こ と に な

り ま し た 。 そ の 女 性 と あ な た が 会 う の は 初 め て で す 。 そ し て あ な た は ， そ の 女

性 が 同 性 愛 者 で あ る こ と を そ の 女 性 か ら 事 前 に 知 ら さ れ て い ま し た 。あ な た は ，

そ の 相 手 と 会 っ て す ぐ に 意 気 投 合 し ， 今 ， そ の 人 と 一 緒 に 共 通 の 趣 味 を 楽 し ん

で い る と こ ろ で す 」。統 制 条 件 の 参 加 者 は ，趣 味 に つ い て の 書 き 出 し や 仮 想 接 触

は 行 わ な か っ た 。代 わ り に ，「 こ れ か ら タ イ マ ー が 鳴 る ま で ，女 性 同 性 愛 者 に つ

い て イ メ ー ジ し て く だ さ い 。」と い う 教 示 に 従 い ，単 に レ ズ ビ ア ン に つ い て 考 え

る 課 題 を 行 っ た 。 イ メ ー ジ を 2 分 間 行 っ た 後 に ， 想 像 し た 内 容 に つ い て の 書 き

Figure 7.3 研 究 7 の 手 続 き 。  
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出 し 課 題 が 3 分 間 行 わ れ た 。 そ の 課 題 に お い て ， 実 験 条 件 の 参 加 者 は 仮 想 接 触

し た 相 手 の 特 徴 や 交 流 内 容 を ， 統 制 条 件 の 参 加 者 は 単 に 考 え た 内 容 を そ れ ぞ れ

可 能 な 限 り 書 き 出 す よ う 求 め ら れ た 。  

そ の 後 ， 参 加 者 は ， レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 と 顕 在 的 態 度 を 測 定 す る

質 問 紙 に 回 答 し た 。参 加 者 は ，研 究 5，6 と 同 様 に ，別 の 研 究 者 が 行 っ て い る 調

査 の 質 問 紙 で あ る こ と を 伝 え ら れ た 。 こ の 質 問 紙 の 測 定 に つ い て ， 参 加 者 が レ

ズ ビ ア ン と の 接 触 を 予 期 し て い な い 状 態 で 測 定 す る よ う に ， す な わ ち ， 社 会 的

距 離 の 測 定 よ り 前 に 測 定 す る よ う に ， 研 究 5 か ら 測 定 順 序 を 変 更 し た 。  

集 団 間 不 安 尺 度 は ，研 究 6 に お い て 一 部 の 項 目 に 床 効 果 が み ら れ た こ と か ら ，

仮 想 接 触 研 究 で あ る Turner, West, & Christie（ 2013）で 用 い ら れ た も の を 参 考 と

し た も の に 変 更 さ れ た 。参 加 者 は ，「 以 下 の 質 問 を 読 み ，そ れ に 対 す る あ な た の

考 え に 最 も 近 い と こ ろ に ○を つ け て く だ さ い 。」と い う 教 示 の も と ，「 1.も し あ な

た が 女 性 同 性 愛 者 に 会 っ た ら ，あ な た は ど の 程 度 気 ま ず い で す か ？（ 逆 転 項 目 ）」

と い っ た 4 つ の 項 目 に 1（ ま っ た く 気 ま ず く な い ）か ら 7（ と て も 気 ま ず い ）の

数 字 で 回 答 し た 。他 の 項 目 文 に つ い て は ，「 ど の 程 度 」ま で は 項 目 1 と 同 文 で あ

り ， そ の 後 「 楽 し い で す か ？ 」「 堂 々 と し て い ま す か ？ 」「 リ ラ ッ ク ス し て い ま

す か ？ 」 と 続 い た 。 そ れ ら の 項 目 の 回 答 方 法 も 各 項 目 文 に 準 拠 し た 。 た と え ば

2 番 の 項 目 で あ れ ば ， 1（ ま っ た く 楽 し く な い ） か ら 7（ と て も 楽 し い ） の 数 字

で 回 答 が 求 め ら れ た 。  

顕 在 的 態 度 は ， 研 究 5 で 用 い た ATLG-J4 の 信 頼 性 に つ い て の 懸 念 を 踏 ま え ，

研 究 3 で 作 成 し た ATLG-J20 の 下 位 尺 度 で あ る ATL-J に よ っ て 測 定 し た 。1（ 非

常 に 反 対 ） か ら 7（ 非 常 に 賛 成 ） ま で の 7 段 階 評 定 ， 10 項 目 の リ ッ カ ー ト 尺 度

と し て 用 い た 。 得 点 が 高 い ほ ど ， レ ズ ビ ア ン に 対 す る 顕 在 的 態 度 が ネ ガ テ ィ ブ

で あ る こ と が 示 さ れ る 。  
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そ の 後 ， 研 究 5 で 用 い ら れ た 質 問 紙 と 同 様 の フ ェ イ ス シ ー ト が 設 け ら れ た 。  

質 問 紙 へ の 回 答 後 ， 参 加 者 は ， こ れ か ら 実 験 協 力 者 で あ る 同 性 愛 者 の 女 性 と

約 10 分 間 の 対 談 を 行 う こ と を 伝 え ら れ た 。実 験 者 は ，今 か ら 実 験 協 力 者 を 呼 ん

で く る と 参 加 者 に 告 げ ， 2 分 間 退 室 し た 。 そ の 際 ， 参 加 者 に ， 今 い る 部 屋 に あ

る 2 枚 の パ ネ ル の 間 に 椅 子 2 脚 を 向 か い 合 わ せ で 設 置 す る よ う ， 口 頭 で 指 示 を

与 え た 。 参 加 者 は 椅 子 を 設 置 し た 後 ， 実 験 に 対 す る 疑 問 や 感 想 な ど が あ れ ば 用

紙 に 書 き 出 し た 。 こ の 自 由 記 述 で ， 本 来 の 実 験 目 的 に 気 付 い た こ と を 報 告 し た

参 加 者 は い な か っ た 。  

実 験 者 が 退 室 し て か ら 2 分 後 ， 参 加 者 は ， 実 験 室 に 戻 っ て き た 実 験 者 に ， 対

談 は 行 わ れ な い こ と を 伝 え ら れ た 。 そ の 後 ， デ ブ リ ー フ ィ ン グ を 受 け た 。  

結 果  

集 団 間 不 安 尺 度 の α 係 数 は .76， ATL-J の α 係 数 は .82 で あ っ た 。  

集 団 間 不 安 尺 度 得 点 と ATL-J 得 点 と の 間 に は ， 有 意 な 正 の 相 関 が み ら れ た

（ r=.53, p<.001）。集 団 間 不 安 尺 度 得 点 と 椅 子 の 間 隔 と の 間（ r=-.05, p=.71），ATL-

J 得 点 と 椅 子 の 間 隔 と の 間（ r=.05, p=.71）に は ，有 意 な 相 関 は み ら れ な か っ た 。  

実 験 条 件 － 統 制 条 件 間 で ，レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 尺 度 得 点 ，ATL-J 得

点 ，椅 子 の 間 隔 に 差 が み ら れ る か を t 検 定 に よ っ て 検 討 し た（ Table 7.4）。 そ の

結 果 ， ATL-J 得 点 に つ い て は ， 実 験 条 件 の 参 加 者 （ M=1.68, SD=0.56） が 統 制 条

件 の 参 加 者（ M=2.11, SD=0.72）よ り も 有 意 に 低 か っ た こ と が 示 さ れ た（ t(48)=2.32, 

p=.02, d=0.65）。一 方 ，集 団 間 不 安 得 点 に つ い て は ，実 験 条 件 の 参 加 者（ M=2.62, 

SD=1.10） と 統 制 条 件 の 参 加 者 （ M=2.98, SD=1.03） と の 間 で 有 意 差 は み ら れ な

か っ た （ t(48)=1.19, p=.24, d=0.33）。 椅 子 の 間 隔 に つ い て も 同 様 に ， 実 験 条 件 の

参 加 者 （ M=60.35cm, SD=15.10） と 統 制 条 件 の 参 加 者 （ M=61.54cm, SD=18.20）

と の 間 で 有 意 差 は み ら れ な か っ た （ t(48)=0.25, p=.80, d=0.04）。  
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考 察  

研 究 5， 研 究 6 の 結 果 と は 異 な り ， 研 究 7 で は レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な

仮 想 接 触 を 行 う こ と に よ っ て ， レ ズ ビ ア ン に 対 す る 顕 在 的 態 度 が 有 意 に ポ ジ テ

ィ ブ に な る こ と が 示 さ れ た 。 こ の 結 果 の 原 因 に つ い て は ， 第 一 種 の 過 誤 の 可 能

性 を 除 く と ， 以 下 の 2 つ の 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 1 つ 目 は ， 尺 度 を 変 え た こ と

で あ る 。研 究 5，研 究 6 で 用 い ら れ た ATLG-J6 の ATL-J と 研 究 7 で 用 い ら れ た

ATLG-J20 の ATL-J と は 測 定 概 念 を 共 有 し て は い る も の の ， 第 Ⅰ部 の 研 究 に お い

て も 本 研 究 に お い て も ， 十 分 な 信 頼 性 が 確 認 さ れ た の は 後 者 の み で あ る 。 2 つ

目 は ， 気 分 の 効 果 で あ る 。 ポ ジ テ ィ ブ な 交 流 の 想 像 は ， 研 究 5， 研 究 6 で は 実

験 条 件 だ け で な く 統 制 条 件 で も な さ れ た 一 方 ， 研 究 7 で は 実 験 条 件 の み で 行 わ

れ た 。 こ の 想 像 が ポ ジ テ ィ ブ な 気 分 を 喚 起 し た た め に ， 研 究 7 で の み 条 件 間 で

結 果 の 差 異 が み ら れ た ， と い う 解 釈 で あ る 。 た だ し ， こ れ ら 2 つ の 解 釈 の う ち

後 者 を 真 と 考 え た 場 合 に は ， 研 究 7 で 集 団 間 不 安 や 行 動 の 指 標 に 有 意 差 が み ら

れ て い な い 結 果 を 解 釈 す る こ と が 困 難 に な る 。 ま た ， 第 6 章 で 述 べ た 通 り ， 行

動 は 集 団 間 不 安 や 顕 在 的 態 度 に よ っ て 説 明 さ れ る も の で あ る と 考 え ら れ る 。 し

か し ， 研 究 5 に お い て は レ ズ ビ ア ン に 対 す る 行 動 に 条 件 間 差 が 見 ら れ た に も か

か わ ら ず ， 顕 在 的 態 度 に 有 意 差 が 見 ら れ な か っ た 。 仮 に 研 究 5 に お け る 顕 在 的

M SD M SD

集団間不安 2.62 1.1 2.98 1.03 1.19 0.24 0.33

ATL-J 1.68 0.56 2.11 0.72 2.32 0.02 0.65

椅子の間隔(cm) 60.35 15.1 61.54 18.2 0.25 0.80 0.07

注）両条件ともn  = 25。

Table 7.4

女性同性愛者との仮想接触と単に女性同性愛者について考えることとの間でのレズビアン

に対する態度への効果の比較（研究7）

女性同性愛者

との仮想接触

女性同性愛者

について単に考える

t p d
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態 度 に 関 す る 結 果 が 真 で あ る と す る な ら ば ， 仮 想 接 触 が 直 接 的 に 行 動 に 影 響 を

及 ぼ す こ と を 示 唆 す る 結 果 と な る も の の ， そ の 因 果 関 係 の メ カ ニ ズ ム に つ い て

説 明 を 試 み る こ と は 困 難 で あ る 。 以 上 よ り ， 将 来 の 更 な る 実 証 研 究 こ そ 必 要 で

あ る も の の ， レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 が 顕 在 的 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ

に す る 効 果 を 有 す る こ と を 示 唆 す る 結 果 が 得 ら れ た と 考 え ら れ る 。  

レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 に つ い て ， 研 究 5， 研 究 6 と 同 様 に ， 研 究 7

に お い て も レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 が 有 意 な 影 響 を 与 え る と い う

結 果 は 見 ら れ な か っ た 。 こ の 結 果 に よ っ て ， 研 究 5 の 結 果 に つ い て の ， 接 触 予

期 や 気 分 の 変 化 に よ っ て 集 団 間 不 安 が 両 条 件 と も 大 き く 低 減 さ れ た ， と い う 解

釈 は 成 り 立 た な く な っ た 。 こ の 研 究 7 で レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触

が ATL-J 得 点 を 低 下 さ せ た こ と か ら ，レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 が

顕 在 的 測 度 に は 影 響 し な い ， と い う 解 釈 も ま た 棄 却 さ れ る 。 残 さ れ た 解 釈 可 能

性 は ， レ ズ ビ ア ン を 想 像 す る こ と 自 体 が 多 く の 参 加 者 に と っ て 困 難 で あ る た め

に ，そ の 想 像 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 を 低 減 す る こ と が で き な か っ た ，

と い う 可 能 性 で あ る 。 研 究 7 に お い て も ， 過 去 に レ ズ ビ ア ン と 交 流 が あ る と 回

答 し た 参 加 者 は ， 50 名 中 13 名 と 少 数 で あ っ た 。  

レ ズ ビ ア ン に 対 す る 行 動 に つ い て ， 研 究 5， 研 究 7 そ れ ぞ れ の 結 果 を 考 え 合

わ せ る と ， レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 は レ ズ ビ ア ン に 対 す る 行 動 を

ポ ジ テ ィ ブ に す る 一 方 で ， そ の 効 果 は 接 触 の 想 像 で は な い カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン

グ と 差 が な い も の と 考 え ら れ る 。 研 究 7 で み ら れ た 実 験 条 件 ・ 統 制 条 件 双 方 の

レ ズ ビ ア ン と の 椅 子 の 間 隔 が ， 研 究 5 で み ら れ た 実 験 条 件 の そ れ と 同 程 度 な い

し よ り 短 か っ た こ と か ら も ， こ の 解 釈 は 支 持 さ れ る 。 差 が み ら れ な か っ た 理 由

に つ い て は ， 集 団 間 不 安 に 関 す る 結 果 の 解 釈 と 同 様 に ， レ ズ ビ ア ン を 想 像 す る

こ と が 困 難 で あ っ た た め で あ る と 解 釈 で き よ う 。  
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た だ し ，研 究 5，6 に お い て 仮 想 接 触 に よ る 顕 在 的 態 度 が ポ ジ テ ィ ブ に な る 効

果 が 見 ら れ な か っ た 理 由 に つ い て 実 証 的 に 検 討 で き て い な い た め ， 現 状 で は レ

ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が 女 性 異 性 愛 者 の 顕 在 的 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る 効 果 が

頑 健 な も の で あ る と 主 張 す る こ と は 難 し い 。 そ の 理 由 を 明 ら か に す る た め ， 以

降 の 研 究 で は ， 仮 想 接 触 が そ の 後 の 態 度 に 及 ぼ す 効 果 の う ち ， 感 情 的 な 要 素 に

よ り 焦 点 を 当 て て 検 討 す る こ と と し た 。 具 体 的 に は ， 接 触 す る メ ン バ ー が 所 属

す る 集 団 に 対 す る 態 度 に つ い て ， こ れ ま で 扱 っ て き た 顕 在 的 態 度 の 測 定 の み で

は な く ， 非 意 識 的 ， 非 統 制 的 な 潜 在 的 態 度 の 測 定 も 同 時 に 行 う 。  
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第 8 章  仮想接触が偏見に及ぼす効果の一般化可能性―精神疾患患者

との仮想接触を扱った検討―  

 第 7 章 で は ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 を ポ ジ テ ィ

ブ に す る 効 果 が 示 さ れ た 。 第 8 章 で は こ の 効 果 に つ い て ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想

接 触 特 有 の も の で あ る か ， そ れ と も 日 本 に お け る 仮 想 接 触 に 一 般 的 に み ら れ る

効 果 で あ る か を 検 討 す る た め ， 研 究 8 の 報 告 を 行 う 。 研 究 8 で は ， 第 7 章 で 扱

っ た 仮 想 接 触 に つ い て ， 接 触 す る 外 集 団 の メ ン バ ー を 精 神 疾 患 患 者 と し た 場 合

の 効 果 を 確 認 し た 。  

 

8.1 研究 8 精神疾患患者との仮想接触が精神疾患 患者に対する態度

に及ぼす効果 7 

目 的  

研 究 8 で は ， 精 神 疾 患 患 者 と の 仮 想 接 触 が 精 神 疾 患 患 者 に 対 す る 偏 見 に 及 ぼ

す 効 果 に つ い て 扱 う こ と で ， 仮 想 接 触 の 対 象 を 精 神 疾 患 患 者 と し た 場 合 に ， 研

究 5 か ら 7 ま で で 見 ら れ た 結 果 と 同 様 の 結 果 が 見 ら れ る か を 検 討 す る 。 日 本 に

お け る 精 神 疾 患 患 者 に 対 す る 偏 見 に つ い て は ， 研 究 1 に お い て ， 他 の マ イ ノ リ

テ ィ に 対 す る 偏 見 と 同 程 度 か そ れ 以 上 に 強 い こ と が 示 さ れ て い る 。  

こ の 研 究 8 で は ，研 究 7 と 同 じ く ，集 団 間 不 安 と 顕 在 的 態 度 の 指 標 を 用 い て ，

仮 想 接 触 が そ の 後 の 集 団 間 不 安 ，顕 在 的 態 度 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 を 行 う 。

加 え て ， 以 下 に 示 す 2 つ の 手 段 に よ っ て ， 仮 想 接 触 が そ の 後 の 態 度 に 及 ぼ す 影

 

7 研 究 8 は ， 以 下 の 学 会 ポ ス タ ー 発 表 の 内 容 を 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。 堀 川  

佑 惟・岡  隆（ 2018）精 神 疾 患 者 と ネ ガ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ と の 連 合 に 仮 想

接 触 が 及 ぼ す 効 果 ― 代 替 思 考 と し て の 仮 想 接 触 の 役 割 に 注 目 し た 検 討 ―  日 本

社 会 心 理 学 会 第 59 回 大 会 発 表 論 文 集 , 124. 【 大 阪 府 茨 木 市 : 追 手 門 学 院 大 学 西

条 キ ャ ン パ ス , 2018 年 8 月 28 日 】  
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響 に つ い て よ り 詳 細 に 検 討 す る 。 ま ず ， 仮 想 接 触 が 精 神 疾 患 患 者 に 対 す る 潜 在

的 態 度 に 及 ぼ す 影 響 つ い て 調 べ る た め ， 従 属 変 数 と し て 精 神 疾 患 患 者 と ネ ガ テ

ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ と の 連 合 を 調 べ る IAT 課 題 を 用 い る こ と と し た 。一 般 に ，

特 定 の 人 々 と ネ ガ テ ィ ブ な 概 念 と の 潜 在 的 連 合 は ， 潜 在 的 態 度 の 指 標 と し て 用

い ら れ る 。 ま た ， 仮 想 接 触 に よ っ て 態 度 が ポ ジ テ ィ ブ に な る 効 果 の 持 続 性 を 検

討 す る た め ， 全 て の 従 属 変 数 を ， 実 験 操 作 直 後 だ け で な く そ の 2 週 間 後 に も 測

定 す る こ と と し た 。 こ れ ら の 検 討 に よ っ て ， 研 究 5 か ら 7 ま で で は 不 明 瞭 で あ

っ た 仮 想 接 触 が そ の 後 の 態 度 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て よ り 詳 細 に 検 討 で き る と 考

え る 。  

第 7 章 の 実 験 と は 異 な り ， こ の 研 究 で は 社 会 的 距 離 の 測 定 は 行 わ な い 。 す な

わ ち ， 行 動 の 指 標 を 設 け な い 。 こ の 研 究 の 実 験 で は 同 一 の 従 属 変 数 の 測 定 を 2

度 行 う 必 要 が あ る た め に 椅 子 の 距 離 の 課 題 の デ ィ セ プ シ ョ ン を 行 う こ と が で き

な い こ と ，非 意 識 的 ・ 統 制 的 な 偏 見 の 指 標 と し て IAT 課 題 を 用 い て い る こ と が

そ の 理 由 で あ る 。 一 般 に ， 他 者 に 対 す る 行 動 の 変 容 は そ の 他 者 に 対 す る 感 情 の

変 容 の 結 果 と し て 表 れ る も の で あ る と 考 え ら れ る た め ， 仮 想 接 触 が 態 度 に 及 ぼ

す 影 響 が 明 ら か に な っ た 段 階 で は ， 仮 想 接 触 が 行 動 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て の 検

討 も 行 う 意 義 は 大 き く な る で あ ろ う 。  

方 法  

本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  

デ ザ イ ン  実 験 室 実 験 は ，2（ 仮 想 接 触 有 無：あ り 対 な し ）×2（ 測 定 時 期：イ

メ ー ジ 直 後 対 イ メ ー ジ 2 週 間 後 ） の 混 合 計 画 で 行 わ れ た 。 以 下 ， 仮 想 接 触 あ り

条 件 を 実 験 条 件 ，仮 想 接 触 な し 条 件 を 統 制 条 件 ，イ メ ー ジ 直 後 条 件 を T1，イ メ

ー ジ 2 週 間 後 条 件 を T2 と す る 。  

実 験 参 加 者  病 院 ・ ク リ ニ ッ ク の 精 神 科 へ の 受 診 経 験 が な い 日 本 大 学 の 大 学
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生 86 名 が 参 加 し た 。神 経 科 ，神 経 内 科 ，心 療 内 科 受 診 経 験 者 や 各 種 相 談 機 関 で

の 被 カ ウ ン セ リ ン グ 経 験 者 は ，研 究 対 象 か ら 除 外 さ れ な か っ た 。1 回 目・2 回 目

双 方 の 実 験 に 参 加 し た 80 名（ 実 験 条 件：男 性 20 名 ，女 性 21 名 。統 制 条 件：男

性 20 名 ， 女 性 19 名 ） が 分 析 対 象 と な っ た 。  

実 験 は 2 回 に 分 け て 行 わ れ た 。 1 回 の 実 験 に つ き ， 1 名 ま た は 2 名 の 学 生 が

参 加 し た 。 2 名 の 参 加 者 が 同 時 に 参 加 し た 場 合 に も ， 実 験 中 ， そ の 2 名 は パ ネ

ル で 隔 て ら れ ， お 互 い の 様 子 を 知 る こ と は で き な か っ た 。  

手 続 き  実 験 手 続 き を Figure 8.1 に 示 す 。  

Figure 8.1 研 究 8 の 手 続 き 。  
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1 回 目 の 実 験 で は ， 実 験 開 始 前 に ， 参 加 者 は 実 験 参 加 の 任 意 性 や 個 人 情 報 の

扱 わ れ 方 な ど の 研 究 倫 理 に 関 す る 十 分 な 説 明 を 受 け た 。 そ の 後 ， 参 加 者 は 仮 想

接 触 を 行 い ，質 問 紙 へ の 回 答 と PC 課 題 を 終 え た 。2 回 目 の 実 験 で は ，1 回 目 の

実 験 と 同 じ 質 問 紙 課 題 と PC 課 題 が 行 わ れ た 後 ，デ ブ リ ー フ ィ ン グ が 行 わ れ た 。  

 実 験 条 件 の 仮 想 接 触 の 手 続 き は ， Turner, West, & Christie (2013)を 基 に 作 成 さ

れ た 。最 初 に ，実 験 条 件 の 参 加 者 は ，実 験 者 か ら 用 紙 を 1 枚 渡 さ れ た 。そ し て ，

そ の 用 紙 の 空 欄 に ， 自 身 が 休 日 に 誰 か と し た い こ と を 3 つ ま で 書 き ， そ の 中 で

も 一 番 し た い こ と の 右 に 星 マ ー ク を 書 く よ う に 教 示 さ れ た 。  

次 に ， 参 加 者 は 実 験 者 か ら 以 下 の シ ナ リ オ が 書 か れ た 紙 を 渡 さ れ ， 口 頭 で も

同 じ シ ナ リ オ を 教 示 さ れ た 。「 あ な た は 休 日 ，趣 味 の 合 う あ な た と 同 性 の 相 手 と ，

2 人 で 一 緒 に 過 ご す こ と に な り ま し た 。そ の 人 と あ な た が 会 う の は 初 め て で す 。

そ し て あ な た は ， そ の 人 が 精 神 疾 患 者 で あ り ， 精 神 科 へ 定 期 的 に 通 院 し て い る

こ と を 事 前 に 知 ら さ れ て い ま し た 。 あ な た は ， そ の 相 手 と 会 っ て す ぐ に 意 気 投

合 し ，今 ，そ の 人 と 一 緒 に 共 通 の 趣 味 を 楽 し ん で い る と こ ろ で す 。」そ し て 参 加

者 は ， こ の シ ナ リ オ に 従 っ た ， ポ ジ テ ィ ブ で ， リ ラ ッ ク ス し た ， 心 地 良 い 交 流

を イ メ ー ジ す る よ う ， 2 回 繰 り 返 し て 指 示 さ れ た 。 趣 味 は ， 最 初 の 用 紙 に 書 き

出 し た 中 か ら 選 択 さ れ た 。 星 マ ー ク を つ け た 趣 味 で は イ メ ー ジ し に く い 場 合 に

は ， 他 の 趣 味 を 選 択 し て も 良 い と い う 教 示 が ， 実 験 者 に よ っ て な さ れ た 。  

仮 想 接 触 は 2 分 間 行 わ れ た 。そ の 後 参 加 者 は ，最 初 に 渡 さ れ た 用 紙 の 裏 面 に ，

イ メ ー ジ の 中 で 交 流 し た 相 手 の 特 徴 と そ の 交 流 の 内 容 に つ い て ， 可 能 な 限 り 書

き 出 す よ う 求 め ら れ た 。 こ の 書 き 出 し は 3 分 間 行 わ れ た 。  

統 制 条 件 の 参 加 者 に は ， 休 日 に 誰 か と し た い こ と に つ い て の 書 き 出 し と ， 仮

想 接 触 の 教 示 は 行 わ れ な か っ た 。代 わ り に ，「 精 神 科 に 定 期 的 に 通 院 し て い る 精

神 疾 患 者 」 に つ い て イ メ ー ジ す る こ と が 求 め ら れ た 。 参 加 者 は ， イ メ ー ジ を 2
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分 間 行 っ た 後 ， イ メ ー ジ し た 内 容 に つ い て ， 用 紙 へ の 3 分 間 の 書 き 出 し を 行 っ

た 。  

全 参 加 者 を 対 象 に ，そ れ ら の 課 題 の 後 に 行 わ れ た 質 問 紙 は ，PC 課 題 を 行 う た

め の 導 入 課 題 と 称 さ れ た 。 こ の デ ィ セ プ シ ョ ン は ， 仮 想 接 触 と は 別 の 課 題 で あ

る こ と を 参 加 者 に 伝 え 要 求 特 性 が 生 じ に く く す る た め ， ま た ， 日 を ま た い で 同

じ 質 問 紙 に 2 回 回 答 す る こ と に つ い て 参 加 者 に 不 自 然 な 手 続 き で あ る と 思 わ れ

な い よ う に す る た め の も の で あ っ た 。 2 回 の 質 問 紙 は 同 一 の 内 容 で ， 精 神 疾 患

患 者 へ の 集 団 間 不 安 と ， 精 神 疾 患 患 者 に 対 す る 顕 在 的 態 度 を 測 定 す る も の で あ

っ た 。  

集 団 間 不 安 の 質 問 は ， Turner, West, & Christie (2013)を 参 考 に 作 成 さ れ た 。 参

加 者 は ，「 以 下 の 質 問 を 読 ん で ，あ な た の 考 え に 最 も 近 い 数 字 1 つ を 〇 で 囲 ん で

示 し て く だ さ い 。」と い う 教 示 の も と ，4 項 目 に 7 段 階 評 定（ 1-7）で 回 答 し た 。

す べ て の 項 目 は 「 も し あ な た が 精 神 疾 患 者 に 会 っ た ら ， あ な た は ど の 程 度 」 と

い う 教 示 で 始 ま り ，そ の 後「 気 ま ず い で す か ？（ 逆 転 項 目 ）」「 楽 し い で す か ？ 」

「 堂 々 と し て い ま す か ？ 」「 リ ラ ッ ク ス し て い ま す か ？ 」と 続 い た 。得 点 が 高 い

ほ ど ， 精 神 疾 患 患 者 へ の 集 団 間 不 安 が 強 い こ と を 示 す 。  

精 神 疾 患 患 者 に 対 す る 顕 在 的 態 度 の 指 標 に は ， 先 行 研 究 に お い て 信 頼 性 と 妥

当 性 の 報 告 が な さ れ た ，Link ス テ ィ グ マ 尺 度 日 本 語 版（ 下 津 ・坂 本・ 堀 川 ・坂

野 ,  2006; 下 津 ・ 坂 本 ,  2010） が 用 い ら れ た 。 12 項 目 4 段 階 評 定 （ 1-4） の 尺 度

で ， 得 点 が 高 い ほ ど ， 精 神 科 に か か っ た こ と が あ る 精 神 疾 患 患 者 に 対 す る 顕 在

的 態 度 が ネ ガ テ ィ ブ で あ る こ と を 示 す 。  

質 問 紙 課 題 の 後 ， 精 神 疾 患 患 者 と ， 精 神 疾 患 患 者 に 対 す る ネ ガ テ ィ ブ な ス テ

レ オ タ イ プ と の 連 合 を 測 定 す る た め ， PC 上 で 身 体 疾 患 者 － 精 神 疾 患 者 IAT

（ Implicit Association Test） が 行 わ れ た 。 こ の 課 題 は ，「 身 体 疾 患 者 － 精 神 疾 患
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者 」 と 「 無 害 な － 危 険 な 」 と の 潜 在 的 連 合 強 度 を 測 定 す る テ ス ト で あ る 。 試 行

で は ， 画 面 の 左 上 ， 右 上 に 表 示 さ れ る こ れ ら の カ テ ゴ リ の い ず れ か に 属 す る 語

が ， 画 面 中 央 に 表 示 さ れ た 。 参 加 者 は そ の 語 が い ず れ の カ テ ゴ リ に 当 て は ま る

か を ， キ ー ボ ー ド の I キ ー と E キ ー を 用 い て ， で き る だ け 早 く ， 正 確 に 弁 別 す

る よ う 求 め ら れ た 。  

各 カ テ ゴ リ の 語 は ， Mental Illness IAT（ IAT Corp., 2017）を 参 考 と し た 。た だ

し ， オ リ ジ ナ ル の Mental Illness IAT の カ テ ゴ リ で あ る 「 Physically Ill People」

「 Mentally Ill People」 そ れ ぞ れ が 有 す る 各 4 語 の 語 群 の 中 に は ， 日 本 で は 病 名

や 病 状 に 関 す る 認 知 度 が 低 い と 思 わ れ る 疾 患 が 多 く 含 ま れ て い る と 考 え ら れ た

た め ， 予 備 調 査 に よ っ て 項 目 の 再 選 定 が 行 わ れ た 。 Mental Illness IAT で 用 い ら

れ た 8 語 を 日 本 語 訳 し た も の に 加 え ， 久 保 （ 2008） を 参 考 に 知 名 度 が 高 い と 考

え ら れ る 身 体 疾 患 名 6 語 ， 精 神 疾 患 名 6 語 を 加 え た 20 語 が ， こ の 予 備 調 査 に

は 用 い ら れ た 。 こ の 際 ， 心 身 症 に 当 た り 得 る 病 名 は 明 確 な 弁 別 が 困 難 で あ る と

考 え ら れ た た め ，選 定 さ れ な か っ た 。168 名（ 男 性 102 名 ，女 性 66 名 ）の 大 学

生 が ， こ れ ら の 20 語 に つ い て 身 体 疾 患 で あ る か 精 神 疾 患 で あ る か を ， 1（ 間 違

い な く 身 体 の 疾 患 ）か ら 4（ 間 違 い な く 精 神 の 疾 患 ）の 4 段 階 評 定 に 0（ わ か ら

な い ） を 加 え た 5 件 法 で 回 答 し た 。 身 体 疾 患 に つ い て は 1 と 2， 精 神 疾 患 に つ

い て は 3 と 4 の 選 択 肢 が 正 答 と さ れ ，正 答 率 が 80%を 超 え た 語 の 中 か ら 病 理 の

重 複 が な い 範 囲 で 語 群 を 選 定 し た 。選 定 し た 語 群 を Table 8.1 に 示 す 。最 終 的 な

語 群 は ，「 身 体 疾 患 者 」 カ テ ゴ リ が 「 骨 粗 し ょ う 症 」「 ヘ ル ニ ア 」「 歯 周 病 」「 貧

血 」 の 4 語 ， 精 神 疾 患 者 カ テ ゴ リ が 「 強 迫 性 障 害 」「 ス ト レ ス 障 害 」「 う つ 病 」

「 パ ニ ッ ク 障 害 」 の 4 語 ，「 無 害 な 」 カ テ ゴ リ が 「 無 害 な 」「 安 全 な 」「 平 和 な 」

「 優 し い 」の 4 語 ，「 危 険 な 」カ テ ゴ リ が「 危 険 な 」「 あ ぶ な い 」「 暴 力 的 な 」「 攻

撃 的 な 」 の 4 語 と さ れ た 。  
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IAT の 得 点 は ， Greenwald, Nosek, & Banaji（ 2003） の Improved algorithm に 従

っ て 算 出 さ れ た 。「 身 体 疾 患 者 」 と 「 無 害 な 」 が 左 上 に ，「 精 神 疾 患 者 」 と 「 危

険 な 」 が 右 上 に あ る フ ェ イ ズ と ，「 精 神 疾 患 者 」「 身 体 疾 患 者 」 が 反 対 と な る フ

ェ イ ズ と が あ り ， そ れ ぞ れ の フ ェ イ ズ の 反 応 時 間 や 正 誤 を 基 と し て 得 点 算 出 が

な さ れ る 。得 点 が 高 い ほ ど ，「 精 神 疾 患 者 」と「 危 険 な 」と い う ネ ガ テ ィ ブ な ス

テ レ オ タ イ プ と の 連 合 が 強 い こ と が 示 さ れ る 。  

結 果  

 T1，T2 そ れ ぞ れ の 集 団 間 不 安 得 点 ，Link ス テ ィ グ マ 尺 度 日 本 語 版 得 点（ こ の

章 で は 以 下 ， 顕 在 的 態 度 得 点 と す る ）， 身 体 疾 患 者 ―精 神 疾 患 者 IAT 得 点 （ 以

下 ， IAT 得 点 と す る ） の 平 均 点 と 標 準 偏 差 を Table 8.2 に 示 す 。  

集 団 間 不 安 得 点 ，顕 在 的 態 度 得 点 ，IAT 得 点 そ れ ぞ れ を 目 的 変 数 と し ，2（ 実

験 条 件 対 統 制 条 件 ） ×2（ T1 対 T2） の 混 合 計 画 分 散 分 析 を 行 っ た （ Table 8.3）。

集 団 間 不 安 得 点 に つ い て は ， 仮 想 接 触 有 無 の 主 効 果 （ F(3, 78)=6.98, p=.01, 

ηp
2=.082）と 交 互 作 用（ F(3, 78)=19.22, p<.001, ηp

2=.198）が み ら れ た 。測 定 時 期

の 主 効 果 は 有 意 で は な か っ た （ F(3, 78)=3.03, p=.085, ηp
2=.037）。 測 定 時 期 の 各

水 準 に お け る 仮 想 接 触 有 無 の 単 純 主 効 果 を 確 認 し た 結 果 ， 仮 想 接 触 直 後 で は 実

験 条 件 の 参 加 者 が 統 制 条 件 の 参 加 者 よ り も 有 意 に 得 点 が 低 か っ た も の の （ F(1, 

78)=19.25, p<.001, ηp
2=.325）， 2 週 間 後 （ F(1, 78)=3.41, p=.069, ηp

2=.082） で は 条

件 間 に 有 意 な 得 点 差 は み ら れ な か っ た 。 顕 在 的 態 度 得 点 に つ い て は ， 主 効 果 と

交 互 作 用 は み ら れ な か っ た（ Fs<1）。IAT 得 点 に つ い て は ，仮 想 接 触 有 無 の 主 効

果（ F(3, 78)=7.28, p=.009, ηp
2=.085）が み ら れ ， 実 験 条 件 の 参 加 者 が 統 制 条 件 の

参 加 者 よ り も 有 意 に 得 点 が 高 い こ と が 示 さ れ た 。測 定 時 期 の 主 効 果（ F<1）と 交

互 作 用 （ F(3, 78)=3.64, p=.060, ηp
2=.045） は 有 意 で は な か っ た 。  

考 察  



第Ⅱ部 レズビアンとの仮想接触がレズビアンに対する偏見に及ぼす効果の検討 

104 

 

 研 究 5 か ら 研 究 7 ま で で 扱 わ れ た レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 と は 異 な り ， 精 神

疾 患 患 者 に 対 す る 集 団 間 不 安 は 精 神 疾 患 患 者 と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 に よ っ

て 低 減 さ れ る こ と が 示 さ れ た 。 顕 在 的 態 度 に つ い て も レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触

身体疾患 精神疾患

糖尿病(Diabetes) 強迫性障害(Obsessive-Compulsive Disorder)

多発性硬化症(Multiple Sclerosis) 統合失調症(Schizophrenia)

盲腸(Appendicitis) 双極性障害(Bipolar Disorder)

脳性まひ(Cerebral palsy) うつ病(Depression)

骨粗しょう症 解離性障害

白内障 ストレス障害

ヘルニア 神経症

歯周病 人格障害

血友病 自閉症

貧血 不安障害

Table 8.1

予備調査にて用いられた疾患名（研究8）

　注）英語はオリジナルのMental Disorder IATで用いられた語

接触あり 接触なし 接触あり 接触なし

集団間不安 3.35(0.96) 4.27(1.18) 3.82(0.97) 4.06(1.06)

顕在的態度 2.42(0.47) 2.47(0.46) 2.37(0.53) 2.48(0.41)

潜在的連合 0.29(0.45) 0.14(0.46) 0.40(0.49) 0.05(0.51)

T1 T2

Table 8.2

条件毎の変数の平均得点（研究8）

()内は標準偏差。

F ηp
2 F ηp

2 F ηp
2

接触有対無(A) 6.98** 0.08 0.59 0.01 7.28** 0.09

T1対T2 (B) 3.03† 0.04 0.32 0.00 0.07 0.00

(A)×(B) 19.22** 0.20 0.86 0.01 3.64† 0.04

Table 8.3

2×2混合計画分散分析の結果（研究8）

集団間不安 顕在的態度 潜在的連合

　† p<.10, ** p<.01
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と は 異 な り ， 仮 想 接 触 直 後 ， 2 週 間 後 と も に 仮 想 接 触 を 行 わ な か っ た 場 合 と 効

果 が 変 わ ら な い こ と が 示 さ れ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触

と 精 神 疾 患 患 者 と の 仮 想 接 触 と で は そ の 後 の 偏 見 に 及 ぼ す 効 果 が そ れ ぞ れ 異 な

る こ と が 示 唆 さ れ た 。 た だ し ， 集 団 間 不 安 の 差 は 2 週 間 後 に は 有 意 で な く な っ

て し ま う こ と も ま た 示 さ れ た 。  

 一 方 ， 精 神 疾 患 患 者 と ネ ガ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ と の 連 合 に つ い て は ， 仮

想 接 触 に よ っ て 強 化 さ れ ， 更 に そ の 効 果 が 2 週 間 後 に も 残 っ て い る と い う 結 果

が み ら れ た 。 こ の こ と は ， 精 神 疾 患 患 者 と の 仮 想 接 触 が 精 神 疾 患 患 者 に 対 す る

潜 在 的 態 度 を ネ ガ テ ィ ブ に す る こ と を 示 唆 す る 。 こ の 結 果 は ， 同 性 愛 者 と の 仮

想 接 触 に お い て も 再 現 さ れ る の で あ ろ う か 。 先 行 研 究 に お い て は ， ゲ イ 男 性 と

の 仮 想 接 触 に つ い て も ， 潜 在 的 態 度 が ポ ジ テ ィ ブ に な る と い う 結 果 は 見 ら れ て

い な い 。 こ の 点 を 明 ら か に す る た め に は ， 同 性 愛 者 と の 仮 想 接 触 研 究 に て 追 試

を 行 い ， そ の 効 果 を 確 認 す る 必 要 が あ る で あ ろ う 。   
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第 9 章  第 Ⅱ部総合考察  

 第 Ⅱ部 で は ， 女 性 異 性 愛 者 に よ る レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 が レ

ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 に 与 え る 影 響 に つ い て 検 討 し た 。 研 究 5 で は ， レ ズ ビ ア

ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 を 行 っ た 参 加 者 と 女 性 異 性 愛 者 と の ポ ジ テ ィ ブ な

仮 想 接 触 を 行 っ た 参 加 者 と の 間 で ， レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 ， 顕 在 的 態

度 ， 行 動 に 差 が み ら れ る か を 確 認 し た 。 そ の 結 果 ， 仮 想 接 触 に よ っ て レ ズ ビ ア

ン に 対 す る 行 動 が ポ ジ テ ィ ブ に な る こ と が 示 さ れ た も の の ， 集 団 間 不 安 と 顕 在

的 態 度 に つ い て は 2 条 件 間 に 有 意 な 差 が み ら れ な か っ た 。 研 究 6 で は ， 従 属 変

数 の 測 定 順 序 の 要 因 を 加 え て 研 究 5 を 追 試 し た 。 そ の 結 果 ， 仮 想 接 触 と 測 定 順

序 と も に そ の 後 の 集 団 間 不 安 ・ 顕 在 的 態 度 ・ 行 動 へ の 有 意 な 主 効 果 は 見 ら れ な

か っ た 。 交 互 作 用 に つ い て も 同 様 に 見 ら れ な か っ た 。 研 究 7 で は ， レ ズ ビ ア ン

と の 仮 想 接 触 を 行 っ た 参 加 者 と 単 に レ ズ ビ ア ン に つ い て 考 え た 参 加 者 と の 間 で ，

レ ズ ビ ア ン に 対 す る 集 団 間 不 安 ， 顕 在 的 態 度 ， 行 動 に 差 が み ら れ る か を 確 認 し

た 。 そ の 結 果 ， 仮 想 接 触 に よ っ て レ ズ ビ ア ン に 対 す る 顕 在 的 態 度 が ポ ジ テ ィ ブ

に な る こ と が 示 さ れ た も の の ， 集 団 間 不 安 と 行 動 に つ い て は 2 条 件 間 に 有 意 な

差 が み ら れ な か っ た 。 そ し て 研 究 8 で は ， 研 究 5 か ら 7 ま で と は 異 な り ， 精 神

疾 患 患 者 と の 仮 想 接 触 に よ っ て ， 精 神 疾 患 患 者 に 対 す る 集 団 間 不 安 の 低 減 と ，

精 神 疾 患 患 者 と ネ ガ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ と の 連 合 の 強 化 が み ら れ た 。 こ の

研 究 8 に お い て ， 精 神 疾 患 患 者 と の 仮 想 接 触 で は こ れ ら の 結 果 と は 異 な る 結 果

が 見 ら れ た こ と か ら ， 研 究 5 か ら 7 ま で の 結 果 に つ い て は レ ズ ビ ア ン と の 仮 想

接 触 特 有 の も の で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 す な わ ち ， 研 究 5 か ら 7 ま で の 結 果

を 考 察 す る に あ た っ て は ， 第 Ⅰ 部 で 議 論 と 検 討 を 重 ね た 日 本 に お け る レ ズ ビ ア

ン に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 の 特 徴 に つ い て 考 慮 す る 必 要 が あ る 。  

 第 Ⅱ部 に お け る 4 本 の 研 究 の 考 察 を 考 え 合 わ せ ， 結 論 を 述 べ る 。 レ ズ ビ ア ン
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に 対 す る 顕 在 的 態 度 に つ い て は ， レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 に よ っ

て ポ ジ テ ィ ブ に な る こ と が 示 唆 さ れ た 。 し か し ， レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な

仮 想 接 触 が ， レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 全 般 を ポ ジ テ ィ ブ に す る わ け で は な い こ

と も ま た 示 さ れ た 。 そ の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 行 動 に 与 え る ポ ジ テ ィ

ブ な 影 響 は ， 単 な る カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン グ と 有 意 な 差 が な い 程 度 の も の で あ ろ

う 。 た だ し こ れ ら の 効 果 に つ い て ， 再 現 性 が 低 い ， ま た は 効 果 が 弱 く 安 定 し て

い な い も の で あ る 可 能 性 が あ る 。  

ま た ， 集 団 間 不 安 に つ い て は ， レ ズ ビ ア ン と の ポ ジ テ ィ ブ な 仮 想 接 触 に よ っ

て は 低 減 し な い こ と が 一 貫 し て 示 さ れ た 。 し か し ， 研 究 8 に お い て は ， 精 神 疾

患 患 者 と の 仮 想 接 触 に よ っ て 精 神 疾 患 患 者 に 対 す る 集 団 間 不 安 が 一 時 的 に で は

あ る が 低 減 す る こ と が 示 さ れ た 。  

こ の 要 因 と し て ま ず 考 え ら れ る の は ， 日 本 に お い て 同 性 愛 に つ い て 触 れ る こ

と が タ ブ ー 視 さ れ て い る こ と （ 小 宮 ， 2015； 山 下 ， 2016） か ら ， レ ズ ビ ア ン の

想 像 自 体 が 困 難 で あ っ た こ と が 考 え ら れ る 。 文 化 に 強 く 根 差 し た 偏 見 が 存 在 す

る 場 合 に ， そ の 偏 見 の 対 象 と な る 集 団 と の 仮 想 接 触 の 効 果 が み ら れ な い か も し

れ な い（ Miles & Crisp, 2014）と い う 指 摘 も ，こ の 解 釈 を 支 持 す る 。し か し こ の

解 釈 は ， レ ズ ビ ア ン を 想 像 す る こ と が 困 難 で あ る に も か か わ ら ず ， 態 度 の 低 減

が み ら れ た こ と に つ い て の 説 明 を 要 す る 。  

最 も 考 え や す い そ の 説 明 は ， 強 い 集 団 間 不 安 を 向 け る 相 手 と の ポ ジ テ ィ ブ な

接 触 を 想 像 す る こ と に よ っ て 認 知 的 不 協 和 が 生 じ た ， と い う も の で あ ろ う 。 仮

に 参 加 者 が ， 今 ま で レ ズ ビ ア ン と の 交 流 を 持 っ た 経 験 が な い た め に ， あ る い は

少 な い た め に ， レ ズ ビ ア ン と の 接 触 に 不 安 を 感 じ て い た な ら ば ， レ ズ ビ ア ン と

の ポ ジ テ ィ ブ な 交 流 を 行 う こ と は 認 知 的 な 不 協 和 を 生 じ さ せ る で あ ろ う 。 そ し

て 交 流 者 は ， そ の 不 協 和 を 解 消 す る た め ， 接 触 相 手 の レ ズ ビ ア ン に 対 し 好 感 を
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抱 く こ と が 考 え ら れ る 。そ の 過 程 が 接 触 の 想 像 に よ っ て 再 現 さ れ た の で あ れ ば ，

集 団 間 不 安 が 維 持 さ れ た ま ま 相 手 に 好 意 的 に な る か も し れ な い 。 こ の 推 論 に 関

し て は 第 Ⅲ 部 に て 更 な る 検 討 を 行 い ， そ の 研 究 結 果 も 踏 ま え て 再 度 考 察 す る 。  

第 Ⅱ部 に お い て は ， 実 際 に 接 触 す る こ と が 困 難 な レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 を

簡 易 な 手 続 き に よ っ て 部 分 的 に で も ポ ジ テ ィ ブ に で き る と い う ， レ ズ ビ ア ン と

の 仮 想 接 触 の 有 用 性 が あ る 程 度 示 さ れ た と 言 え る 。 多 く の 先 行 研 究 に お い て 示

さ れ て い る も の の ， 本 論 文 の こ こ ま で の 研 究 に お い て は ま だ 検 討 す る こ と が で

き て い な い ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 を 含 め ， 仮 想 接 触 に よ っ て レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ

イ 男 性 に 対 す る 偏 見 を よ り 低 減 す る た め に は ど の よ う な 改 善 を 図 れ ば 良 い か ，

検 討 す る 意 義 は 大 き い と 考 え ら れ る 。
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 仮 想 接 触 研 究 に は い く つ か の 課 題 が 存 在 す る 。 た と え ば ， 介 入 の 効 果 の 頑 健

性 ・ 安 定 性 ・ 持 続 性 ・ 一 般 化 可 能 性 ， 態 度 を 内 面 化 さ せ る た め に 必 要 な 試 行 回

数 ， 実 際 の 接 触 や 拡 張 的 接 触 と の メ カ ニ ズ ム の 共 通 点 と 差 異 ， 仮 想 接 触 後 の 実

際 の 接 触 へ の 影 響 な ど で あ る 。 第 Ⅲ部 で は こ の う ち 仮 想 接 触 の 効 果 に つ い て ，

特 に そ の 頑 健 性 ・ 安 定 性 に 焦 点 を 当 て た 。 具 体 的 に は ， 仮 想 接 触 の 手 続 き を 他

の イ メ ー ジ の 利 用 可 能 性 に 関 す る 研 究 や 集 団 間 接 触 研 究 か ら 得 ら れ た 知 見 を 基

に 改 良 す る こ と を 試 み る 。 そ し て ， 改 良 が な さ れ た 仮 想 接 触 に よ っ て ， レ ズ ビ

ア ン だ け で は な く 第 Ⅱ 部 ま で で 検 討 す る こ と が で き て い な い ゲ イ 男 性 に 対 す る

異 性 愛 者 の 態 度 が ど の よ う に 変 わ る か を 検 討 す る 。  

Crisp & Turner（ 2009）か ら は ，仮 想 接 触 の 理 論 は ，イ メ ー ジ に 関 す る 理 論 と

集 団 間 接 触 の 理 論 を 組 み 合 わ せ た も の で あ る と 理 解 す る こ と が で き る 。 Garcia, 

Weaver, Moskowitz, & Darley（ 2002）は ，社 会 的 文 脈 の 想 像 が ，そ の 文 脈 に 実 際

に 置 か れ て い る 場 合 と 同 様 の 効 果 を 後 続 刺 激 に 与 え る プ ラ イ ム と し て 機 能 す る

こ と を 示 し て い る 。 こ の こ と か ら ， 想 像 に よ っ て 接 触 の 効 果 を 再 現 し よ う と 試

み た の が 仮 想 接 触 で あ る 。  

第 Ⅲ部 は 研 究 9，研 究 10 の 2 本 か ら な る 。研 究 9 で は イ メ ー ジ の 利 用 可 能 性

に 関 す る 先 行 研 究 の 知 見 を ， 研 究 10 で は 集 団 間 接 触 に 関 す る 先 行 研 究 の 知 見

を そ れ ぞ れ 応 用 し ， 仮 想 接 触 の 効 果 に ど の よ う な 効 果 が 及 ぶ か を 検 討 し た 。  
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第 10 章  イ メー ジ の利 用可能 性に 関する 研究の 仮想 接触研 究への 応

用  

10.1 イ メ ー ジ の 利 用 可 能 性 に 関 す る 研 究 の 概 観 と 仮 想 接 触 へ の 応 用

可能性  

 イ メ ー ジ に 関 す る 先 行 研 究 を 応 用 す る に あ た っ て ， そ の 思 考 の 利 用 可 能 性 ，

す な わ ち 接 触 す る 状 況 に つ い て の 想 像 し や す さ を 操 作 す る こ と を 考 え た 。高 林・

沼 崎 ・ 小 野 ・ 石 井 （ 2008） で は ， 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ ま た は 非 伝 統 的 ス

テ レ オ タ イ プ を 想 像 し た 女 性 参 加 者 の 中 で ， 想 像 し や す さ が 高 か っ た 参 加 者 の

み に そ の ス テ レ オ タ イ プ を 内 面 化 す る 効 果 が み ら れ た 。 こ の こ と か ら ， 想 像 し

や す い 仮 想 接 触 で あ る ほ ど ， そ の 効 果 は 強 ま る こ と が 類 推 さ れ る 。  

 利 用 可 能 性 が 高 い 代 替 思 考 で あ る 仮 想 接 触 を 考 え る に あ た っ て ， 仮 想 接 触 の

対 象 と な る 外 集 団 が 持 た れ て い る ス テ レ オ タ イ プ に 注 目 し た 。 外 集 団 に 関 す る

ス テ レ オ タ イ プ は プ ラ イ ミ ン グ さ れ る と 外 集 団 と 結 び 付 き や す い 一 方 で ， 反 ス

テ レ オ タ イ プ は プ ラ イ ミ ン グ さ れ て も 外 集 団 と 結 び 付 き に く い た め ， 代 替 思 考

と し て の 利 用 可 能 性 は 低 い（ 山 本・岡 ，2018）。ま た ，反 ス テ レ オ タ イ プ 的 な 思

考 を 代 替 思 考 と し て 用 い る と ， か え っ て 抑 制 し た い ス テ レ オ タ イ プ へ の ア ク セ

ス 可 能 性 を 高 め て し ま う こ と も 示 さ れ て い る （ Oe & Oka, 2003）。 ポ ジ テ ィ ブ な

仮 想 接 触 は ， ネ ガ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ の 対 象 で あ る 外 集 団 の メ ン バ ー と の

ポ ジ テ ィ ブ な 接 触 の 想 像 で あ る た め ， 反 ス テ レ オ タ イ プ 的 な 思 考 の ひ と つ で あ

る と 言 え よ う 。 そ の た め ， ス テ レ オ タ イ プ に 反 す る 内 容 の 仮 想 接 触 の 教 示 は ，

利 用 可 能 性 が 低 く ， 外 集 団 と ネ ガ テ ィ ブ ス テ レ オ タ イ プ と の 連 合 を 弱 め る こ と

が で き ず ， む し ろ 強 め て し ま う こ と が 考 え ら れ る 。 研 究 8 に て ， 精 神 疾 患 患 者

と の 仮 想 接 触 が 精 神 疾 患 患 者 と ネ ガ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ と の 連 合 を 強 め た

の も ， こ の た め で あ る か も し れ な い 。  
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一 方 で ， 抑 制 対 象 の ス テ レ オ タ イ プ と は 別 次 元 の ， 外 集 団 に つ い て の ポ ジ テ

ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ を 代 替 思 考 と し て 用 い た 場 合 に は ， 抑 制 対 象 と な る ネ ガ

テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ が う ま く 抑 制 で き る こ と も 示 さ れ て い る （ 田 戸 岡 ・ 村

田 ，2010）。こ の こ と か ら ，レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 関 す る ポ ジ テ ィ ブ な ス テ

レ オ タ イ プ を 有 す る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 は ， そ う で な い 仮 想

接 触 よ り も ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と ネ ガ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ と の 連 合

を 弱 め る ， あ る い は 強 め な い こ と が 考 え ら れ る 。  

 

10.2 研 究 9 ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ と 一 致 す る ゲ イ 男 性 と の 仮 想

接触の効果  

目 的  

 研 究 9 で は ， ゲ イ 男 性 と の 交 流 が よ り 想 像 し や す い 場 合 ， よ り 想 像 し に く い

場 合 に ，そ の 後 の ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 に ど の よ う な 影 響 が 及 ぶ か を 検 討 す る 。

そ の 際 ， 感 情 価 の 影 響 を 統 制 す る た め ， 本 研 究 で 用 い る ス テ レ オ タ イ プ 性 格 特

性 語 は 全 て ポ ジ テ ィ ブ な も の に な る よ う に し た 。 優 位 な ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ

プ と 一 致 す る ポ ジ テ ィ ブ な 性 格 特 性 を 有 し て い る ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 は ， ゲ

イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ と 不 一 致 で あ る ポ ジ テ ィ ブ な 性 格 特 性 を 有 し て い る ゲ イ

男 性 と の 仮 想 接 触 や ， そ の よ う な 情 報 が 与 え ら れ な い 通 常 の 仮 想 接 触 ， そ し て

仮 想 接 触 を 行 わ な か っ た 場 合 よ り も ， そ の 後 の ゲ イ 男 性 に 対 す る 男 性 異 性 愛 者

の 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る で あ ろ う 。 ま た ， ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ と 不 一 致

で あ る ポ ジ テ ィ ブ な 性 格 特 性 を 有 し て い る ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 は ， そ の よ う

な 情 報 が 与 え ら れ な い 通 常 の 仮 想 接 触 や ，仮 想 接 触 を 行 わ な か っ た 場 合 よ り も ，

そ の 後 の ゲ イ 男 性 に 対 す る 男 性 異 性 愛 者 の 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る で あ ろ う 。  

方 法  
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本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  

デ ザ イ ン  1 要 因 4 水 準 （ ス テ レ オ タ イ プ 一 致 条 件 ， ス テ レ オ タ イ プ 不 一 致

条 件 ， ス テ レ オ タ イ プ 情 報 な し 条 件 ， 統 制 条 件 ） の デ ザ イ ン で あ っ た 。  

実 験 参 加 者  自 認 す る 性 が 出 生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る 男 性 異 性 愛 者 の 大 学 生

80 名 は ， 4 条 件 の い ず れ か に ラ ン ダ ム に 割 り 振 ら れ た 。 1 回 の 実 験 に つ き 1 名

ま た は 2 名 が 参 加 し た 。 初 対 面 の 男 性 異 性 愛 者 と の 仮 想 接 触 を 行 わ な か っ た こ

と を 趣 味 の 書 き 出 し に お い て 示 し た 3 名 の 参 加 者 を 除 外 し た 77 名 （ 平 均 年 齢

19.01 歳 ， SD=1.08） を ， 本 研 究 の 分 析 の 対 象 と し た 。  

 手 続 き  実 験 手 続 き を Figure 10.1 に 示 す 。  

ま ず 参 加 者 は ，条 件 毎 に 指 定 さ れ た 課 題 を 行 っ た 。統 制 条 件 以 外 の 参 加 者 は ，

研 究 5 と 同 様 に 趣 味 の 書 き 出 し を 行 っ た 。 そ の 後 ， ス テ レ オ タ イ プ 一 致 条 件 の

参 加 者 は ， 研 究 4 で み ら れ た ポ ジ テ ィ ブ な ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ と 一 致 す る

印 象 （ 協 調 的 で 親 し み や す い ） を ， ス テ レ オ タ イ プ 不 一 致 条 件 の 参 加 者 は ， 研

Figure 10.1 研 究 9 の 手 続 き 。  
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究 4 で み ら れ た ゲ イ 男 性 の ネ ガ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ と は ジ ェ ン ダ ー ・ 共 同

作 動 ・ 感 情 価 の 3 次 元 が 反 す る 印 象 （ も の 静 か で お と な し い ） を そ れ ぞ れ 男 性

同 性 愛 者 か ら 受 け ， そ の 男 性 同 性 愛 者 と 共 通 の 趣 味 を 楽 し む ， と い う 内 容 の 仮

想 接 触 を 行 っ た 8。ス テ レ オ タ イ プ 情 報 な し 条 件 の 参 加 者 は ，単 に 男 性 同 性 愛 者

と 共 通 の 趣 味 を 楽 し む ， と い う 内 容 の 仮 想 接 触 を 行 っ た 。 趣 味 の 書 き 出 し を 行

わ な か っ た 統 制 条 件 の 参 加 者 は ， 男 性 同 性 愛 者 に つ い て 単 に 考 え る よ う 求 め ら

れ た 。  

次 に 参 加 者 は ， PC 課 題 に 取 り 組 む 前 の 導 入 課 題 と 称 さ れ た 質 問 紙 に 回 答 し

た 。質 問 紙 は ,Turner, West, & Christie (2013)を 参 考 に 作 成 し た 研 究 7 と 同 様 の 集

団 間 不 安 尺 度 4 項 目 と ， 研 究 3 で 作 成 し た ATLG-J20 の 下 位 尺 度 ATG-J10 項 目

か ら 構 成 さ れ た 。  

 そ の 後 参 加 者 は ， PC 課 題 と 称 さ れ た ゲ イ 男 性 － 異 性 愛 者 IAT （ Implicit 

Association Test）を 実 施 し た 。こ の 課 題 は ，「 異 性 愛 者 － ゲ イ 男 性 」と「 良 い －

悪 い 」 と の 潜 在 的 連 合 強 度 を 測 定 す る こ と で ， 潜 在 的 態 度 を 測 定 す る テ ス ト で

あ る 。 試 行 で は ， 画 面 の 左 上 ， 右 上 に 表 示 さ れ る こ れ ら の カ テ ゴ リ の い ず れ か

に 属 す る 語 が ， 画 面 中 央 に 表 示 さ れ る 。 参 加 者 は そ の 語 が い ず れ の カ テ ゴ リ に

当 て は ま る か を ， キ ー ボ ー ド の I キ ー と E キ ー を 用 い て ， で き る だ け 早 く ， 正

 

8 研 究 4 に お い て ， 感 情 価 が ネ ガ テ ィ ブ で あ る 4 語 群 の 中 で 男 性 異 性 愛 者 か ら

ゲ イ 男 性 へ の ス テ レ オ タ イ プ の 評 定 得 点 が 最 も 高 か っ た の は ， 伝 統 的 女 性 ・ 共

同 性 ・ ネ ガ テ ィ ブ の 語 群 で あ っ た 。 し か し ， 男 性 異 性 愛 者 か ら ゲ イ 男 性 へ の ス

テ レ オ タ イ プ は ア ン ビ バ レ ン ト な も の で あ り ， そ の 語 群 と ジ ェ ン ダ ー ・ 共 同 作

動 ・ 感 情 価 の 3 次 元 が 反 す る 伝 統 的 男 性 ・ 作 動 性 ・ ポ ジ テ ィ ブ の 語 群 に つ い

て も ， 男 性 異 性 愛 者 か ら ゲ イ 男 性 へ の 優 位 な ス テ レ オ タ イ プ で あ る こ と が 示 さ

れ て い る 。 そ の た め ， 感 情 価 が ネ ガ テ ィ ブ で あ る 4 語 群 の 中 で も 次 点 で 得 点

が 高 か っ た 伝 統 的 男 性 ・ 共 同 性 ・ ネ ガ テ ィ ブ の 語 群 に 反 す る ， 伝 統 的 女 性 ・ 作

動 性 ・ ポ ジ テ ィ ブ の 語 群 を 本 研 究 で は 用 い る こ と と し た 。  
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確 に 弁 別 す る よ う 求 め ら れ た 。各 カ テ ゴ リ の 刺 激 は ，Gay-Straight IAT（ IAT Corp., 

2018） を 参 考 と し た 。「 良 い 」 カ テ ゴ リ は 「 嬉 し さ 」「 愛 情 」 な ど の 8 単 語 で ，

「 悪 い 」カ テ ゴ リ は「 苦 悩 」「 ひ ど い 」な ど の 8 単 語 で そ れ ぞ れ 構 成 さ れ た 。「 異

性 愛 者 」カ テ ゴ リ に は 男 女 1 名 ず つ が 並 ん で い る こ と を 示 す ピ ク ト グ ラ ム の 他 ，

「 異 性 愛 」「 異 性 愛 者 」 の 2 単 語 が 用 い ら れ た 。「 ゲ イ 男 性 」 カ テ ゴ リ に は 男 性

2 名 が 並 ん で い る こ と を 示 す ピ ク ト グ ラ ム の 他 ，「 ゲ イ 男 性 」「 同 性 愛 」「 同 性 愛

者 」 の 3 単 語 が 用 い ら れ た 。 カ テ ゴ リ 毎 の 刺 激 一 覧 を Table 10.1 に 示 す 。  

IAT の 得 点 は ， Greenwald, Nosek, & Banaji（ 2003） の Improved algorithm に 従

っ て 算 出 さ れ た 。「 異 性 愛 者 」 と 「 良 い 」 が 左 上 に ，「 ゲ イ 男 性 」 と 「 悪 い 」 が

右 上 に あ る フ ェ イ ズ と ，「 異 性 愛 者 」「 ゲ イ 男 性 」 が 反 対 と な る フ ェ イ ズ と が あ

り ， そ れ ぞ れ の フ ェ イ ズ の 反 応 時 間 や 正 誤 を 基 と し て 得 点 算 出 が な さ れ る 。 得

点 が 高 い ほ ど ，「 ゲ イ 男 性 」と「 悪 い 」と い う ネ ガ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ と の

連 合 が 強 い こ と が 示 さ れ る 。  

結 果  

 記 述 統 計 量 と 一 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 を Table 10.2 に 示 す 。 4 条 件 を 独 立 変

数 ， 集 団 間 不 安 を 従 属 変 数 と し た 一 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 ， 主 効 果 が 有 意 で あ

っ た （ F(3, 73)=2.93, p=.04, ηp
2=.11） た め Shaffer 法 に よ る 多 重 比 較 を 行 っ た 。

そ の 結 果 ，ス テ レ オ タ イ プ 不 一 致 条 件 の 参 加 者（ M=3.53, SD=0.94）は ス テ レ オ

タ イ プ 情 報 な し 条 件 の 参 加 者（ M=2.61, SD=1.03）よ り も 有 意 に 得 点 が 高 い こ と

が 示 さ れ た（ t(73)=2.74, adjusted p=.046, d=0.86）。ま た ，ス テ レ オ タ イ プ 情 報 な

し 条 件 の 参 加 者 の 集 団 間 不 安 得 点 に つ い て ， 統 制 条 件 の 参 加 者 の 集 団 間 不 安 得

点（ M=3.39, SD=1.23）よ り も 低 い と い う 有 意 傾 向 が 示 さ れ た（ t(73)=2.32, adjusted 

p=.07, d=0.74）。 同 様 の 分 析 を ， 従 属 変 数 を 顕 在 的 態 度 （ F(3, 73)=0.44, p=.72, 

ηp
2=.02）， 潜 在 的 連 合 （ F(3, 73)=1.08, p=.36, ηp

2=.04） と し て 行 っ た 場 合 に は ，
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有 意 な 主 効 果 は み ら れ な か っ た 。  

考 察  

 ゲ イ 男 性 に 対 す る 集 団 間 不 安 に つ い て は ， ス テ レ オ タ イ プ 情 報 な し 条 件 ， す

な わ ち ゲ イ 男 性 と の 通 常 の 仮 想 接 触 に よ っ て ， 有 意 傾 向 で は あ る が ， 単 に ゲ イ

男 性 に つ い て 考 え た 統 制 条 件 よ り も 低 い こ と が 示 唆 さ れ た 。こ の 点 に つ い て は ，

ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 が 偏 見 を 低 減 す る 効 果 を 有 す る 可 能 性 を 示 し た と 言 え る 。

た だ し ， 顕 在 的 態 度 と 潜 在 的 連 合 に つ い て は 条 件 間 で の 差 が 見 ら れ な か っ た 。  

ス テ レ オ タ イ プ と 不 一 致 で あ る ， も の 静 か で 大 人 し い ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触

に つ い て は ，通 常 の 仮 想 接 触 よ り も 集 団 間 不 安 が 有 意 に 高 ま る 結 果 が み ら れ た 。

こ の 結 果 よ り ， ス テ レ オ タ イ プ と 一 致 し な い ゲ イ 男 性 ， す な わ ち 想 像 し に く い

Table 10.1

ゲイ男性－異性愛者IATの刺激一覧（研究9）

苦悩

ひどい

恐ろしい

意地の悪い

悪い

嬉しさ

愛情

平和

素晴らしい

ゲイ男性 異性愛者 良い

邪悪な

怖い

失敗

害する

輝かしい

笑い

幸せな

楽しみな

ゲイ男性

同性愛

同性愛者

異性愛

異性愛者

①一致 ②不一致 ③情報なし ④統制 F 多重比較

集団間不安 3.11(0.96) 3.53(0.94) 2.61(1.03) 3.39(1.23) 2.93* ③<②

顕在的態度 2.56(1.00) 2.96(1.17) 2.59(1.24) 2.78(1.43) 0.44

潜在的連合 -0.34(0.40) -0.24(0.50) -0.05(0.64) -0.26(0.47) 1.08

*p  < .05

M (SD )

Table 10.2

一元配置分散分析の結果（研究9）
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仮 想 接 触 の 場 合 に は 集 団 間 不 安 が か え っ て 高 ま っ て し ま う 可 能 性 が 示 さ れ た と

言 え る 。 た だ し ， も の 静 か で 大 人 し い ゲ イ 男 性 が ス テ レ オ タ イ プ と 不 一 致 で あ

っ た た め で は な く ， も の 静 か で 大 人 し い と い う 性 格 特 性 に 接 触 相 手 の 集 団 間 不

安 を 高 め る 効 果 が あ る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 し か し い ず れ に せ よ ， 想 像 す る 相

手 の 性 格 特 性 が 仮 想 接 触 に 影 響 を 及 ぼ す こ と は 示 さ れ た と 言 え る 。 ス テ レ オ タ

イ プ と 不 一 致 で あ れ ば ど の よ う な 性 格 特 性 で あ っ て も 仮 想 接 触 に 及 ぼ す 効 果 が

同 じ で あ る か ど う か ， ど の よ う な 外 集 団 を 対 象 と し て も ポ ジ テ ィ ブ な ， あ る い

は ネ ガ テ ィ ブ な 効 果 を 仮 想 接 触 に 及 ぼ す 性 格 特 性 の 情 報 が あ る か を 明 ら か に す

る た め に は ， 今 後 更 な る 検 討 を 要 す る で あ ろ う 。  

ス テ レ オ タ イ プ 一 致 条 件 と し て 設 け た ， 協 調 的 で 親 し み や す い ゲ イ 男 性 と の

仮 想 接 触 に つ い て は ，通 常 の 仮 想 接 触 と の 従 属 変 数 の 有 意 差 が み ら れ な か っ た 。

こ の こ と に つ い て は ， い く つ か の 解 釈 が 考 え ら れ る 。 ま ず ， こ れ ら の 性 格 特 性

は 高 共 同 性 を 示 す 語 で あ り ， 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ を 示 す 語 で あ る と 言 え

る 。 そ の た め ， 男 性 異 性 愛 者 に と っ て ， こ の 性 格 特 性 を 有 す る ゲ イ 男 性 と の 仮

想 接 触 で は ， ゲ イ 男 性 が 外 集 団 の メ ン バ ー で あ る こ と を よ り 強 調 す る も の で あ

っ た か も し れ な い 。 そ の こ と が ， 仮 想 接 触 の 効 果 を ポ ジ テ ィ ブ に す る ス テ レ オ

タ イ プ と の 一 致 に よ る 想 像 し や す さ の 効 果 と 競 合 し た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 あ

る い は ， 協 調 的 で 親 し み や す い ， と い う 性 格 特 性 が ， 絶 対 的 な ゲ イ 男 性 の ス テ

レ オ タ イ プ で は な か っ た こ と も 可 能 性 と し て 考 え ら れ る 。 こ の 性 格 特 性 は ， 研

究 4 に お い て 相 対 的 に 優 位 で あ っ た も の で あ る も の の ， 研 究 4 に お け る ス テ レ

オ タ イ プ 当 て は ま り 度 得 点 は 中 点 に 近 い も の で あ っ た 。こ の ス テ レ オ タ イ プ は ，

男 性 異 性 愛 者 が 行 う ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 の 効 果 を ポ ジ テ ィ ブ に す る た め に は

不 適 で あ っ た か も し れ な い 。 ス テ レ オ タ イ プ 不 一 致 条 件 で 高 い 集 団 間 不 安 が 見

ら れ た こ と を 考 え る と ， こ れ ら の 可 能 性 を 排 除 で き る 外 集 団 と ス テ レ オ タ イ プ
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を 用 い て ， 再 度 検 討 す る 価 値 は あ る で あ ろ う 。  

集 団 間 不 安 の 結 果 に つ い て は ， 研 究 7 で 示 さ れ た レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 と

単 に レ ズ ビ ア ン に つ い て 考 え る こ と と の 間 で 差 が み ら れ な か っ た 結 果 と は 異 な

る 結 果 で あ る 。 顕 在 的 態 度 に つ い て も ， 同 様 の 統 制 条 件 と の 有 意 差 が み ら れ た

研 究 7 と は 異 な る 結 果 で あ っ た 。 研 究 8 に お け る 仮 想 接 触 直 後 の デ ー タ と 比 較

す る と ， 集 団 間 不 安 と 顕 在 的 態 度 に 関 す る 結 果 は 概 ね 再 現 さ れ ， 潜 在 的 連 合 に

関 す る 結 果 に つ い て は 異 な る も の で あ っ た と 言 え る 。 こ れ ら の 結 果 に つ い て ，

ゲ イ 男 性 特 有 の 結 果 で あ る と 言 え る か ど う か に つ い て 議 論 す る た め に は ， 更 な

る デ ー タ を 要 す る で あ ろ う 。   
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第 11 章  仮想接触への集団間接触研究の応用  

11.1 集団間接触研究の概観と仮想接触への応用可能性  

接 触 仮 説  Allport（ 1954） が 提 唱 し た 接 触 仮 説 に よ る と ， 外 集 団 の メ ン バ ー

と の 適 切 な 接 触 は ， 集 団 間 の 嫌 悪 を 低 減 し ， 外 集 団 に 対 す る よ り ポ ジ テ ィ ブ な

態 度 を 形 成 す る こ と に 繋 が る 。 Pettigrew & Tropp（ 2006） は 515 の 接 触 研 究 ，

713 の 独 立 し た サ ン プ ル を 用 い た メ タ 分 析 を 行 い ， 接 触 仮 説 の 効 果 の 強 さ と 頑

健 性 を 示 し た 。  

ま た ， 外 集 団 の メ ン バ ー と の 接 触 に よ っ て 外 集 団 に 対 す る 態 度 が ポ ジ テ ィ ブ

に な る 効 果 に つ い て は ， 集 団 間 不 安 の 低 減 を 介 す る 効 果 で あ る こ と が 示 さ れ て

い る（ Islam & Hewstone, 1993）。こ の 集 団 間 不 安 は ，集 団 間 接 触 の 際 に 個 々 が 敵

意 を 伴 っ て 接 触 す る 可 能 性 を 増 加 さ せ る（ Plant & Devine, 2003），接 触 に よ る 偏

見 低 減 に お け る 重 要 な 要 因 の ひ と つ で あ る と い え る 。  

集 団 間 の 偏 見 を 低 減 す る に あ た っ て ， 集 団 間 接 触 は 有 用 な 方 略 で あ る 。 し か

し ， し ば し ば ， 社 会 的 マ ジ ョ リ テ ィ と ， 偏 見 の 対 象 と な る 社 会 的 マ イ ノ リ テ ィ

と の 間 に は 物 理 的 ・ 社 会 的 距 離 が あ る 。 こ の 論 文 で 扱 う レ ズ ビ ア ン や ゲ イ 男 性

に つ い て も ， こ の 例 に 漏 れ な い 。 す な わ ち ， 偏 見 の 対 象 と な る 外 集 団 の メ ン バ

ー と は 実 際 に は 接 触 で き な い 場 合 が 多 い 。 こ の こ と が ， こ の 接 触 仮 説 を 偏 見 低

減 の 方 略 と し て 用 い る 際 の 問 題 点 の ひ と つ と し て 挙 げ ら れ る （ Crisp & Turner, 

2009）。  

 接 触 理 論 の 応 用  接 触 の 理 論 は さ ま ざ ま な 応 用 が な さ れ ， 外 集 団 の メ ン バ ー

と 一 対 一 の 直 接 的 な 対 人 接 触 で な く と も そ の 効 果 が 得 ら れ る こ と が わ か っ て い

る 。  

代 表 的 な も の の ひ と つ が ，拡 張 的 接 触 仮 説（ Extended contact hypothesis; Wright, 

Aron, McLaughlin-Volpe, & Ropp, 1997）で あ る 。こ れ は ，内 集 団 の メ ン バ ー が 外
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集 団 の メ ン バ ー と 親 密 な 関 係 に あ る と い う こ と を 知 る こ と が ， よ り ポ ジ テ ィ ブ

な 集 団 間 態 度 を 形 成 す る と い う 理 論 で あ る 。 こ の 方 略 は ， 外 集 団 と の 直 接 の 接

触 が 必 要 な く ， 対 象 と な る 外 集 団 と 物 理 的 ・ 社 会 的 距 離 が あ り 実 際 の 接 触 が 困

難 で あ る 場 合 に も 有 用 で あ る 。 同 様 の 理 論 と し て ， 内 集 団 の メ ン バ ー が 外 集 団

の メ ン バ ー と の 成 功 し て い る 交 流 を 観 察 す る こ と に よ っ て 外 集 団 に 対 す る 態 度

が ポ ジ テ ィ ブ に な る と い う 代 理 接 触 （ Vicarious contact; Mazziotta, Mummendey, 

& Wright, 2011） と い う 理 論 も 存 在 す る 。  

し か し ， こ こ ま で に 示 し た 理 論 は ， 偏 見 の 対 象 と な る 外 集 団 に 属 す る メ ン バ

ー と の 直 接 的 な い し 間 接 的 な 繋 が り が な け れ ば ， 偏 見 を 低 減 す る 手 段 と し て 用

い る こ と は で き な い 。 こ の 問 題 を 解 消 す る 方 略 と し て 期 待 さ れ る の が ， そ の よ

う な 繋 が り が 必 要 と な ら な い 仮 想 接 触 で あ る 。  

仮 想 接 触 へ の 応 用  仮 想 接 触 は 想 像 に よ る 集 団 間 接 触 の 再 現 で あ る と 考 え ら

れ て い る（ Crisp & Turner, 2009）。そ の た め ，よ り ポ ジ テ ィ ブ な 態 度 が 形 成 さ れ

や す い 集 団 間 接 触 の 理 論 に 基 づ い た 仮 想 接 触 で あ れ ば ， 従 来 の 仮 想 接 触 よ り も

態 度 が ポ ジ テ ィ ブ に な る と 考 え ら れ る 。 た と え ば ， 仮 想 接 触 に 拡 張 的 接 触 や 代

理 接 触 の 文 脈 を 取 り 入 れ る こ と で ， 仮 想 接 触 の 効 果 は 強 ま る で あ ろ う 。  

こ の 仮 説 に つ い て ， 次 節 で の 研 究 で は 扱 う 。 具 体 的 に は ， 接 触 相 手 で あ る 外

集 団 の メ ン バ ー ，す な わ ち 同 性 愛 者 が ，異 性 愛 者 で あ る 自 身 の 友 人 と 仲 が 良 い ，

と い う 文 脈 を 仮 想 接 触 の 教 示 に 付 与 す る 。 そ し て ， そ の 友 人 も 交 え て 3 人 で の

交 流 を 想 像 す る 。 こ の こ と に よ っ て ， 自 身 の 内 集 団 の メ ン バ ー が 外 集 団 の メ ン

バ ー と 仲 が 良 い 時 に 生 ず る 拡 張 的 接 触 の 効 果 や ， そ れ を 観 察 す る こ と に よ っ て

生 ず る 代 理 接 触 の 効 果 を ， 自 身 が 行 う 交 流 の 効 果 と 同 時 に 得 ら れ る の で は な い

か と 考 え ら れ る 。  

加 え て ， こ の 三 者 関 係 に よ っ て 交 流 相 手 で あ る 同 性 愛 者 に 対 す る 態 度 が ポ ジ
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テ ィ ブ に な る 効 果 は ， Heider（ 1958） の バ ラ ン ス 理 論 に よ っ て も 説 明 が 可 能 で

あ る 。 バ ラ ン ス 理 論 に よ る と ， 三 者 関 係 に 含 ま れ る 3 つ の 二 者 関 係 の 関 係 性 が

ポ ジ テ ィ ブ で あ る か ネ ガ テ ィ ブ で あ る か を そ れ ぞ れ プ ラ ス と マ イ ナ ス で 表 し た

際 ， そ れ ら の 積 が マ イ ナ ス で あ る 場 合 に は 不 均 衡 状 態 で あ り ， 積 が プ ラ ス で あ

る 均 衡 状 態 に な る よ う 関 係 性 が 変 容 し や す い 。 こ の こ と か ら ， 自 身 と 友 人 ， 交

流 相 手 と 友 人 の 関 係 性 が そ れ ぞ れ ポ ジ テ ィ ブ で あ る な ら ば ， そ れ ら の 関 係 性 を

均 衡 状 態 で 維 持 す る た め に 自 身 と 交 流 相 手 と の 関 係 性 も ま た ポ ジ テ ィ ブ に な り

や す い と 考 え ら れ る 。  

 

11.2 研究 10 自身・レズビアン・女性異性愛者の三者間 での仮想接

触がレズビアンに対する態度 に及ぼす影響  

目 的  

研 究 10 で は ，自 身 と レ ズ ビ ア ン ，そ し て そ の 二 者 の 共 通 の 知 り 合 い で あ る 女

性 異 性 愛 者 を 交 え た 三 者 間 で の 交 流 を 想 像 す る 仮 想 接 触 の 手 続 き が ， レ ズ ビ ア

ン と の 仮 想 接 触 の 効 果 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る 。 仮 想 接 触 の 相 手 で あ る レ ズ ビ

ア ン が ， 同 席 す る 自 身 と 仲 が 良 い 女 性 異 性 愛 者 と 仲 が 良 い 場 合 に は ， 自 身 と レ

ズ ビ ア ン と の 二 者 間 の 仮 想 接 触 や ， 仮 想 接 触 を 行 わ な い 場 合 よ り も ， そ の 後 の

レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 が ポ ジ テ ィ ブ に な る で あ ろ う 。 同 席 す る 自 身 と 仲 が 悪

い 女 性 異 性 愛 者 と 仲 が 悪 い 場 合 に つ い て は ， 探 索 的 に 検 討 を 行 う 。 こ の 場 合 に

お い て は ポ ジ テ ィ ブ な 接 触 が 想 像 上 で 行 わ れ に く い と は 考 え ら れ る も の の ，

Heider（ 1958） の バ ラ ン ス 理 論 に よ る と 均 衡 状 態 の 三 者 関 係 と な る た め ， そ の

場 面 の 想 像 自 体 は 行 い や す い も の で あ る と 考 え ら れ る た め で あ る 。  

方 法  

本 研 究 は ， 日 本 大 学 文 理 学 部 の 研 究 倫 理 委 員 会 よ り 承 認 を 得 て 行 わ れ た 。  
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デ ザ イ ン  1 要 因 4 水 準 （ 正 バ ラ ン ス 条 件 ， 負 バ ラ ン ス 条 件 ， 二 者 条 件 ， 統

制 条 件 ） の デ ザ イ ン で あ っ た 。  

実 験 参 加 者  実 験 参 加 希 望 時 に 自 認 す る 性 が 出 生 時 の 身 体 性 と 一 致 す る こ と

を 報 告 し た 女 性 異 性 愛 者 の 大 学 生 47 名 は ，4 条 件 の い ず れ か に ラ ン ダ ム に 割 り

振 ら れ た 。 分 析 対 象 は ， 実 験 時 に 異 性 愛 者 で な い こ と を 報 告 し た 3 名 を 除 外 し

た 44 名 （ 平 均 年 齢 18.55 歳 ， SD=0.87） で あ っ た 。  

1 回 の 実 験 に つ き 1 名 ま た は 2 名 が 参 加 し た 。 2 名 の 参 加 者 が 同 時 に 参 加 し

た 場 合 に も ， そ の 2 名 が 実 験 を 受 け る 空 間 は パ ネ ル で 隔 て ら れ ， お 互 い の 様 子

を 知 る こ と は で き な か っ た 。  

 手 続 き  実 験 手 続 き を Figure 11.1 に 示 す 。  

ま ず 参 加 者 は ， 条 件 毎 に 指 定 さ れ た 課 題 を 行 う よ う 求 め ら れ た 。 正 バ ラ ン ス

条 件 の 参 加 者 は ， 自 身 ， 自 身 と 仲 が 良 い 同 級 生 で 同 性 の 異 性 愛 者 ， そ の 同 級 生

と 仲 が 良 い 初 対 面 の 同 性 の 同 性 愛 者 の 三 者 で 大 学 の 講 義 の 課 題 に 一 緒 に 取 り 組

み ， 初 対 面 の 同 性 愛 者 と 意 気 投 合 し た と い う 内 容 の 交 流 の 想 像 を 行 う よ う 求 め

ら れ た 。 負 バ ラ ン ス 条 件 の 参 加 者 は ， 自 身 ， 自 身 と 仲 が 悪 い 同 級 生 で 同 性 の 異

性 愛 者 ， そ の 同 級 生 と 仲 が 悪 い 初 対 面 の 同 性 の 同 性 愛 者 の 三 者 で の ， 正 バ ラ ン

ス 条 件 と 同 様 の 場 面 を 想 像 し た 。 二 者 条 件 の 参 加 者 は ， 自 身 と 初 対 面 の 同 性 の

同 性 愛 者 と の 二 者 間 で の ， 同 様 の 場 面 を 想 像 し た 。 統 制 条 件 の 参 加 者 は ， 仮 想

接 触 は 行 わ ず ， 女 性 同 性 愛 者 に つ い て 単 に 考 え る 課 題 を 行 っ た 。  

 そ の 後 ， 統 制 条 件 以 外 の 参 加 者 は ， イ メ ー ジ の 中 で 交 流 し た 初 対 面 の 同 性 の

同 性 愛 者 の 特 徴 に つ い て と ， イ メ ー ジ の 中 で 行 っ た 三 者 間 （ 二 者 条 件 で は 二 者

間 ） で の 交 流 の 内 容 を ， 用 紙 に 4 分 間 記 述 す る よ う 求 め ら れ た 。 統 制 条 件 の 参

加 者 は ， イ メ ー ジ し た 内 容 に つ い て 用 紙 に 4 分 間 記 述 す る よ う 求 め ら れ た 。  

 そ の 記 述 の 後 ， 統 制 条 件 以 外 の 参 加 者 は ， イ メ ー ジ し た 状 況 に つ い て ど の 程
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度 は っ き り イ メ ー ジ で き た か を 1（ 全 く で き な か っ た ） か ら 7（ 非 常 に で き た ）

ま で の 7 段 階 評 定 で ， イ メ ー ジ し た 交 流 に つ い て ど の 程 度 快 か 不 快 か を 1（ 不

快 ） か ら 7（ 快 ） ま で の 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め ら れ た 。 さ ら に ， 正 バ ラ ン ス

条 件 と 負 バ ラ ン ス 条 件 の 参 加 者 は ， イ メ ー ジ し た 異 性 愛 者 の 人 物 に つ い て ， 普

段 ど の 程 度 同 性 愛 者 に 好 意 的 で あ る か を 1（ 全 く 好 意 的 で は な い ）か ら 7（ 非 常

に 好 意 的 だ ） ま で の 7 段 階 評 定 で ， 自 身 が ど の 程 度 好 き で あ る か を 1（ 全 く 好

き で は な い ） か ら 7（ 非 常 に 好 き だ ） ま で の 7 段 階 評 定 で そ れ ぞ れ 回 答 を 求 め

ら れ た 。  

次 に 参 加 者 は ， 別 の 実 験 者 が 作 成 し た PC 課 題 に 取 り 組 む 前 の 導 入 課 題 と し

Figure 11.1 研 究 10 の 手 続 き 。「 +」は 二 者 間 の 関 係 が ポ ジ テ ィ ブ で あ る こ

と を ，「 － 」 は ネ ガ テ ィ ブ で あ る こ と を そ れ ぞ れ 示 す 。  
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て 質 問 紙 に 回 答 し た 。 こ の デ ィ セ プ シ ョ ン を 設 け た 理 由 は ， 仮 想 接 触 課 題 か ら

は 独 立 し た 課 題 で あ る こ と を 参 加 者 に 説 明 す る た め で あ っ た 。質 問 紙 は ,Turner, 

West, & Christie (2013)を 参 考 に 作 成 し た 研 究 7 と 同 様 の 集 団 間 不 安 尺 度 4 項 目

と ， 研 究 3 で 作 成 し た ATLG-J20 の 下 位 尺 度 ATL-J10 項 目 か ら 構 成 さ れ た 。  

 そ の 後 参 加 者 は ， PC 課 題 と 称 さ れ た レ ズ ビ ア ン － 異 性 愛 者 IAT （ Implicit 

Association Test）を 実 施 し た 。こ の 課 題 は ，「 異 性 愛 者 － レ ズ ビ ア ン 」と「 良 い

－ 悪 い 」 と の 潜 在 的 連 合 強 度 を 測 定 す る こ と で ， レ ズ ビ ア ン に 対 す る 参 加 者 の

潜 在 的 態 度 を 測 定 す る テ ス ト で あ る 。 試 行 で は ， 画 面 の 左 上 ， 右 上 に 表 示 さ れ

る こ れ ら の カ テ ゴ リ の い ず れ か に 属 す る 語 が ， 画 面 中 央 に 表 示 さ れ る 。 参 加 者

は そ の 語 が い ず れ の カ テ ゴ リ に 当 て は ま る か を ， キ ー ボ ー ド の I キ ー と E キ ー

を 用 い て ， で き る だ け 早 く ， 正 確 に 弁 別 し た 。  

各 カ テ ゴ リ の 刺 激 は ， Gay-Straight IAT（ IAT Corp., 2018）を 参 考 と し た 。「 良

い 」カ テ ゴ リ は「 嬉 し さ 」「 愛 情 」な ど の ，「 悪 い 」カ テ ゴ リ は「 苦 悩 」「 ひ ど い 」

な ど の ， 研 究 9 で 用 い た も の と 同 じ 8 単 語 で そ れ ぞ れ 構 成 さ れ た 。「 異 性 愛 者 」

カ テ ゴ リ に は 男 女 1 名 ず つ が 並 ん で い る こ と を 示 す ピ ク ト グ ラ ム の 他 ，「 異 性

愛 」「 異 性 愛 者 」 の 2 単 語 が 用 い ら れ た 。「 レ ズ ビ ア ン 」 カ テ ゴ リ に は 女 性 2 名

が 並 ん で い る こ と を 示 す ピ ク ト グ ラ ム の 他 ，「 レ ズ ビ ア ン 」「 同 性 愛 」「 同 性 愛 者 」

の 3 単 語 が 用 い ら れ た 。  

IAT の 得 点 は ， Greenwald, Nosek, & Banaji（ 2003） の Improved algorithm に 従

っ て 算 出 さ れ た 。「 異 性 愛 者 」 と 「 良 い 」 が 左 上 に ，「 レ ズ ビ ア ン 」 と 「 悪 い 」

が 右 上 に あ る フ ェ イ ズ と ，「 異 性 愛 者 」「 レ ズ ビ ア ン 」 が 反 対 と な る フ ェ イ ズ と

が あ り ，そ れ ぞ れ の フ ェ イ ズ の 反 応 時 間 や 正 誤 を 基 と し て 得 点 算 出 が な さ れ る 。

得 点 が 高 い ほ ど ，「 レ ズ ビ ア ン 」と「 悪 い 」と い う ネ ガ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ

と の 連 合 が 強 い こ と が 示 さ れ る 。  
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最 後 に 参 加 者 は フ ェ イ ス シ ー ト に 回 答 し た 。フ ェ イ ス シ ー ト は ，年 齢 ，学 年 ，

学 科 ，出 生 時 の 身 体 性 ，恋 愛 対 象 9，レ ズ ビ ア ン と の 接 触 経 験 ，ゲ イ 男 性 と の 接

触 経 験 の 設 問 で 構 成 さ れ た 。身 体 性 は「 男 性 」「 女 性 」の 2 択 ，恋 愛 対 象 は「 男

性 の み 」「 女 性 の み 」「 ど ち ら で も な い 」「 わ か ら な い 」の 4 択 で あ っ た 。探 索 的

に 尋 ね た 接 触 経 験 は ，「 以 下 の い ず れ も 当 て は ま ら な い 」「 実 際 に レ ズ ビ ア ン（ ゲ

イ 男 性 ）と 会 っ て 話 し た こ と が あ る 」「 実 在 の レ ズ ビ ア ン（ ゲ イ 男 性 ）を 知 っ て

い る 」「 空 想 上 の レ ズ ビ ア ン（ ゲ イ 男 性 ）を 知 っ て い る（ ア ニ メ ，ゲ ー ム ，小 説

な ど ）」 の 4 択 か ら 複 数 選 択 を 求 め た 。  

結 果  

 以 下 に て 説 明 す る t 検 定 と 一 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 に つ い て ，Table 11.1 に 示

す 。  

 イ メ ー ジ の 具 体 性  正 バ ラ ン ス 条 件 （ M=4.73, SD=1.01）， 負 バ ラ ン ス 条 件

（ M=4.18, SD=1.40）， 二 者 条 件 （ M=5.09, SD=0.83） の 3 条 件 間 の 得 点 差 を 調 べ

る た め に 一 元 配 置 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ， 効 果 は 有 意 で は な か っ た （ F(2, 

30)=1.88, p=.17, ηp
2=.11）。  

 交 流 の 快・不 快  正 バ ラ ン ス 条 件（ M=5.27, SD=0.90），負 バ ラ ン ス 条 件（ M=4.36, 

SD=1.80），二 者 条 件（ M=5.64, SD=1.03）の 3 条 件 間 の 得 点 差 を 調 べ る た め に 一

元 配 置 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ， 効 果 は 有 意 傾 向 で あ っ た （ F(2, 30)=2.77, p=.08, 

ηp
2=.16）。  

同 性 愛 者 に 対 す る 同 性 の 知 り 合 い の 普 段 の 好 意  正 バ ラ ン ス 条 件 （ M=5.27,  

 

9 研 究 5 に て 実 験 後 に 異 性 愛 者 で な い こ と を 報 告 し た 参 加 者 が い た こ と を 受

け ， 研 究 5， 6， 7， 9 に お い て は 参 加 者 が 異 性 愛 者 で あ る か 否 か を 判 別 す る た

め 募 集 時 に の み 行 っ て い た 身 体 性 と 恋 愛 対 象 に 関 す る 質 問 を ， 研 究 10 で は 実

験 中 に も 改 め て 行 っ た 。  
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SD=1.19）と 負 バ ラ ン ス 条 件（ M=3.09, SD=0.94）と の ，同 性 愛 者 に 対 す る 同 性 の

知 り 合 い の 普 段 の 好 意 の 評 価 を 比 較 す る た め に t 検 定 を 行 っ た 結 果 ， 正 バ ラ ン

ス 条 件 の 方 が 負 バ ラ ン ス 条 件 よ り も 有 意 に 好 意 的 で あ る こ と が 示 さ れ た

（ t(20)=4.76, p<.001, d=1.95）。  

同 性 の 知 り 合 い に 対 す る 参 加 者 の 好 意  正 バ ラ ン ス 条 件 （ M=6.36, SD=0.81）

と 負 バ ラ ン ス 条 件（ M=3.18, SD=1.89）と の ，同 性 愛 者 に 対 す る 同 性 の 知 り 合 い

の 普 段 の 好 意 の 評 価 を 比 較 し た 結 果 ， 正 バ ラ ン ス 条 件 の 方 が 負 バ ラ ン ス 条 件 よ

り も 有 意 に 好 意 的 で あ る こ と が 示 さ れ た （ t(20)=4.76, p<.001, d=1.95）。  

条 件 間 の 集 団 間 不 安 ， 顕 在 的 態 度 ， 潜 在 的 連 合 の 差  4 条 件 間 の レ ズ ビ ア ン

に 対 す る 集 団 間 不 安 得 点 に つ い て 比 較 す る た め ， 一 元 配 置 分 散 分 析 を 行 っ た 結

果 ，効 果 が 有 意 で あ っ た（ F(3, 40)=4.88, p=.006, ηp
2=.27）。Shaffer 法 に よ る 多 重

比 較 を 行 っ た 結 果 ，二 者 条 件 の 方 が 正 バ ラ ン ス 条 件（ t(30)=3.64, adjusted p=.005, 

d=1.49） と 負 バ ラ ン ス 条 件 （ t(30)=1.16, adjusted p=.02, d=1.15） よ り も 有 意 に 集

団 間 不 安 が 低 か っ た 。同 様 の 分 析 を 顕 在 的 態 度（ F(3, 40)=0.63, p=.60, ηp
2=.04），

潜 在 的 連 合 （ F(3, 40)=1.07, p=.37, ηp
2=.07） に つ い て も 行 っ た と こ ろ ，有 意 な 効

①正ﾊﾞﾗﾝｽ ②負ﾊﾞﾗﾝｽ ③二者 ④統制 t F 多重比較

イメージの具体性 4.73(1.01) 4.18(1.40) 5.09(0.83) - 1.88

交流の快さ 5.27(0.90) 4.36(1.80) 5.64(1.03) - 2.77
†

同性愛者に対する
　　知り合いの好意

5.27(1.19) 3.09(0.94) - - 4.76**

知り合いに対する
　　参加者の好意

6.36(0.81) 3.18(1.89) - - 5.14**

集団間不安 3.45(1.26) 3.11(0.98) 1.95(0.56) 2.75(0.94) 4.88** ③<①,②

顕在的態度 2.10(0.79) 1.76(0.73) 1.99(0.79) 1.68(0.93) 0.63

潜在的連合 0.12(0.40) 0.00(0.32) 0.03(0.50) 0.27(0.35) 1.07

†p  < .10，**p  < .01.

Table 11.1

t検定と一元配置分散分析の結果（研究10）

M (SD )
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果 は 見 ら れ な か っ た 。  

考 察  

 研 究 10 で は ， 自 身 と 接 触 相 手 で あ る レ ズ ビ ア ン と の 共 通 の 知 り 合 い を 交 え

た 三 者 間 で の 交 流 を 想 像 す る 仮 想 接 触 の 手 続 き が ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 の

効 果 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， 集 団 間 不 安 に つ い て ， 二 者 間 で の 交

流 よ り も 有 意 に 高 ま る こ と が 示 さ れ た 。 顕 在 的 態 度 と 潜 在 的 連 合 に つ い て は ，

有 意 差 は 見 ら れ な か っ た 。  

 集 団 間 不 安  三 者 間 で の 仮 想 接 触 後 の 集 団 間 不 安 が 比 較 的 強 く 見 ら れ た 理

由 と し て ， 集 団 間 不 安 の 設 問 が 二 者 間 で の 交 流 を 想 定 さ せ 得 る も の で あ っ た こ

と が 考 え ら れ る 。 三 者 間 で 交 流 し た 正 バ ラ ン ス 条 件 と 負 バ ラ ン ス 条 件 の 参 加 者

よ り も ， 二 者 間 で 交 流 し た 二 者 条 件 の 参 加 者 の 方 が ， 二 者 場 面 で の 接 触 に 対 す

る 不 安 は 低 減 し や す い で あ ろ う 。 今 後 の 実 験 に お い て は ， 複 数 人 で レ ズ ビ ア ン

と 関 わ る 際 の 集 団 間 不 安 に つ い て も 測 定 で き れ ば ， こ の 考 え に つ い て は 検 証 可

能 で あ る と 考 え る 。 た だ し ， た と え こ の 考 え が 真 で あ っ た と し て も ， 三 者 間 で

の 仮 想 接 触 の 効 果 が 限 定 的 な も の で あ る こ と に 変 わ り は な い こ と を 留 意 し な け

れ ば な ら な い で あ ろ う 。  

 統 制 条 件 の 操 作  顕 在 的 態 度 と 潜 在 的 連 合 に つ い て ， 3 つ の 実 験 条 件 と ， レ

ズ ビ ア ン に つ い て 単 に 考 え た 後 に そ の 内 容 を 書 き 出 す こ と を 求 め ら れ た 統 制 条

件 と の 差 が 見 ら れ な か っ た 。 こ の う ち 顕 在 的 態 度 に つ い て は ， 統 制 条 件 の 平 均

得 点 か ら 1SD を 引 く と 理 論 的 最 低 値 で あ る 1 を 下 回 る 床 効 果 が 見 ら れ て い る 。

こ の よ う な 統 制 条 件 で 低 い 得 点 が 見 ら れ る 傾 向 は ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 を

扱 っ た 研 究 7 や ， ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 を 扱 っ た 研 究 9 で も 同 様 に 見 ら れ て い

る 。 Table 11.2 に 示 し た 通 り ， ATLG-J20 を 作 成 し 信 頼 性 と 妥 当 性 の 検 討 を 行 っ

た 研 究 3 に お け る ATG-J 得 点 ， ATL-J 得 点 と 見 比 べ た 場 合 に も ， 低 い 値 が 確 認
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さ れ て い る よ う に 見 ら れ る 。  

 研 究 7，9，10 に お け る ATLG-J20 得 点 の 測 定 に つ い て ，研 究 3 に お け る 同 測

定 と の 相 違 点 は ， 測 定 前 に レ ズ ビ ア ン ま た は ゲ イ 男 性 に つ い て 考 え た こ と ， そ

の 内 容 を 記 述 し た こ と ，そ し て ，集 団 間 不 安 の 測 定 を 行 っ た こ と の 3 点 で あ る 。

こ の う ち 2 番 目 の ， レ ズ ビ ア ン ま た は ゲ イ 男 性 に つ い て 考 え た こ と を 記 述 す る

課 題 に つ い て ， 統 制 条 件 の 参 加 者 の レ ズ ビ ア ン ま た は ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 を

ポ ジ テ ィ ブ に す る 手 続 き と な っ た こ と が 考 え ら れ る 。 Son Hing, Li, & Zanna 

(2002)は ， 自 身 が 偏 見 を 有 す る 外 集 団 に 対 し 偏 見 を 持 つ こ と は ネ ガ テ ィ ブ な こ

と で あ る こ と を 記 述 す る 行 動 は ，自 身 の 態 度 と の 間 に 認 知 的 不 協 和 を 生 じ さ せ ，

そ の 不 協 和 を 解 消 す る た め に 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に 変 容 さ せ る こ と を 示 し て い る 。

本 論 文 の 3 つ の 実 験 は ， 実 験 室 で 参 加 者 1 人 ま た は 2 人 に 対 し 実 験 者 が 1 人 と

い う ， 実 験 後 に 実 験 者 に 回 答 が 見 ら れ る こ と が 意 識 さ れ や す い と 思 わ れ る 環 境

で 行 わ れ た 。 統 制 条 件 の 参 加 者 ら は ， そ の 環 境 下 で レ ズ ビ ア ン ま た は ゲ イ 男 性

に つ い て 記 述 す る こ と を 求 め ら れ た た め ， 社 会 的 望 ま し さ 反 応 に よ っ て レ ズ ビ

ア ン ま た は ゲ イ 男 性 が 偏 見 の 対 象 で あ る 旨 の 記 述 を し ， そ の 結 果 と し て 認 知 的

不 協 和 を 生 じ さ せ た 可 能 性 が あ る 。  

 こ の 解 釈 に つ い て 示 唆 を 得 る た め ，研 究 7，9，10 の 統 制 条 件 の 参 加 者 に つ い

操作なし

ATLG-J20 研究3 研究7 研究9 研究10

ATG-J 3.55(1.51) - 2.78(1.43) -

ATL-J 2.66(1.16) 2.11(0.72) - 1.68(0.93)

レズビアン／ゲイ男性のことを

考え，その内容を記述

Table 11.2

研究3，7，9，10のATLG-J20得点の平均値と標準偏差

　注）括弧内は標準偏差。研究3について，ATG-J得点は男

性参加者，ATL-J得点は女性参加者の得点。
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て ， イ メ ー ジ 後 に レ ズ ビ ア ン ま た は ゲ イ 男 性 が 偏 見 の 対 象 で あ る こ と を 記 述 し

て い る か を 調 べ た 。 具 体 的 に は ， カ ミ ン グ ア ウ ト や 社 会 か ら の 否 定 ， ア ラ イ と

呼 ば れ る セ ク シ ュ ア ル マ イ ノ リ テ ィ に つ い て の 理 解 者 で あ る 身 体 性 と 性 自 認 が

一 致 す る 異 性 愛 者 の 存 在 な ど ， レ ズ ビ ア ン ま た は ゲ イ 男 性 に 対 す る 社 会 的 な 偏

見 に 関 し て 言 及 し て い る か 否 か を 確 認 し た 。 加 え て ， 自 分 は 偏 見 を 持 た な い ，

同 性 愛 は 自 由 で あ る ， 同 性 愛 に 対 す る 理 解 が 必 要 で あ る な ど の 主 張 が あ る か 否

か も 調 べ た 。 記 述 を Table 11.3， Table 11.4， Table 11.5 に 示 す 。  

研 究 7 で は 統 制 条 件 の 参 加 者 25 名 中 17 名 （ 68%） が 偏 見 の 存 在 に つ い て 言

及 し ， う ち 6 名 （ 24%） が 自 分 は 偏 見 を 持 っ て い な い ， あ る い は 持 つ べ き で は

な い こ と を 主 張 し た 。 研 究 9 で は 統 制 条 件 の 参 加 者 20 名 中 12 名 （ 60%） が 偏

見 の 存 在 に つ い て 言 及 し ， う ち 4 名 （ 20%） が 自 分 は 偏 見 を 持 っ て い な い ， あ

る い は 持 つ べ き で は な い こ と を 主 張 し た 。 研 究 10 で は 統 制 条 件 の 参 加 者 11 名

中 5 名（ 45%）が 偏 見 の 存 在 に つ い て 言 及 し ，う ち 4 名（ 36%）が 自 分 は 偏 見 を

持 っ て い な い ， あ る い は 持 つ べ き で は な い こ と を 主 張 し た 。  

以 上 の よ う に ， レ ズ ビ ア ン ま た は ゲ イ 男 性 に つ い て 単 に 考 え る こ と を 求 め ら

れ た だ け で ， 半 数 近 い 参 加 者 が 社 会 的 な 偏 見 の 存 在 に つ い て 言 及 し ， お よ そ 3

人 か ら 5 人 に 1 人 は 自 身 が 偏 見 を 持 っ て い な い ， あ る い は 持 つ べ き で は な い こ

と を 主 張 し た 。 日 常 に お い て レ ズ ビ ア ン ま た は ゲ イ 男 性 に つ い て カ テ ゴ リ プ ラ

イ ミ ン グ を 受 け た 際 ，例 え ば テ レ ビ や SNS で レ ズ ビ ア ン ま た は ゲ イ 男 性 と い う

語 を 見 か け た り ， 友 人 と の 話 の 中 で そ れ ら の 語 が 出 て き た り し た 際 に も ， 半 数

近 く の 人 々 が 偏 見 の 話 題 に 触 れ ， 3 人 か ら 5 人 に 1 人 は 自 身 が 偏 見 を 持 た な い

主 張 を す る で あ ろ う か 。 ま た ， 床 効 果 が 見 ら れ る ほ ど に 態 度 が ポ ジ テ ィ ブ に な

る の で あ ろ う か 。 す な わ ち ， 日 常 に お け る カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン グ と ， 本 実 験 で

行 わ れ た カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン グ と の 間 に 乖 離 は な か っ た で あ ろ う か 。  
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こ れ ら の 疑 問 に 関 す る 詳 細 な 分 析 を 行 う た め に は ， 本 研 究 の サ ン プ ル サ イ ズ

で は 不 足 し て い る 。 こ れ ら の 言 及 や 主 張 が 認 知 的 不 協 和 を 生 じ さ せ 偏 見 の 低 減

に 結 び 付 く と 考 え ら れ る 以 上 ， 今 回 の 実 験 で 行 っ た 操 作 が 適 切 で あ っ た か に つ

い て は ， 以 降 の 研 究 で 考 慮 す べ き で あ る 。  

ま た ， こ れ ら の 評 価 は 著 者 に よ っ て 行 わ れ た 。 著 者 に よ る 確 証 バ イ ア ス の 影

響 を 避 け る た め に は ， 実 際 に 自 由 記 述 を 用 い た 研 究 を 行 う 際 ， そ の 研 究 と は 関

係 な い 第 三 者 複 数 名 に よ る 評 定 が 行 わ れ る こ と が 望 ま し い 。   
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偏見

言及

偏見

否定
記述内容

なし なし 髪の長いきれいな女性　やさしくて素直な人のイメージ　おしゃれに気をつかっている人。

なし なし
・知的　・女子力が高そう（美容、料理に詳しそう）　・さびしがり屋　・感情を表に出し

そう　・社交的　・男性とは仲良くなりにくそう。

なし なし

・男性同性愛者よりはきれいなイメージ　・過去に男性との間に何かトラブルがあって男性

はトラウマなのかな　・ホルモンバランスがかたよっている　・男性の性に対する感情がな

いのか

なし なし
苦労することが多そうだと思ったが、異性愛者でもそこはあまり変わらないかもしれない。

細やかなところに気を配れる人が多いイメージ

なし なし

街を2人で歩いていても周りから見て友達としか思えない　手をつないだりキスしたりふつう

の男女で行うようなことをするのかな？　子どもできない　あまり見かけないし、男性同性

愛者の方がよく聞くきがする　どんな感じなのか想像

なし なし
・漫画で見たイメージが強く、一方は本当に同性の相手を愛しているが、もう一方は実は異

性に好きな相手がいるというむくわれないイメージ。　・片方ばかりが不幸せなイメージ。

なし なし ・仲良し　・かっこいい系女子　・男っぽい

なし なし

男性を生理的に受けつけない、一緒にいられない　男性に魅力を感じない　自分は男っぽい

性格と思っている　自分の想いをつらぬいている　子どもはいらない、結婚できなくてもよ

い

あり なし
感情を表に出せずに苦しんでいる　ショートカット，男らしい格こうをしている　表ではよ

く笑顔で振る舞っている　優しいイメージ　まわりを気にしている

あり なし

もし自分が女性同性愛者なら、女性との関わりを避けてしまう気がします。今でこそLGBTと

いう言葉を聞くようにはなりましたが、やはりまだ少数派なのできもち悪がられるんじゃな

いかと考えてしまうし、私が好きになった女の子も周りから何か言われるのではないかと思

うからです。

あり なし
いてもよくわからないだろうなと思う　莉犬という歌手を思いうかべた　男性同性愛者より

表に出す人が少ない気がする　なんか美しいイメージがある

あり なし

・男性同性愛者より気づかれにくそう　・男性同性愛者より認知・理解度が低くそう　・女

性同性愛者の境界線が謎　・意外と近くにいそう　・男性同性愛者よりオープンにしている

人が少なさそう　・あまり女性同性愛者の人をネット上でも見ない

あり なし
表にあまり出さない　カミングアウトをしないイメージ　男性同性愛者に比べてテレビ等で

の露出が少ない。

あり なし
優しい　あたたかい　幸せ　悩み　結婚できない　ピンク　仲良し　理解者　周りの目が気

になる　恋愛

あり なし

・社会的に昔よりは認められるようになってきた。　・メディアなどで多くの人に存在が知

られるようになった　・最近、アニメやドラマの題材になることが増えた　・身近にも数名

いる

あり なし

・男性同性愛者よりも、認められていない感じがする。　・見た目を男性に寄せる人とそう

でない人がいる。　・いつ自分が同性愛者であることを自覚するのか？　・日本は男性の同

性愛者を認める感じが強いが海外は逆な気がする。

あり なし
・男まさりな人　・あまり男性に対して好感を抱かない人　・友情の延長　・協力者　・自

分たちの力で動こうとする人

Table 11.3

研究7の統制条件参加者の記述
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偏見

言及

偏見

否定
記述内容

あり なし

・この間ニュースで結婚が報道された　・身近ではない　・カミングアウトすることで見ら

れる視線が変わってしまう。されることで見る目が少し変わってしまう。　・海外ではあり

そう　・漫画の中での出来事という印象　・女性特有の悩みや好み、傾向などがわかるので

よさそう

あり なし ・性同一性障害　・周囲の目が辛そう　・普通ではない　・日常生活への支障はあるのか

あり あり

人様が女性同性愛者であることを客観的に見ている限りでは楽しく過ごしているようで良い

印象が持てる部分はあるが、もし自分の娘が女性同性愛者であった時は考え方が大いに変

わってくる。一緒に家事をして、一緒に寝床につき

あり あり

・同性であろうと、恋は自由である。　・友人にもいるため特に何かを思ったことはない。

・自分に関わりがない（自分は同性愛自体はどうでもよいと思っているため）なら、他者が

どうであろうとかまわないので、自由にしていいと思う。

あり あり

・特に何とも思わない（賛否に関して）　・自由だと思う　・社会からは色眼鏡で見られが

ち　・女子校には普通にいる　・女子同士でしかできない話も沢山できて楽しそう　・友情

から発展したものか否か気になる

あり あり
・ラインの絵文字にあること　・最近東京都内でも一部で結婚が認められ始めた。　・友達

にも似たような人がいた。　・「不快」や「変」といった偏見は全くない。

あり あり
・過去に何かあって男性が怖くなってしまったのだろうか。　・「男性同性愛者」より、

「女性同性愛者」という言葉はしんとうしていない。　・もっと理解しなくてはいけない。

あり あり

・私が好きな外国人アーティストが以前同性愛者（女性）だとカミングアウトしたこと　・

前期のジェンダー論の授業で世田谷区で女性同士の結婚が認められたことについて教わった

こと　・女性同士が愛しあっていることについて賛成だと私は思うということ　・女性

注）下線部＝偏見言及（カミングアウト，社会からの否定・無理解，アライの存在），太字＝偏見否定

（偏見を持たない、自由、存在の肯定、理解が必要）

偏見

言及

偏見

否定
記述内容

なし なし

友達に同性愛者かなという人がいるので、その人が浮かんだのですがその人は、いつも男女

みんなに優しいし、頼りがいがあるので、他の同性愛者ではない人とあまり普段の生活では

差がないんだなと思いました。

なし なし
・筋肉質　・毛深い　・HIV　・ヒゲ　・汚い　・男らしい　・性欲が強そう　・日焼け　・

海にいそう

なし なし
タンクトップを着るような、少し体かくの良い中年男性。男前というよりは、ナヨナヨした

感じで、優しい顔。手の動きが多い。

なし なし

・短髪　・ほどよく筋肉がついている　・女性の親友ができやすい　・女性の友人が多い

・フランクに話せる　・男性と女性のどちらの考え方も理解している　・外国人に多い　・

親しみやすい　・男前だなと思う人ほど同性愛であると思う

なし なし

顔や体の特徴は男性だが、行為や話し方など女性っぽくなる。化粧もし、着ている服も一般

の男性と違っている。男性より女性のほうがうまく付き合える。共同的な話題も多くて、ま

るで女子達の一部分になっている。

なし なし
・マイノリティー　・マッチョ　・きちょう面　・けっぺき　筋トレ好き　知人の同性愛者

がイメージに浮かんだ。

Table 11.4

研究9の統制条件参加者の記述
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偏見

言及

偏見

否定
記述内容

なし なし ・中肉中背～筋肉質　・恋人つなぎをして歩いている　・個性がある

なし なし

最近、男性であるが、髪をのばし、女性のような服装をしたりして話題になっているモデル

の人がテレビに出ていた。その人の場合は対像が男性、女性どちらもということだった。そ

の他にもSNSで自分の同じくらいの年の男性同士のカップルをみかけたりする。最近では昔

よりも

あり なし

・世論としてのイメージが悪い　・きもちわるい　・BL　・ありえない　・他人からの視線

がきになる。　・あまりかんげいできない　・自分がせまられたら無理だと思う。　・そう

いう人がいることも知ってはいるが、同情できない

あり なし
激しそう　BLの本を想定する　ノリが良い　周りからは冷たい視線をあびせられる　ルック

スについては良し悪し関係ない

あり なし

男として女が好きなのか、女として男が好きなのか　テレビなどから、ゲイであったり、3丁

目、様々なタレントのイメージによって、社会として、受け入れられているもの。→その中

でも違いがあったりするのは気にしていないイメージ。理解できないものは、人間は嫌悪感

であったり、恐怖

あり なし
・容姿については一概にそうだとは言えないが、比較的がっしりとした体形に描かれること

が多い。　・社会の偏見を恐れ、恋愛

あり なし

・社会的に立場がないようにみえる（肩身がせまい）　・最近、映画やドラマなどにおい

て、男性愛についての表現が増えてきているように思える　・日本では結婚できない（出来

るところもあった気が…）　・周囲から白い目で見られているように思える

あり なし
・言いだしにくいもの　・他者に知られたら引かれてしまいそう　・意外と多くの人が同性

愛者だったりしそうでも隠している　なかなか受け入れられないもの

あり なし

渋谷区で同性愛者についての条令がつくられたニュースで男性二人が出演していた。そこか

ら段々と同じような条令が他の区でもつくられるようになった。日本では寛容になりつつあ

るが海外では禁止されているところもある。

あり なし ・優しい　・がたいがいい　・口調が女性　・理解されなそう　・親との対立　・性病

あり あり
・そういった人もいる、という印象。　・オカマ・オネエもその一種→新宿二丁目。　・自

分には無縁、害が無ければ別にいるのはかまわない。　・性癖が（少し）ゆがんだ結果？

あり あり

・社会に認められていない。例として、俳優の〇〇さんがゲイだ、とカミングアウトされる

と、世間であまり良いうわさは聞くことはできないと思う。むしろ、何か悪いモノであるか

のように言う人さえいそう。　・もし自身の周りにそういった人がいたとしても、自分はあ

まり聞に

あり あり

最近は非定されていたが近ごろは改善されている　男性愛であろうとそこにあるのが愛なの

であればそれを非定してはならない　昔の衆道があったように昔から存在している　ただし

世間ではまだ気味悪いと感じる

あり あり
・本人たちの自由だから好きにしていいと思う。　・仮に自分が対象になるなら少し困る。

嫌悪感。　・世間的認知不足　・一般的には受け入れがたい

注）下線部＝偏見言及（カミングアウト，社会からの否定・無理解，アライの存在），太字＝偏見否定

（偏見を持たない、自由、存在の肯定、理解が必要）
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偏見

言及

偏見

否定
記述内容

なし なし

女性同士ということで、友人間でも接触が多いので、世間的にはわかりづらい、もしくは他

人に知られづらいイメージがある。一緒に暮らす際に異性とわかりあえない性別の質的な部

分を無理にすり合わせる必要がないため、男女間の結婚よりやりやすいかと思う。同性で

あっても友人と恋愛の対象になる人は別人になると思う。

なし なし
見た目とかは普通の方と変わらない。ボディタッチが多かったり距離感が近かったりする。

何でかは分からないが、美人な女性がイメージされる。

なし なし

・服装が男性っぽい（パンツをはいていることが多い）　・自分も恋愛対象として見られる

ことがあるのかを考える　・友達として仲良くなるより先に上記のことを考える　・言われ

なければ気付かない　・女友達とならできることがぎこちなくなってしまいそう

なし なし
ドラマで見たことがある同性愛者の方たちのシーン　男っぽい女性と女っぽい女性のペア

海外の同性愛者の女優さん

なし なし

宝塚音楽学校で男役と女役が存在するように、どちらかがボーイッシュ、もう一方の人が

ガーリーなカップルのイメージがある。勝手な想像ではあるが女子校など、男の人がいな

い、もしくは少ない場所で同性を好きになる人が特に多い印象がある。

なし なし

女子高出身者に多い。見た目が女性的だったり、かなり男性的だったりと様々。同性愛者で

あることを隠している場合、同性の友人が多い。積極的。同性からの信頼がある（隠してい

る場合）。ボディタッチが多い。執着心が大きい。

あり なし
同性愛者には地味な見た目の人もいれば派手な見た目の人もいる。他者に隠れて同性と付き

合っているイメージがある。

あり あり

・世間からの目は厳しそう　・かわいい　・女の子同士で手をつないでいても変ではない

・私の友人や姉も同性愛者だし、全然気にしない　・個人的にかわいいと思う　・外でも男

性の同性愛者よりは目立たない　・結婚して子どもができなくても養子を取ればいい　・女

性同士

あり あり

私は同性愛者ときくと、あまり世間一般には受け入れられていないようなイメージがありま

す。以前見たニュースで、同性愛者の方たちが暴力を受けたというひどい内容のものがあり

ました。同性同士で愛しあっているからといって、人々にひなんされてしまうのは、どうか

と思います。

あり あり

私は女性を恋愛対象としてみたことはないけれど、女性アイドルがとても好きなので憧れや

その人をかわいい好きという気持ちはある。ただ、女性を肉体的な面で求めたりはないが、

女性が男性を思う気持ちと変わらないと思っている。（きもいなどの）低抗する気持ちはな

い。周りにいると思うけど、実際に会ったことはない。

あり あり

同性愛者だからといって、差別はしないと思う。本人たちが幸せなら良いと思います。自分

が同性とつき合うかといわれたら分からないが、好きになった人が女性だったら、それもあ

りえると思う。

Table 11.5

研究10の統制条件参加者の記述

注）下線部＝偏見言及（カミングアウト，社会からの否定・無理解，アライの存在），太字＝偏見否定

（偏見を持たない、自由、存在の肯定、理解が必要）
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第 12 章  第 Ⅲ部総合考察  

第 Ⅲ部 で は ， イ メ ー ジ の 利 用 可 能 性 に 関 す る 先 行 研 究 の 知 見 と 集 団 間 接 触 に

関 す る 先 行 研 究 の 知 見 を そ れ ぞ れ 応 用 し た 仮 想 接 触 に つ い て ， 効 果 に ど の よ う

な 変 化 が み ら れ る か を 検 討 し た 。研 究 9 で は ，通 常 の ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 が ，

ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ に 反 す る ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 よ り も そ の 後 の 集 団 間

不 安 を 低 減 さ せ る こ と ， ゲ イ 男 性 に つ い て 単 に 考 え る こ と よ り も そ の 後 の 集 団

間 不 安 を 低 減 さ せ る か も し れ な い こ と が 示 さ れ た 。研 究 10 で は ，自 身 ，自 身 の

知 り 合 い の 女 性 異 性 愛 者 ， 初 対 面 の レ ズ ビ ア ン の 三 者 で の 仮 想 接 触 よ り も ， 自

身 と 初 対 面 の レ ズ ビ ア ン と の 二 者 で の 仮 想 接 触 の 方 が そ の 後 の 集 団 間 不 安 が 低

い こ と が 示 さ れ た 。 両 研 究 と も ， 仮 想 接 触 後 の 顕 在 的 態 度 と 潜 在 的 連 合 の 条 件

間 差 は 見 ら れ な か っ た 。  

こ れ ら の 結 果 は ， ど の よ う な 状 況 を 想 像 す る か に よ っ て 仮 想 接 触 の 効 果 が 変

容 し 得 る こ と を 示 す 。 具 体 的 に は ， 想 像 す る 外 集 団 の メ ン バ ー が ス テ レ オ タ イ

プ に 反 し て い な い こ と ， 二 者 間 で の 交 流 で あ る こ と が ， そ の 後 に 比 較 的 高 い 集

団 間 不 安 が 見 ら れ な い よ う に す る た め に は 重 要 で あ る こ と が 言 え る 。  

た だ し ， 研 究 9 に お い て 仮 想 接 触 が カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン グ よ り も 集 団 間 不 安

を 低 減 し 得 る か も し れ な い こ と を 示 す 有 意 傾 向 が 見 ら れ た も の の ， 第 Ⅲ部 で は

カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン グ に 対 す る 仮 想 接 触 の 優 位 性 は 示 さ れ な か っ た 。 し か し ，

研 究 10 で 統 制 条 件 の 顕 在 的 態 度 が 床 効 果 が 見 ら れ る ほ ど に ポ ジ テ ィ ブ で あ っ

た こ と か ら ， 当 該 研 究 に お け る 統 制 条 件 の 操 作 が ， 単 な る カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン

グ 以 上 に 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る 効 果 を 有 し て い る こ と が 考 え ら れ る 。 そ の た

め ，研 究 5，6 と 同 様 の ，男 性 異 性 愛 者 ま た は 女 性 異 性 愛 者 と の 仮 想 接 触 を 統 制

の 操 作 と し た 場 合 の 効 果 を 確 認 す る な ど ， 将 来 の 検 討 の 余 地 は 残 る 。  

そ の 他 ， 研 究 の 限 界 と し て 以 下 の 2 点 が 考 え ら れ る 。 1 点 目 は ， こ の 論 文 で
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は レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に つ い て の 強 い ス テ レ オ タ イ プ を 特 定 で き て い な い

以 上 ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ を 呈 示 す る 強 い 操 作 を 行 う こ と

は 困 難 で あ る 。 研 究 4 で 検 討 さ れ た レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 そ れ ぞ れ の ス テ レ

オ タ イ プ は ， 高 い も の で も 中 点 程 度 の ス テ レ オ タ イ プ へ の 当 て は ま り 度 の 得 点

で あ っ た 。不 一 致 条 件 で は 仮 説 通 り 通 常 の 仮 想 接 触 と の 差 が 見 ら れ た こ と か ら ，

ポ ジ テ ィ ブ な ス テ レ オ タ イ プ が 特 定 さ れ て い る 他 の マ イ ノ リ テ ィ 集 団 を 外 集 団

と し て ， あ る い は ， よ り 強 い レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ を 特 定 で

き た 場 合 に は そ の ス テ レ オ タ イ プ を 用 い て ， 同 様 の 検 討 を 再 度 行 う 価 値 は あ る

で あ ろ う 。  

2 点 目 は ， 三 者 で 接 触 す る 際 の 集 団 間 不 安 に つ い て ， 概 念 の 定 義 や 研 究 の 意

義 ， 測 定 方 法 の 検 討 が な さ れ て い な い こ と で あ る 。 本 研 究 で は ， 三 者 で の 仮 想

接 触 が 二 者 間 の 集 団 間 不 安 に 及 ぼ す 影 響 は 二 者 間 で の 仮 想 接 触 よ り も ネ ガ テ ィ

ブ で あ る こ と は 示 さ れ た 。 し か し ， 複 数 人 で は 会 話 し や す く て も 二 人 き り で は

会 話 し に く い ， と い う 相 手 は ， 日 常 に お い て も 存 在 す る で あ ろ う 。 ま た ， 顕 在

的 態 度 や 潜 在 的 連 合 に つ い て は 二 者 間 で の 仮 想 接 触 と 三 者 間 で の 仮 想 接 触 で 差

が 見 ら れ な か っ た 。 こ れ ら の こ と か ら ， 三 者 で 接 触 す る 際 に は 二 者 で 接 触 す る

場 合 と は 異 な る 集 団 間 不 安 が あ り ， そ れ が 顕 在 的 態 度 や 潜 在 的 態 度 へ の 効 果 を

媒 介 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

上 述 の 問 題 を 解 消 す る こ と が で き た 際 に は ， 研 究 9 と 同 様 の 検 討 を レ ズ ビ ア

ン を 接 触 対 象 と し て ， 研 究 10 と 同 様 の 検 討 を ゲ イ 男 性 を 接 触 対 象 と し て そ れ

ぞ れ 行 う こ と も ， 更 な る 研 究 の 発 展 の た め に は 重 要 で あ る 。  
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第 Ⅰ 部 で は レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 に つ い て ， 第 Ⅱ

部 で は レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 偏 見 に 及 ぼ す 効 果 に つ い

て ， 第 Ⅲ 部 で は レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 の 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 要

因 に つ い て そ れ ぞ れ 検 討 を 行 っ て き た 。 こ の 第 Ⅳ 部 で は ， 第 Ⅰ 部 か ら 第 Ⅲ 部 ま

で の 研 究 に つ い て ま と め る べ く ， 総 合 考 察 を 行 う 。  

第 13 章 で は ，本 論 文 に お け る 実 証 研 究 の 総 合 考 察 を 述 べ た 。研 究 1 か ら 研 究

10 ま で で 得 ら れ た 知 見 に つ い て 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す

る 異 性 愛 者 の 偏 見 と ， そ れ に 対 す る 仮 想 接 触 の 影 響 と に 分 け て ま と め た 。  

第 14 章 で は ，本 論 文 の 意 義 と 今 後 の 展 望 を 述 べ た 。レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性

に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 の 研 究 と し て の 意 義 ， 仮 想 接 触 の 研 究 と し て の 意 義 を

そ れ ぞ れ 述 べ た 後 に ， 今 後 の 展 望 に つ い て ま と め た 。  

第 15 章 で は ， 本 論 文 の 結 論 を 述 べ た 。  
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第 13 章  研究結果の概要  

本 論 文 は ，日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 に ，

レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 が 及 ぼ す 影 響 の 研 究 を 扱 っ た も の で あ る 。

こ の 第 13 章 で は ，本 論 文 に お け る 研 究 結 果 の 概 要 に つ い て ，日 本 に お け る レ ズ

ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 と ， そ れ に 対 す る 仮 想 接 触 の 影 響

と に 分 け て ま と め た 。  

 

13.1 日本におけるレズビアン 及びゲイ男性に対する異性愛者の偏見  

欧 米 を は じ め と し た 諸 外 国 で は ，30 年 以 上 前 か ら レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に

対 す る 偏 見 の 研 究 が 盛 ん に 行 わ れ て き た 。 一 方 で 日 本 で は ， 異 性 愛 主 義 的 な 社

会 制 度 や 同 性 愛 者 の 高 い 自 殺 率 の 報 告 （ Hidaka et al.,  2008） が あ る に も か か わ

ら ず ， そ の よ う な 研 究 は 多 く は な さ れ て こ な か っ た 。  

そ こ で 本 論 文 で は ま ず ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 が そ れ ぞ れ 非 当 事 者 ， す な

わ ち 異 性 愛 者 か ら 偏 見 を 持 た れ て い る の か ， そ し て 偏 見 が あ る と す る な ら ば そ

の 偏 見 は ど の よ う な 概 念 で あ る の か を 明 ら か に す る こ と と し た 。  

研 究 1 で は ， 異 性 愛 者 の 男 女 大 学 生 は ， 黒 人 や 精 神 疾 患 患 者 に 対 し て 偏 見 を

持 っ て い る の と 同 様 に ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 し て も 偏 見 を 持 つ こ と が

示 さ れ た 。 研 究 2， 研 究 3 で は ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の

態 度 を 測 定 す る た め の 尺 度 ATLG-J が ATLG Scale （ Herek, 1988; Herek & 

McLemore, 2010） の 日 本 語 訳 に よ っ て 開 発 さ れ ， そ の 信 頼 性 と 妥 当 性 が 認 め ら

れ た 。 加 え て ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 の 構 造 が 諸 外

国 と 同 様 の 1 因 子 構 造 で 捉 え ら れ ， 諸 外 国 と 同 様 の 概 念 と 関 連 す る こ と が 示 さ

れ た 。 研 究 4 で は ， そ れ ら の 態 度 の 背 景 に あ る と 考 え ら れ る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ

イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ に つ い て の 検 討 が 試 み ら れ た 。 こ れ ら の 研 究 か ら ， 日 本
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に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 の 低 減 方 略 に つ い て ， 諸 外 国 の

先 行 研 究 を 参 考 と し 検 討 し て い く こ と が 可 能 な も の で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

し か し ， 研 究 5 以 降 の レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 研 究 で は ， 偏 見

を 低 減 す る 効 果 は 限 定 的 に し か 見 ら れ な か っ た 。 こ の 結 果 に つ い て は ， 使 用 尺

度 の 問 題 や 統 制 条 件 の 設 定 方 法 な ど に よ る 説 明 が 合 理 的 で あ る よ う に 考 え ら れ

は す る 。 し か し そ れ ら の 説 明 は 実 証 さ れ て お ら ず ， 先 行 研 究 が 行 わ れ て き た 諸

外 国 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 関 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 と 日 本 に お け る

そ れ ら と の 間 に ， 仮 想 接 触 の 有 効 性 に 関 わ る 何 ら か の 要 因 の 差 異 が 存 在 す る 可

能 性 も 現 段 階 で は 否 定 で き な い 。 例 え ば ， 日 本 に お い て は レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ

男 性 が 社 会 的 に い な い も の と し て 扱 わ れ て い る （ 風 間 ,  2016; 小 宮 ,  2015; 山 下 ,  

2016） た め に ， そ も そ も 日 本 の 異 性 愛 者 の 大 学 生 は レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と

の 交 流 を ， あ る い は レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 自 体 を 想 像 す る こ と が ， 諸 外 国 で

同 様 の こ と を 行 う よ り も 困 難 で あ る か も し れ な い 。 レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 の

不 可 視 化 の 程 度 に つ い て 実 証 的 に 国 際 比 較 が 行 わ れ て い る わ け で は な い た め ，

こ れ は あ く ま で ひ と つ の 棄 却 で き な い 可 能 性 で し か な い 。 し か し ， 以 降 ， レ ズ

ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 の 研 究 を 行 っ て い く 上 で は ， こ の よ う な 態 度

や ス テ レ オ タ イ プ 以 外 に 日 本 特 有 の 要 因 が あ る 可 能 性 に つ い て も 考 慮 に 入 れ て

お く 方 が 有 益 で あ る か も し れ な い 。  

た だ し ， 仮 に 日 本 に お い て 異 性 愛 者 の 大 学 生 が レ ズ ビ ア ン と ゲ イ 男 性 を 想 像

し に く か っ た と し て も ， 部 分 的 に は 仮 想 接 触 に よ っ て 事 前 に 期 待 さ れ た 通 り の

態 度 変 容 が 示 さ れ た 。 こ の こ と も ， 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対

す る 異 性 愛 者 の 偏 見 が ， 少 な く と も 仮 想 接 触 研 究 に お い て ， 諸 外 国 と 同 様 の 概

念 と し て 扱 え る こ と の 証 左 と 言 え よ う 。  
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13.2 レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 に 対 す る 仮 想

接触の影響  

日 本 の 日 常 に お い て レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 は 顕 在 的 で は な い た め ， 直 接 の

接 触 は 困 難 で あ る と 考 え ら れ る 。 そ の よ う な 外 集 団 に 対 す る 偏 見 の 低 減 に 有 効

で あ る と 考 え ら れ る の が ，「 外 集 団 の メ ン バ ー と の 社 会 的 交 流 の メ ン タ ル シ ミ

ュ レ ー シ ョ ン（ Crisp & Turner，2009）」で あ る 仮 想 接 触 で あ る 。レ ズ ビ ア ン 及 び

ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 は ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 集 団 間 不 安 を 低 減

さ せ ， 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る 効 果 を 有 す る こ と が 示 さ れ て い る 。  

研 究 5 か ら 研 究 7 で は ，レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 の 効 果 に つ い て 検 討 さ れ た 。

研 究 5 で は レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 行 動 を ポ ジ テ ィ ブ に

す る 効 果 が ， 研 究 7 で は レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 を

ポ ジ テ ィ ブ に す る 効 果 が 示 さ れ た 。 こ れ ら の 結 果 は ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触

に 偏 見 を 低 減 す る 効 果 が あ る こ と を 示 し て い る と 言 え る 。 た だ し ， こ れ ら の 結

果 は 他 の 研 究 で は 再 現 さ れ な か っ た 。 使 用 尺 度 の 問 題 や 統 制 条 件 の 設 定 方 法 な

ど ， 結 果 が 見 ら れ な か っ た 合 理 的 な 理 由 は 考 え ら れ る 。 し か し ， そ れ ら の 技 術

的 な 問 題 を 解 決 し た 上 で の 再 現 性 の 検 討 に 至 ら な か っ た こ と は 研 究 の 限 界 と 言

え よ う 。  

集 団 間 不 安 の 低 減 に つ い て ， 本 論 文 に お け る レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 で は 一

貫 し て 見 ら れ な か っ た 。 こ の こ と は ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 は レ ズ ビ ア ン に

対 す る 集 団 間 不 安 を 低 減 し な い こ と ， レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 に レ ズ ビ ア ン に

対 す る 態 度 を ポ ジ テ ィ ブ に す る 効 果 が あ る な ら ば ， そ の 効 果 は 集 団 間 不 安 の 低

減 を 介 さ な い 効 果 で あ る こ と が 言 え よ う 。  

た だ し ， 研 究 8 に お け る 精 神 疾 患 患 者 と の 仮 想 接 触 は そ の 後 の 精 神 疾 患 患 者

へ の 集 団 間 不 安 を 低 減 す る こ と を 示 し た 。 ま た ， 研 究 9， 研 究 10 に お い て も ，
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仮 想 接 触 後 の 集 団 間 不 安 に は ， 部 分 的 に で は あ る も の の 条 件 間 で 有 意 な 差 が 見

ら れ た 。 こ れ ら の こ と か ら ， 仮 想 接 触 が そ の 後 の 集 団 間 不 安 に 影 響 を 及 ぼ す こ

と は 示 唆 さ れ た と 言 え る 。  

レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 に つ い て は 集 団 間 不 安 を 低 減 す る 効 果 が 見 ら れ な か

っ た 理 由 に つ い て ， そ も そ も 実 験 対 象 と な っ た 日 本 の 女 性 異 性 愛 者 の 大 学 生 が

レ ズ ビ ア ン に 対 し 強 い 集 団 間 不 安 を 抱 い て い な い た め で あ る こ と が 考 え ら れ る 。

そ の よ う に 考 え ら れ る 論 拠 は 以 下 の 2 点 で あ る 。 1 点 目 に ， 研 究 1 で は ， レ ズ

ビ ア ン に 対 す る 女 性 異 性 愛 者 の 社 会 的 距 離 や ， 女 性 異 性 愛 者 が レ ズ ビ ア ン に 対

し 恐 い と 考 え る 程 度 に つ い て ， 男 性 に 対 す る そ れ ら と 同 程 度 で あ る こ と が 示 さ

れ た こ と で あ る 。 2 点 目 に ， 研 究 5， 6， 7， 10 の い ず れ に お い て も ， レ ズ ビ ア

ン に 対 す る 女 性 異 性 愛 者 の 集 団 間 不 安 は 中 点 未 満 の 平 均 値 で あ っ た こ と で あ る 。 

ま た ， レ ズ ビ ア ン に 対 す る 女 性 異 性 愛 者 の 集 団 間 不 安 は ， レ ズ ビ ア ン に 対 す

る 女 性 異 性 愛 者 の 態 度 を 説 明 す る 要 因 と し て は 考 え に く い も の で あ る か も し れ

な い 。 研 究 1 に お い て ， 女 性 異 性 愛 者 は 男 性 よ り も レ ズ ビ ア ン に 対 し 有 意 に 非

好 意 的 で あ り ， 有 意 に 不 快 に 感 じ て い る こ と を 示 し て い る 。 ま た ， 研 究 5， 研

究 7 に お い て は ， そ れ ぞ れ 行 動 ， 顕 在 的 態 度 に 仮 想 接 触 が 影 響 を 及 ぼ し た こ と

も 示 さ れ て い る 。 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン に 対 す る 女 性 異 性 愛 者 の 態 度 が ど の

よ う な 要 因 に よ っ て 規 定 さ れ て い る の か が 今 後 の 研 究 で 示 さ れ る こ と で ， レ ズ

ビ ア ン と の 仮 想 接 触 が レ ズ ビ ア ン に 対 す る 態 度 に 及 ぼ す 影 響 の 具 体 的 な メ カ ニ

ズ ム に つ い て も 明 ら か に す る こ と が で き る よ う に な る で あ ろ う 。  
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第 14 章  本論文の意義と今後の展望  

第 14 章 で は ，本 論 文 の 意 義 と 今 後 の 展 望 を 述 べ た 。レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性

に 対 す る 偏 見 の 研 究 と し て の 意 義 ， 仮 想 接 触 の 研 究 と し て の 意 義 を そ れ ぞ れ 述

べ た 後 に ， 今 後 の 展 望 に つ い て ま と め た 。  

 

14.1 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見

の研究への寄与  

本 論 文 は ， 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 偏 見 の

研 究 に ， 主 に 以 下 の 2 つ の 点 で 寄 与 す る と 考 え る 。  

1 つ 目 は ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 顕 在 的 態 度 を 測 定 す

る 手 段 と し て ， ATLG Scale（ Herek, 1988; Herek & McLemore, 2010） を 日 本 語 訳

し た ATLG-J を 開 発 し ， そ の 信 頼 性 ・ 妥 当 性 を 確 認 し た こ と で あ る 。 こ の 開 発

に よ っ て ， 日 本 で レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 を 研 究 す る

こ と が 容 易 と な っ た 。 ま た ， 日 本 に お い て も 他 国 で 行 わ れ て き た レ ズ ビ ア ン 及

び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 の 研 究 を 追 試 し た り ，ATLG Scale が 存 在 す

る 言 語 圏 の 国 や 地 域 と 日 本 と で レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 を 比 較 し

た り す る こ と が 可 能 と な っ た 。ATLG-J20 に つ い て は ，研 究 7 に お い て 実 験 研 究

に も 耐 え 得 る 尺 度 で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 今 後 ， こ の 尺 度 を 用 い た 研 究 が

数 多 く 行 わ れ て い く こ と が 期 待 さ れ る 。  

2 つ 目 は ，異 性 愛 者 が 持 つ レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ に つ い て ，

共 同 性 － 作 動 性 の 次 元 を 用 い て 表 し ， ま た 具 体 的 な 性 格 特 性 語 レ ベ ル で も 示 し

た こ と で あ る 。 ジ ェ ン ダ ー ス テ レ オ タ イ プ と の 比 較 ， 具 体 的 に は 高 共 同 性 － 低

作 動 性 で 示 さ れ る 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ ， 低 共 同 性 － 高 作 動 性 で 示 さ れ る

伝 統 的 男 性 ス テ レ オ タ イ プ と の 比 較 に よ っ て ， 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ
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イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ の 双 方 が 伝 統 的 女 性 ス テ レ オ タ イ プ と 部 分 的 に 一 致 す る

こ と が 示 さ れ た 。 ま た ， 極 め て 強 い ス テ レ オ タ イ プ は 見 ら れ な か っ た 一 方 で ，

ス テ レ オ タ イ プ と 不 一 致 で あ る 性 格 特 性 に つ い て は ， 研 究 9 の 実 験 に お い て ゲ

イ 男 性 と の 結 び 付 き が 弱 い こ と を 支 持 す る 結 果 が 得 ら れ た 。 こ れ ら の 性 格 特 性

や 性 格 特 性 語 は ， 今 後 の 研 究 に お い て も 利 用 し 得 る も の で あ る 。 ま た ， よ り 当

て は ま り の 強 い レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 ス テ レ オ タ イ プ を 検 討 す る 上 で の 叩 き

台 と も な る で あ ろ う 。  

 

14.2 日本における 仮想接触 の研究への寄与  

本 論 文 は ， 日 本 に お け る 仮 想 接 触 研 究 に ， 主 に 以 下 の 3 つ の 点 で 寄 与 す る と

考 え る 。  

1 つ 目 は ， 本 論 文 に 掲 載 さ れ た 研 究 が ， 著 者 が 確 認 す る 限 り で は 日 本 に お け

る 初 の 仮 想 接 触 研 究 の 報 告 ・ 論 文 と な っ た こ と で あ る 。 研 究 の 結 果 や 日 本 語 で

の 仮 想 接 触 教 示 ， 従 属 変 数 の 測 定 方 法 な ど に つ い て は ， 今 後 の 研 究 に お け る 参

考 と な る で あ ろ う 。  

2 つ 目 は ， レ ズ ビ ア ン ， ゲ イ 男 性 ， 精 神 疾 患 患 者 と の 仮 想 接 触 が 偏 見 に 及 ぼ

す 影 響 に つ い て の 知 見 を も た ら し た こ と で あ る 。仮 想 接 触 に よ る 偏 見 の 低 減 は ，

部 分 的 で は あ る が 確 認 さ れ た 。 今 後 の 研 究 に お い て ， よ り 効 果 の 大 き い 仮 想 接

触 の 手 続 き を 考 え る 際 の 参 考 と な る デ ー タ と 考 察 を 提 供 で き た と 言 え よ う 。 ま

た ， こ れ ま で 報 告 が 少 な か っ た レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 仮 想 接 触 に つ

い て の 知 見 を 増 や し た こ と も ， 本 研 究 の 意 義 と 言 え よ う 。  

3 つ 目 は ， 仮 想 接 触 の 効 果 が 部 分 的 に し か 見 ら れ な か っ た が ゆ え に ， こ れ ま

で の 研 究 で 扱 わ れ て き た 仮 想 接 触 の 手 続 き を 改 善 す る た め の 多 く の 示 唆 が 得 ら

れ た こ と で あ る 。 得 ら れ た 示 唆 を も と に 仮 想 接 触 を 改 善 す る こ と で ， 仮 想 接 触



第Ⅳ部 総合考察 

145 

 

を ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 な ど の マ イ ノ リ テ ィ 集 団 に 対 す る 偏 見 を 低 減 す る

た め の よ り 頑 健 な 手 続 き と す る こ と が 可 能 で あ る か も し れ な い 。 具 体 的 な 示 唆

や 展 望 に つ い て は 次 節 で 触 れ る 。  

 

14.3 今後の展望  

本 章 で こ こ ま で 述 べ た 通 り ， 本 論 文 は 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性

に 対 す る 態 度 研 究 と ， 日 本 に お け る 仮 想 接 触 研 究 の 双 方 の 先 駆 け と も 言 え る 研

究 の 報 告 で あ る 。 そ れ ゆ え ， 今 後 さ ま ざ ま な 研 究 の 展 開 が 考 え ら れ る 。  

本 論 文 で 開 発 し た ATLG-J は ， 仮 想 接 触 研 究 以 外 の 実 験 や 調 査 に も 用 い ら れ

て い く こ と で ， 更 な る 妥 当 性 の 論 拠 が 集 ま っ て い く こ と が 望 ま し い 。 そ の こ と

は ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 が ど の よ う な 概 念 で あ る の か に つ い

て の 知 見 が 増 え て い く こ と で も あ る 。 レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 偏 見 は

ど の よ う な 背 景 に 基 づ い て 形 成 さ れ て い る の か が 明 ら か に な る こ と で ， そ の 偏

見 を ど の よ う に 低 減 し て い く か の 検 討 の 余 地 は 更 に 広 が る で あ ろ う 。  

仮 想 接 触 研 究 に つ い て は ， 方 法 論 に つ い て 更 な る 検 討 と 改 善 の 余 地 が あ る 。

ま ず ， 本 論 文 で は ， ど の よ う な 外 集 団 の メ ン バ ー を 想 像 す る か に よ っ て ， そ の

後 の 外 集 団 の メ ン バ ー に 対 す る 集 団 間 不 安 に 影 響 が 及 ぶ こ と が 示 さ れ た 。 研 究

9 か ら は ， こ の 影 響 は 仮 想 接 触 相 手 の 想 像 し や す さ に よ っ て 説 明 さ れ る こ と が

示 唆 さ れ て い る 。 こ の こ と か ら は ， ど の よ う な 場 面 を 想 像 す る か ， ど の 程 度 の

接 触 を 想 像 す る か な ど ， 仮 想 接 触 の 想 像 し や す さ に 関 わ り 得 る 仮 想 接 触 教 示 に

つ い て も ， ど の よ う な 外 集 団 の メ ン バ ー を 想 像 す る か と い う こ と と 同 様 に 考 慮

す る 余 地 が あ る と 言 え る で あ ろ う 。  

ま た ， 仮 想 接 触 研 究 に お け る 統 制 条 件 を ど の よ う に 設 定 す る か も 本 研 究 の 課

題 で あ っ た 。 仮 想 接 触 と カ テ ゴ リ プ ラ イ ミ ン グ と で の 効 果 の 比 較 を す る 際 に 研
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究 10 で 見 ら れ た よ う な 別 の 要 因 の 影 響 に よ る も の で あ る と 考 え ら れ る 床 効 果

が 生 じ な い よ う に す る た め に は ， よ り 単 な る カ テ ゴ リ の 呈 示 に 近 い 形 で の 操 作

方 法 を 考 え る 必 要 が あ る 。  

仮 想 接 触 の 効 果 に つ い て は ， 本 研 究 で 見 ら れ た 効 果 が 本 研 究 で 扱 っ て い な い

マ イ ノ リ テ ィ 集 団 を 外 集 団 と し た 場 合 に も 見 ら れ る か ， 実 際 の 接 触 と 比 較 し た

場 合 の 効 果 や ， 実 際 に 接 触 し た 際 の 行 動 に 及 ぼ す 効 果 は ど の よ う な も の か ， 行

う 人 物 の 性 格 特 性 に よ る 効 果 の 差 は あ る の か な ど ， こ れ か ら の 研 究 の 可 能 性 は

広 い 。  

加 え て ， 本 論 文 の 研 究 で は 日 本 の 大 学 生 を 対 象 と し て い た 。 よ り 上 の 世 代 ，

よ り 下 の 世 代 に お い て も こ の 研 究 と 同 様 の 結 果 が 見 ら れ る か ど う か ， と い う 一

般 化 可 能 性 の 検 討 も ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 差 別 と 偏 見 を 低 減 し て

い く た め に は 重 要 で あ る と 考 え る 。  

仮 想 接 触 の 長 所 の 一 つ は ， 時 と 場 所 を 選 ば ず 誰 で も 実 施 が 可 能 で あ る そ の 簡

便 さ で あ る 。 実 験 室 環 境 を 出 て 広 く 用 い ら れ ， さ ま ざ ま な マ イ ノ リ テ ィ 集 団 に

対 す る 偏 見 の 問 題 を 解 消 す る た め の 一 助 と な る こ と が ， 仮 想 接 触 研 究 に お け る

最 終 的 な 目 標 で あ る と 考 え る 。  
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第 15 章  結論  

 本 論 文 の 目 的 は ， 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の

大 学 生 の 偏 見 に ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 が 及 ぼ す 影 響 を 調 べ る

こ と で あ っ た 。 検 討 の 結 果 ， 主 に 以 下 の 2 つ の 知 見 が 得 ら れ た 。  

 第 一 に ， 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者 の 態 度 は ，

こ れ ま で 同 様 の 先 行 研 究 が 行 わ れ て き た 諸 外 国 と 同 様 に 扱 う こ と が 可 能 で あ る

こ と が 示 さ れ た こ と で あ る 。 レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 態 度 は そ れ ぞ れ

1 因 子 構 造 で 測 定 す る こ と が 可 能 で あ る こ と ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す

る 異 性 愛 者 の 態 度 の 中 で も ゲ イ 男 性 に 対 す る 男 性 異 性 愛 者 の 態 度 が 最 も ネ ガ テ

ィ ブ で あ る こ と が 示 さ れ た 。  

 第 二 に ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の 仮 想 接 触 が ， レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性

に 対 す る 日 本 に お け る 異 性 愛 者 の 大 学 生 の 偏 見 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 示 さ れ た

こ と で あ る 。 レ ズ ビ ア ン と の 仮 想 接 触 に よ っ て レ ズ ビ ア ン に 対 す る 女 性 異 性 愛

者 の 態 度 や 行 動 が ポ ジ テ ィ ブ に な る こ と が ，一 部 の 研 究 か ら 示 唆 さ れ た 。ま た ，

レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 と の ど の よ う な 接 触 を 想 像 す る か に よ っ て ， そ の 後 の

レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 集 団 間 不 安 が 変 化 し 得 る こ と も 示 唆 さ れ た 。  

 こ れ ら の 知 見 か ら ， 日 本 に お け る レ ズ ビ ア ン 及 び ゲ イ 男 性 に 対 す る 異 性 愛 者

の 大 学 生 の 偏 見 は ， 諸 外 国 に お け る そ れ ら と 研 究 上 で 同 様 に 扱 う こ と が 可 能 で

あ る こ と ， 仮 想 接 触 に よ っ て 低 減 さ れ 得 る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
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 坂 本 真 士 先 生 （ 日 本 大 学 ） な ら び に 羽 生 和 紀 先 生 （ 日 本 大 学 ） に つ き ま し て

は ， ご 多 忙 の 中 本 論 文 の 副 査 を 務 め て 頂 き ， 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 丁

寧 に ご 指 導 し て い た だ き ま し た お 陰 で ， よ り 良 い 博 士 論 文 を 執 筆 す る こ と が で

き た と 自 負 し て お り ま す 。 坂 本 真 士 先 生 に つ き ま し て は ， 岡 研 ・ 坂 本 研 合 同 リ

サ ー チ ミ ー テ ィ ン グ で も 5 年 間 大 変 お 世 話 に な り ま し た 。  

 こ の 5 年 間 で 岡 研 究 室 ・ 坂 本 研 究 室 に 所 属 さ れ て い た 皆 様 に は ， リ サ ー チ ミ

ー テ ィ ン グ に て 研 究 に つ い て 多 く の ご 指 摘 ・ ご 質 問 を 頂 け ま し た こ と を お 礼 申

し 上 げ ま す 。  

 ATLG Scale の 逆 翻 訳 を 研 究 2 に て 務 め て 頂 い た 平 安 山 悠 子 先 生（ 国 際 医 療 福

祉 大 学 大 学 院 ・ 当 時 ） な ら び に 研 究 3 に て 務 め て 頂 い た 梁 昱 茜 先 生 （ 日 本 大 学

大 学 院 ・ 当 時 ） を は じ め と し た 研 究 協 力 者 の 皆 様 ， 本 論 文 の 研 究 の 為 に 貴 重 な

お 時 間 を 割 い て い た だ き ， 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

最 後 に ， 調 査 ・ 実 験 ， そ し て そ れ ら の 参 加 者 募 集 の 場 を 提 供 し て く だ さ っ た

先 生 方 ， そ し て 調 査 ・ 実 験 に ご 参 加 頂 き ま し た 皆 様 の ご 協 力 が な け れ ば ， こ の

論 文 を 執 筆 す る こ と は 叶 い ま せ ん で し た 。 ま た ， 参 加 希 望 者 の 中 に は セ ク シ ュ

ア リ テ ィ や 精 神 科 通 院 歴 等 を 理 由 に ご 参 加 い た だ け な か っ た 方 も 多 数 居 ら れ ま

し た 。 私 の 研 究 に 対 す る 皆 様 の ご 厚 意 に 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  


